


　謹　啓
　ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。この度は「MF-Tokyo 
2017 第5回プレス・板金・フォーミング展」の開催にあたりまして
格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　皆様の絶大なるご支援、ご協力をいただきました本展は４日間の
会期を無事終了することができました。これもひとえに、出展者各位、
ご後援、特別協賛、ご協賛をいただいた関係官公庁ならびに関係諸
団体のご尽力によるものと深く感謝いたしております。
　さて、本展の開催模様につきましては日刊工業新聞紙面等で逐次
報道いたしましたが、ここにその結果をまとめましたのでご報告いた
します。今度とも関係各位の一層のご支援、ご指導をよろしくお願い
申し上げます。

謹　白　
2017年９月

一般社団法人　日本鍛圧機械工業会
日刊工業新聞社

関係各位
開 催 御 礼



1

結果報告

日　付 天　気 来場者数（うち海外来場者数） 前回同日比

7月12日㈬ ☀ 6,673人（352人） ＋19人

7月13日㈭ ☀ 7,624人（373人） ＋448人

7月14日㈮ ☀ 10,508人（249人） ＋831人

7月15日㈯ ☀ 6,910人   （52人） −44人

４日間合計 31,715人（1,026人） 前回比1,254人増
（うち海外来場者166人増）

※重複無し実人数

■開 催 名 称　日本語名称　MF-Tokyo 2017   第5回プレス・板金・フォーミング展

副　　題　“その先の未来へつなぐ、ものづくり”

英語名称　 MF-Tokyo 2017   The 5th Metal Forming & Fabricating Fair Tokyo

■主　　　　催　日本鍛圧機械工業会／日刊工業新聞社

■後　　　　援　経済産業省／厚生労働省／環境省／日本貿易振興機構（ジェトロ）

■特 別 協 賛　日本塑性加工学会／日本鍛造協会／日本金属プレス工業協会／日本金型工業会／

日本工作機械工業会／日本ねじ工業協会／日本ばね工業会

■協　　　　賛　日本自動車工業会／日本自動車部品工業会／レーザ加工学会／日本ロボット工業会／

日本電機工業会／日本建設機械工業会／日本溶接協会／日本精密機械工業会

■海 外 協 賛　中国机床工具工業協会／中国鍛圧協会／中国模具工業協会／インド工作機械工業会／

アメリカ製造技術工業会／台湾機械工業同業公会／韓国工作機械産業協会

（以上、順不同・法人格略）

■会　　　　期　2017年７月12日㈬～15日㈯　４日間

9：00～17：00（7/12は10：00から、7/15は16：00まで）

■会　　　　場　東京ビッグサイト　東4・5・6・7ホール

■入　場　料　1,000円　※招待券持参者及び事前登録者は無料

■併催セミナー　開幕記念講演、特別講演、シンポジウム、学会テクニカルセミナー、

出展者テクニカルセミナー、大学研究室発表会

■開 催 規 模　265社・団体（共同出展含め317社）1,669小間（約15,000㎡）

■入 場 者 数　
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歓迎レセプション

◎「MF-Tokyo 2017 第5回プレス・板金・フォーミング展」　歓迎レセプション
日　時：2017年７月12日㈬　11：30〜13：00

場　所：東京ビッグサイト 会議棟１階 レセプションホールＡ

次　第：

主催者挨拶

一般社団法人
日本鍛圧機械工業会
会長

宗田 世一

一般社団法人
日本鍛圧機械工業会 
広報見本市委員会委員長

岡田 博文

一般社団法人
日本塑性加工学会
会長

吉田 一也 氏

経済産業省
製造産業局
素形材産業室室長

岡本 繁樹 氏

日刊工業新聞社
代表取締役社長 

井水 治博

特別協賛代表挨拶

来賓祝辞

中締め挨拶

乾　杯
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講演・シンポジウム

講演・シンポジウム 展示会場内 メインステージ（東6ホール奥）

14:00～15:00

「マツダのブランド戦略と
モノ造り革新について」

月 日（水）7 12
テーマ

菖蒲田 清孝 氏

マツダ株式会社
取締役専務執行役員　
品質・ブランド推進・購買・
生産・物流統括

■ 講師

□開幕記念講演

11:00～12:00

「レーザ加工の金型および
ＣＦＲＰへの応用」

月 日（木）7 13
テーマ

沓名 宗春 氏

株式会社
最新レーザ技術研究センター
代表取締役

■ 講師

□特別講演
14:00～16:00

「CFRPのプレス加工」
月 日（木）7 13

テーマ

米山 猛 氏

金沢大学
教授

■ コーディネーター

■ パネリスト

□シンポジウム

エイチアンドエフ
技術本部　技術開発室長
川崎油工
取締役　営業部長

西田 賢治氏

長谷 裕氏

氏河本 基一郎
コマツ産機
開発本部開発１部　副部長

11:00～12:00

「自動車向け炭素繊維複合
材料の技術開発状況について」

月 日（金）7 14
テーマ

清水 信彦 氏

東レ株式会社
オートモーティブセンター
所長

■ 講師

□特別講演
14:00～16:00

 「CFRPの接合加工」
月 日（金）7 14

テーマ

塚本 雅裕 氏

大阪大学
教授

■ コーディネーター

■ パネリスト

□シンポジウム

ＩＨＩ　技術開発本部　
生産技術センター　センター長
澁谷工業　メカトロ事業部　サイラス本部
サイラス技術部　主幹技師

山岡 弘人氏

山岡 圭一氏

氏中村 強
トルンプ　レーザー事業部　レーザー業務部　部長
（兼）レーザー技術部　部長

会 場
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学会テクニカルセミナー

学会テクニカルセミナー

金属薄板のメカノメタラジカル接合方法の開発と接合機構の解明　
【H26 日本塑性加工学会論文賞】

ナノ精度デジタルクリアランス調整による金属箔打抜き技術の開発　
【H26 日本塑性加工学会技術開発賞】

鍛造加工における金型寿命向上のための解析技術
【H26 日本塑性加工学会論文賞】

ノンスリップ型湿式伸線機の開発 【H26 日本塑性加工学会技術開発賞】

低温プラズマ窒化による型材化技術と精密プレスへの展開

超高強度鋼部材のスマートホットスタンピング

10:30～11:10 日産自動車　
エキスパートリーダー 藤川 真一郎 氏

11:20～12:00 東京工業大学　
教授 大竹 尚登 氏

12:10～12:50 小松精機工作所　
課長代理 白鳥 智美 氏

13:10～13:50 エフ・エー電子　
代表取締役 竹本 康介 氏

15:10～15:50 芝浦工業大学 
教授 相澤 龍彦 氏

16:00～16:40 豊橋技術科学大学　
教授 森 謙一郎 氏

7/
15
Sat.

7/
12
Wed.

7/
13
Thu.

7/
14
Fri.

時間 講演者 講演題目

ショットピーニングによる構造材料の疲労強度向上と表面欠陥の無害化

マグネシウム合金の塑性加工における医工学への展開 
－マグネシウム合金ステントの可能性－

管材および板材を対象とする新しい成形方法の開発

高度復元ばね特性を利用したスポーツ用具のいろいろ
（弓、釣竿、棒高跳びポールなどのもの凄い大たわみ変形）

レーザ溶接の基礎と応用

9:10～9:50 電気通信大学　
教授 久保木 孝 氏

10:00～10:40 横浜国立大学　
教授 高橋 宏治 氏

12:10～12:50 山梨大学　
教授 吉原 正一郎 氏

13:00～13:40 名城大学　
教授 大槻 敦巳 氏

16:00～16:40 大阪大学　
名誉教授 片山 聖二 氏

時間 講演者 講演題目

鍛造部材の軽量化技術の動向

高精度鍛造や板鍛造に役立つトライボロジー技術

材料不均質性を考慮した微細精密プレス成形シミュレーション　
－蟻よりも小さなプレス成形の世界－

焼結ダイヤモンドの難加工材せん断工具への適用技術

CFRPの温間絞り加工における温度分布の影響

9:10～9:50 東京大学
准教授 古島 剛 氏

10:00～10:40 元 大同大学
教授 五十川 幸宏 氏

10:50～11:30 名古屋工業大学
教授 北村 憲彦 氏

11:40～12:20 日本工業大学
教授 古閑 伸裕 氏

12:30～13:10

13:20～14:00

14:10～14:50

15:00～15:40

日本大学
教授 星野 倫彦 氏

塑性加工による結晶粒微細化技術と強靭鋼の創出

異種鋼材溶接部材の強度評価に関する有限要素解析

加工荷重低減のためのねじりモーション付加鍛造加工プロセスの開発

物質・材料研究機構　
グループリーダー 井上 忠信 氏

静岡大学
教授 早川 邦夫 氏

大阪大学
准教授 松本 良 氏

時間 講演者 講演題目

JIS本体規格品の六角ボルト・ナットについて

レーザ加工技術開発の現状

超微細塑性加工による機能表面の開発

ねじに係る事故例と締結体設計法について

9:10～9:50 東京工業大学
教授 吉野 雅彦 氏

10:00～10:40 日本ねじ研究協会　
専務理事 大磯 義和 氏

12:10～12:50 レーザ加工学会　会長 石出 孝 氏

13:00～13:40 広島大学　
名誉教授 澤 俊行 氏

時間 講演者 講演題目

学会テクニカルセミナー会場（東5ホール 入口）
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出展者テクニカルセミナー

出展者テクニカルセミナー　　　     A会場（東4ホール入口） 出展者テクニカルセミナー　　    B会場（東4ホール奥）

7/
12
Wed.

時間 会社名 講演者 発表テーマ

10：20～
11：00

中・大型プレス機器の振動対策　
既設防振システムから最新防振システム
への入替え実例のご紹介

最新のファイバレーザ加工機の開発に
ついて

塑性加工・熱処理シミュレーション
最新トピックスのご紹介

ダブルバルブの安全性の検証

ドイツ発Industrie4.0における
IOT関連機器導入例と動向

CREAFORMのポータブル三次元測定機を
使って生産現場で実現する品質管理 
(QC)と寸法検査

3DCADモデルから曲げ加工の
見える化と熟練工の技術伝承

ゲルブ・
ジャパン 高柳 天馬 氏

プロジェクトエンジニア

11：10～
11：50 澁谷工業 吉田 雅人 氏

メカトロ事業部 サイラス本部 
サイラス技術部
参事技監

12：00～
12：40 SCSK

板垣 心平 氏
製造エンジニアリング事業本部 
解析ソリューション部

12：50～
13：30 ロス・アジア 鈴木 敏之 氏

マーケティング部 アシスタントマネージャー

13：40～
14：20 シュマルツ 渋谷 由基 氏

営業部 マネージャー

14：30～
15：10 CREAFORM 織田 源太 氏

アメテック クレアフォーム事業部 
事業部長

16：10～
16：50

バイカル
ジャパン 上村 勝巳 氏

代表取締役

7/
13
Thu.

時間 会社名 講演者 発表テーマ
9：30～
10：10 高速溶接技術

サーボシャーと画像認識ロボットによる
製品集積の高付加価値化

バリ取りの現状と今後

車載モータ成形用トランスファプレスに
求められる性能と機能　

プレス金型へのレーザ焼入れ実績紹介

ドイツ本社における環境配慮型工場への
取り組みとRE100に関する業界動向

サカムラの最新技術動向と今後の展開

向洋技研
宝山 和生 氏

技術部 課長

10：20～
11：00 相澤鐵工所

相澤 邦充 氏
代表取締役

11：10～
11：50

オーセン
テック 髙田 全 氏

取締役

鍛造ビレットのシャー切断面を
高速研削する新開発機塩川 万造 氏

代表取締役

鍛造ビレットのシャー切断面を
高速研削する新開発機塩川 万造 氏

代表取締役

12：00～
12：40 万陽

12：50～
13：30 ニシダ精機

西田 浩高 氏
代表取締役

13：40～
14：20 中日クラフト

小栗 一晃 氏
営業部 次長

14：30～
15：10 シュマルツ

渋谷 由基 氏
営業部 マネージャー

15：20～
16：00

阪村機械
製作所 遠藤 信幸 氏

技術部 課長

7/
14
Fri.

時間 会社名 講演者 発表テーマ
9：30～
10：10 サカムラの最新技術動向と今後の展開

3DCADモデルから曲げ加工の
見える化と熟練工の技術伝承

製造プロセスにおける荷重監視システムの
役割

プレス機上での機械・金型保護及び
不良品検知を実現する全工程監視システム

最近のパーツフォーマ機能開発事例

国内製造業におけるCNC 汎用3軸フリー
フォームパイプベンダーの活用事例

シーメンスが考える
次世代のプレス工場の実現に向けて

酸化被膜って何？

阪村機械
製作所 黒川 則夫 氏

設計部 次長

10：20～ 
11：00

バイカル
ジャパン 上村 勝巳 氏

代表取締役

11：10～
11：50

理研
オプテック 高木 康宏 氏

特機事業部 営業部 
海外グループ課長

12：00～
12：40 マーポス 戸嶋 邦貴 氏

MIDA・MMSグループ

12：50～
13：30 旭サナック 加藤 大地 氏

圧造機械技術部 課長

13：40～
14：20 日進精機 伊藤 日出男 氏

マーケティングマネージャ

14：30～
15：10

安川シーメンス 
オートメーション・
ドライブ 小山 和美 氏

モーションコントロール・ラージドライブ事業部　
ＭＣアプリケーション＆プロモーション部　
部長

15：20～
16：00

オーセン
テック 髙田 全 氏

取締役

7/
15
Sat.

時間 会社名 講演者 発表テーマ

9：30～
10：10 ネットシェイパ機能活用事例

タレットパンチプレス用金型の可能性

プレス機上での機械・金型保護及び不良品
検知を実現する全工程監視システム

鍛造プレスにおける
最新駆動技術

多関節式アーム測定器による3Dスキャン
データを活用した面ひずみ定量評価

旭サナック 赤林 将 氏
金型事業部担当

10：20～
11：00 万陽

11：10～
11：50 コニック

朝霧 茂 氏
製造部 生産技術グループ 
製品開発グループ 
チーム長

12：00～
12：40 マーポス 戸嶋 邦貴 氏

MIDA・MMSグループ

12：50～
13：30 SMS group Mr. Martin Scholles

鍛造部門 
シニアセールスマネジャー

13：40～
14：20

ファロー
ジャパン 水之江 冨士一 氏

セールスエンジニア

時間 会社名 講演者 発表テーマ
10：20～
11：00 加工技術がもたらすモノづくり変革！

IoT の技術動向

粉末成形プレスにおけるCPA技術
（パンチアダプター制御）

レーザーブランキングラインの紹介

ファナックロボットの最新技術について

シーメンスが考える
次世代のプレス工場の実現に向けて

金属加工の世界を変える画期的な
金属3Dプリンター TruPrint 1000

「ものづくりの夢」実現
進化する住友の鍛造プレス

アマダ 近藤 章夫 氏
エンジニアリング推進部 部長

11：10～
11：50 コマツ産機 黒川 隆彦 氏

開発本部 開発1 部 制御コンポ
開発グループ・
技師

12：00～
12：40 SMS group Mr. Bernhard Kaminski

鍛造部門 シニアセールスマネジャー

12：50～
13：30

エイチアンド
エフ 中村 一行 氏

技術本部長

13：40～
14：20 ファナック 滝澤 克俊 氏

ロボット事業本部 技師長

14：30～
15：10
15：20～
16：00 トルンプ 岡 寛幸 氏

営業技術部 レーザ溶接・3Dレーザ課　
課長

産業機器事業部 設計部
プレス設計グループ 
技師

16：10～
16：50

住友重機械
工業 柳原 渉 氏

時間 会社名 講演者 発表テーマ
9：30～
10：10

最新レーザマシン TruLaser Center 7030 に
ついて アシストガス50%以上削減できる
革新的レーザ加工機について
STAF（Steel Tube Air Forming）
プロセスによる自動車骨格部材の軽量化

ファナックロボットの最新技術について

圧造の領域を拡げる金型開発および
研究事例

CREAFORMのポータブル3Dスキャナーで
実現するリバースエンジニアリング

プレス機上での機械・金型保護及び
不良品検知を実現する全工程監視システム

プレス板金成形工程における3D形状検査
―GOM社ATOS 3Dスキャナの活用事例

レーザ溶接の導入事例と導入効果の
ご紹介

トルンプ 渡辺 基樹 氏
営業技術部 レーザ・チューブ・
ソフトウェア課　
課長

10：20～
11：00

住友重機械
工業 上野 紀条 氏

企画本部 経営企画グループ
主任技師

11：10～
11：50 ファナック 滝澤 克俊 氏

ロボット事業本部 技師長

12：00～
12：40 旭サナック 森田 真 氏

金型事業部 課長

12：50～
13：30 CREAFORM 織田 源太 氏

アメテック クレアフォーム事業部 
事業部長

13：40～
14：20 マーポス 戸嶋 邦貴 氏

MIDA・MMSグループ

14：30～
15：10

丸紅情報
システムズ

Indian Machine Tool
Manufactures’
Association

15：20～
16：00 アマダ 中島 英樹 氏

溶接推進部 部長

時間 会社名 講演者 発表テーマ
9：30～
10：10 人に優しい板金工場へ！

次世代サーボプレスの技術動向

プレス加工ラインの将来に向けた
展望と提案

出展機の紹介
（DAP060・RHQ120・HL2）

工場内コンプレッサー消費エアにおける
3つの削減方法とその実績

塗油した潤滑油の膜厚計測法

プレス成形品における材料ひずみと
シミュレーション
―GOM社ARGUSを用いた検証事例
ボールネジ直動式サーボプレスZENFormerの
様々な分野への応用

村田機械
西部 秀久 氏

工作機械事業部 板金システム部 
板金プロポーザル
グループ 課長

10：20～
11：00 コマツ産機

廣谷 育大 氏
開発本部 開発1部 
本体開発グループ
グループ長

11：10～
11：50 山田ドビー

服部 竜一 氏
設計チームリーダー

12：00～
12：40 オリイメック

後藤 裕和 氏
技術部 開発課 課長代理

12：50～
13：30 シュマルツ

渋谷 由基 氏
営業部 マネージャー

13：40～
14：20

ケツト科学
研究所 中村 翔太郎 氏

営業部

14：30～
15：10

丸紅情報
システムズ

15：20～
16：00

放電精密加工
研究所 高橋 竜哉 氏

開発事業部 次長

時間 会社名 講演者 発表テーマ
9：30～
10：10

シーメンスが考える
次世代のプレス工場の実現に向けて

ベンディングロボットが曲げ工程を変える！

最新パンチ・レーザ複合機 TRUMATIC 1000 fiber
新型「デルタドライブ」がもたらすメリットと
加工技術について
欧州自動車産業におけるCNC 5&6軸
フリーフォームパイプベンダーの活用事例

ファナックロボットの最新技術について

インダストリー4.0/スマートファクトリーに
貢献するCREAFORMソリューション

プレス成形品の品質管理―GOM社ATOS 
ScanBoxを活用した
光学式3D測定の自動化事例

10：20～
11：00 アマダ 森岡 岳也 氏

ベンディング加工技術部 部長

11：10～
11：50 トルンプ 植森 裕之 氏

営業技術部 パンチ・コンビ課　
課長

12：00～
12：40 日進精機 伊藤 日出男 氏

マーケティングマネージャ

12：50～
13：30 ファナック 滝澤 克俊 氏

ロボット事業本部 技師長

13：40～
14：20 CREAFORM 織田 源太 氏

アメテック クレアフォーム事業部
事業部長

14：30～
15：10

丸紅情報
システムズ 赤羽 孝彦 氏

製造ソリューション事業本部 計測製造
ソリューション技術部 
副部長

ダブルバルブの安全性の検証16：10～
16：50 ロス・アジア

鈴木 敏之 氏
マーケティング部 アシスタントマネージャー 16：10～

16：50

鍛造ハンマー向け防振の
最新トレンドのご紹介金田 慶太 氏

プロジェクトエンジニア
最新プレスブレーキの技術動向16：10～

16：50 コマツ産機
岩本 典幸 氏

開発本部 開発3部 板金設計グループ　
技師

安川シーメンス 
オートメーション・
ドライブ 小山 和美 氏

モーションコントロール・ラージドライブ事業部　
ＭＣアプリケーション＆プロモーション部　
部長

赤羽 孝彦 氏
製造ソリューション事業本部 計測製造
ソリューション技術部 
副部長

赤羽 孝彦 氏
製造ソリューション事業本部 計測製造
ソリューション技術部 
副部長

安川シーメンス 
オートメーション・
ドライブ 小山 和美 氏

モーションコントロール・ラージドライブ事業部　
ＭＣアプリケーション＆プロモーション部　
部長

通訳
有り

Indian Metalforming Machine Tool 
Industry and Expo (IMTEX FORMING 2018)Dayanand M 氏

Director Corporate Communications

16：10～
16：50

ゲルブ・
ジャパン

通訳
有り

通訳
有り
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出展者テクニカルセミナー

7/
12
Wed.

7/
13
Thu.

7/
14
Fri.

7/
15
Sat.

出展者テクニカルセミナー　　　       C会場（東7ホール奥）　　　    日本塑性加工学会研究室研究発表　東4ホール入口すぐ

時間 会社名 講演者 発表テーマ

ファイバーレーザ加工機安全講習会

インダストリー4.0 時代の
ものづくり

アシストガスを大幅に削減できる
革新的レーザ加工機について

アマダＩｏＴ「Ｖ－ｆａｃｔｏｒｙ」がモノづくりを
変える！

11:00～
12：30

TRUMPF
Werkzeug
maschinen トーマス シュナイダー 氏

生産開発部 事業部長

アマダエンジニアリング
ブランク開発部 部長13：00～

14：00
日本鍛圧
機械工業会

平澤 泰介 氏

14：15～
15：15

エフエー
サービス マール アンドレ 氏

IoT 部 マネージャー

15:30～
16：30 アマダ

横山 匡 氏
アマダＩｏＴ推進プロジェクト　
リーダ

時間 会社名 講演者 発表テーマ

Modern Foundation Systems for 
Metal Forming Machinery/
鍛造、鍛圧機械へのグローバルな
最新防振基礎のご紹介　

アルミニウム熱間成形加工の
最新技術 

ファイバーレーザ加工機安全講習会

プレスブレーキ用特殊金型設計事例の
ご紹介

最新のプレス工場における、
レーザーブランキング技術　

10：00～
11：00

ゲルブ・
ジャパン Mr. Carsten Chantrain

Sales Manager 
Asia Director

ヤマザキマザックオプトニクス
機械設計グループ　
GL

11：30～
12：30

エー・ピー
アンドティー ピーター・ロビッシュ 氏

13：00～
14：00

日本鍛圧
機械工業会

加藤 一郎 氏

14：30～
15：10 コニック

松山 徹二 氏

製造部 プレスブレーキ型
グループ
グループ長

セールスマネージャー

15：30～
16：30 Ｓchuler ノーマン・ブラズィッヒ 氏

営業部 営業部長

時間 会社名 講演者 発表テーマ

9:30～
10：30

アマダＩｏＴ「Ｖ－ｆａｃｔｏｒｙ」がモノづくりを
変える！

ファイバーレーザ加工機安全講習会

「軽量化にこそ未来がある」- 
自動車軽量化デザインを支える
シューラー社成型技術

アマダ 横山 匡 氏
アマダＩｏＴ推進プロジェクト　
リーダ

11:00～
12：30

澁谷工業　
サイラス技術部　
部長

松山 徹二 氏

製造部 
プレスブレーキ型グループ
グループ長

中井 隆一 氏
13：00～
14：00

日本鍛圧
機械工業会

ハイドロリック部 キー・アカウントマネージャー

14：15～
15：15 Ｓchuler

プレスブレーキ用特殊金型設計事例の
ご紹介

15：30～
16：10 コニック

時間 会社名 講演者 発表テーマ

10:00～
10：40 バリ取りの現状と今後

ファイバーレーザ加工機安全講習会

オーセン
テック 髙田 全 氏

マーケット開発部 
営業本部長

取締役

トルンプ
営業技術部　課長13：00～

14：00
日本鍛圧
機械工業会 岡 寛幸 氏

今日の自動車生産における
チャレンジと、解決策としての
ツインサーボ技術

11：00～
12：00 Ｓchuler

フランク・ビオラ 氏

マーチン・スタインメッツ氏
オートメーション部 営業部長

トールステン・シュワブ氏

アシストガスを大幅に削減できる
革新的レーザ加工機について

TRUMPF
Werkzeug
maschinen トーマス シュナイダー 氏

生産開発部 事業部長

7/
12
Wed.

時間 研究室 発表者 発表タイトル

13:00～
13:15 日本塑性加工学会の紹介

ステンレス鋼の超撥水化技術と
その金型・製品への展開

部品の軽量化に向けた基礎研究

高精度な
成形シミュレーションへの
取り組み

日本塑性
加工学会 吉武 明英 氏

事務局長

13:20～
13:35

芝浦工業大学 
デザイン工学部
表面機能デザイン

研究室 相澤 龍彦 氏
教授

13:40～
13:55

宇都宮大学
材料加工研究室 白寄 篤 氏

准教授

15:40～
15:55

慶應義塾大学
大家研究室 大家 哲朗 氏

専任講師

時間 研究室 発表者 発表タイトル

10:00～
10:15 形材の曲げ加工と技術分野の教材

静岡大学工学部機械工学科
塑性加工研究室の紹介

サーボプレスによる
振動モーションの応用

先端材料加工学研究室の紹介
-高エネルギー密度援用加工と
高機能金型の開発-

埼玉大学
内海研究室 内海 能亜 氏

准教授

13:40～
13:55 衝撃現象を利用した塑性加工

長野工業
高等専門学校
宮崎研究室 宮崎 忠 氏

准教授

15:20～
15:35

成蹊大学 理工学部 
システムデザイン学科 
材料力学研究室における取り組み

成蹊大学 理工学部
システムデザイン学科
材料力学研究室

深田 佳帆里 氏
成蹊大学 理工学部 4年

（教授：酒井 孝 氏）

15:40～
15:55 東海大学 吉田研究室 研究紹介東海大学

吉田研究室
髙宮 伸太郎 氏修士2年
竹浦 玄 氏修士2年

10:20～
10:35

静岡大学
田中・早川・吉田
研究室 田中 繁一 氏

教授

10:40～
11:00

横浜国立大学
前野研究室 前野 智美 氏

准教授

13:20～
13:35

首都大学東京
先端材料加工学研究室・
微細加工研究所 清水 徹英 氏

助教

時間 研究室 発表者 発表タイトル

10:00～
10:15 微細塑性加工による材料機能開発

都立産技高専長谷川研究室の紹介

板材の材料モデルの高度化に
資する材料試験法の開発

超音波振動を応用した
塑性加工法に関する研究

東京工業大学
吉野研究室 吉野 雅彦 氏

教授

15:20～
15:35 押出し加工における流動解析

日本大学
星野研究室 星野 倫彦 氏

教授

15:40～
15:55

髪の毛より細く鉄の25倍も強い
ピアノ線の開発

早稲田大学
鈴木研究室 権藤 詩織 氏

鈴木進補研究室
博士後期課程2年
日本学術振興会特別研究員
DC1

16:00～
16:15

16:20～
16:35

塑性加工を用いた素材の
高機能化と塑性現象の応用

東京電機大学
塑性加工研究室
柳田研究室

13:00～
13:15

東京都立
産業技術高等専門学校
長谷川研究室 長谷川 収 氏

准教授

豊橋技術科学大学
極限成形システム研究室の紹介

豊橋技術科学大学
極限成形システム

研究室 安部 洋平 氏
准教授

柳田 明 氏
教授

13:20～
13:35

東京農工大学
桑原研究室 桑原 利彦 氏

教授

13:40～
13:55

日本工業大学 
機械工学科

精密加工研究室 神 雅彦 氏
教授

時間 研究室 発表者 発表タイトル

11:00～
11:15 摩擦攪拌成形の紹介

画像処理を利用したせん断加工に
おける材料流動の観察

金型を用いない
革新的ダイレスフォーミングに
関する研究

大ひずみ加工による材料創製と
二次加工性

国士舘大学
大橋研究室 大橋 隆弘 氏

教授

11:20～
11:35

神奈川大学
材料加工研究室 笹田 昌弘 氏

教授

11:40～
11:55

東京大学
生産技術研究所
古島研究室 古島 剛 氏

准教授

12:00～
12:15

芝浦工業大学
生産加工プロセス

研究室 青木 孝史朗 氏
教授

7/
13
Thu.

7/
14
Fri.

7/
15
Sat.

通訳
有り

通訳
有り

通訳
有り

通訳
有り

通訳
有り

通訳
有り

通訳
有り

通訳
有り
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セミナー風景

□出展者テクニカルセミナー　Ａ会場

□出展者テクニカルセミナー　B会場

□出展者テクニカルセミナー　C会場

□日本塑性加工学会大学研究室発表
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小間配置図

出展者一覧 （50音順・法人格略）　※は共同出展者

宇都宮大学 材料加工研究室
神奈川大学 材料加工研究室
慶應義塾大学 大家研究室
国士舘大学 大橋研究室
埼玉大学 内海研究室
静岡大学 田中・早川・吉田研究室
芝浦工業大学 生産加工プロセス研究室
首都大学東京 先端材料加工学研究室・
微細加工研究所
東京大学 生産技術研究所 古島研究室
成蹊大学　理工学部　
システムデザイン学科 材料力学研究室
東海大学 吉田研究室
東京工業大学 吉野研究室
東京電機大学 塑性加工研究室 
柳田研究室
東京都立産業技術高等専門学校 
長谷川研究室
東京農工大学 桑原研究室
日本工業大学 機械工学科 
精密加工研究室
日本大学 星野研究室
早稲田大学 鈴木研究室
芝浦工業大学　デザイン工学部 
表面機能デザイン研究室
豊橋技術科学大学 森・安部研究室
横浜国立大学 前野研究室
長野工業高等専門学校 宮崎研究室

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10

11
12
13

14

15
16

17
18
19

20

21

4-27 日本塑性加工学会 4-28
4-61
7-15
5-06
6-32
5-05
5-70
4-39
6-62
6-10
6-22
5-86
5-02
5-69
7-05
4-50
6-44
6-53
4-42
5-62
5-90
6-83
6-85
6-42
5-50
4-09
4-30
6-54
5-76
4-40
5-29
6-41
6-11
4-36

IHI 物流産業システム
アイ・エフ企画 （※）
相澤鐵工所
アイシス
アイセル
アイダエンジニアリング
アクア化学
アサイ産業
浅井産業
アサダ
旭サナック
旭精機工業
アズビルトレーディング
アプライドデザイン
アマダホールディングス
アミノ
イージーデータジャパン （※）
Eプラン
石関工範
板屋製作所
伊藤製作所
インテック
インフィニティ
WEL-KEN
内田工機
エイ・エム・シィ
エイチアンドエフ
エイム
永和ワールド　
エーエス
エー・ピーアンドティー
エコールド・ジャパン
エスアンドエフ
SMS group

ア 6-45
5-58
6-63
7-12
4-17
4-21
4-25
7-24
6-03/14
5-78
6-12
7-23
4-16
5-44
5-80
6-01
6-36
5-61
5-36
4-41
4-34
4-07
5-27
5-34
5-03
7-25
4-11
6-56
7-19
6-70
4-17
6-49
4-24
5-40

エスカディア
SCSK
エステートレーディング
エステーリンク
エヌエスシー
NTTデータエンジニアリングシステムズ
榎本機工
エフエーサービス （※）
オ・エス・ワイ
大石機械
オーエスアイツール
オーセンテック
大谷機械製作所 （※）
大峰工業
奥野機械製作所
オスガーマシン
オフィス海外テック （※）
オプトン
オリイメック
片桐製作所
型研精工
金型新聞社
兼松KGK
川崎油工
ギア
キャドマック
キョウシンエンジニアリング
協同エンジニアリング
協和マシン
旭光製作所
楠精工 （※）
グリーンプラス
栗本鐵工所
CREAFORM

カ

6-50
4-24
6-01
5-79
5-49
5-52
4-46
6-21
6-25
6-31
6-05
4-45
5-47
7-17
6-06
6-16
4-04
5-35
7-06
4-64
4-54
6-65
5-28
6-09
5-60
4-62
5-37
5-33
5-23
4-52
4-35
5-55
5-63
6-29

群協製作所
ケイエステック （※）
京葉ベンド
KHエンジニアリング
ケーメックス
ケツト科学研究所
ゲルブ・ジャパン
光栄製作所 （※）
向洋技研
ゴーショー
コーレンス
小島鐵工所
コスメック
コニック
コマツ産機
小森安全機研究所
コロナ社
阪村機械製作所
サルバニーニジャパン
サンアロイ工業
サンエイテック
三益
三共製作所
三桂機械
三次元メディア
サンテスト
三明製作所 （※）
シーケービー
シージーケー
ジェイアンドシー
JXTGエネルギー／ENEOSサンエナジー
JSOL
J. ノイ ジャパン （※）
シグマテックジャパン

サ
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出展者一覧 （50音順・法人格略）　※は共同出展者

宇都宮大学 材料加工研究室
神奈川大学 材料加工研究室
慶應義塾大学 大家研究室
国士舘大学 大橋研究室
埼玉大学 内海研究室
静岡大学 田中・早川・吉田研究室
芝浦工業大学 生産加工プロセス研究室
首都大学東京 先端材料加工学研究室・
微細加工研究所
東京大学 生産技術研究所 古島研究室
成蹊大学　理工学部　
システムデザイン学科 材料力学研究室
東海大学 吉田研究室
東京工業大学 吉野研究室
東京電機大学 塑性加工研究室 
柳田研究室
東京都立産業技術高等専門学校 
長谷川研究室
東京農工大学 桑原研究室
日本工業大学 機械工学科 
精密加工研究室
日本大学 星野研究室
早稲田大学 鈴木研究室
芝浦工業大学　デザイン工学部 
表面機能デザイン研究室
豊橋技術科学大学 森・安部研究室
横浜国立大学 前野研究室
長野工業高等専門学校 宮崎研究室

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10

11
12
13

14

15
16

17
18
19

20

21

4-27 日本塑性加工学会 4-28
4-61
7-15
5-06
6-32
5-05
5-70
4-39
6-62
6-10
6-22
5-86
5-02
5-69
7-05
4-50
6-44
6-53
4-42
5-62
5-90
6-83
6-85
6-42
5-50
4-09
4-30
6-54
5-76
4-40
5-29
6-41
6-11
4-36

IHI 物流産業システム
アイ・エフ企画 （※）
相澤鐵工所
アイシス
アイセル
アイダエンジニアリング
アクア化学
アサイ産業
浅井産業
アサダ
旭サナック
旭精機工業
アズビルトレーディング
アプライドデザイン
アマダホールディングス
アミノ
イージーデータジャパン （※）
Eプラン
石関工範
板屋製作所
伊藤製作所
インテック
インフィニティ
WEL-KEN
内田工機
エイ・エム・シィ
エイチアンドエフ
エイム
永和ワールド　
エーエス
エー・ピーアンドティー
エコールド・ジャパン
エスアンドエフ
SMS group

ア 6-45
5-58
6-63
7-12
4-17
4-21
4-25
7-24
6-03/14
5-78
6-12
7-23
4-16
5-44
5-80
6-01
6-36
5-61
5-36
4-41
4-34
4-07
5-27
5-34
5-03
7-25
4-11
6-56
7-19
6-70
4-17
6-49
4-24
5-40

エスカディア
SCSK
エステートレーディング
エステーリンク
エヌエスシー
NTTデータエンジニアリングシステムズ
榎本機工
エフエーサービス （※）
オ・エス・ワイ
大石機械
オーエスアイツール
オーセンテック
大谷機械製作所 （※）
大峰工業
奥野機械製作所
オスガーマシン
オフィス海外テック （※）
オプトン
オリイメック
片桐製作所
型研精工
金型新聞社
兼松KGK
川崎油工
ギア
キャドマック
キョウシンエンジニアリング
協同エンジニアリング
協和マシン
旭光製作所
楠精工 （※）
グリーンプラス
栗本鐵工所
CREAFORM

カ

6-50
4-24
6-01
5-79
5-49
5-52
4-46
6-21
6-25
6-31
6-05
4-45
5-47
7-17
6-06
6-16
4-04
5-35
7-06
4-64
4-54
6-65
5-28
6-09
5-60
4-62
5-37
5-33
5-23
4-52
4-35
5-55
5-63
6-29

群協製作所
ケイエステック （※）
京葉ベンド
KHエンジニアリング
ケーメックス
ケツト科学研究所
ゲルブ・ジャパン
光栄製作所 （※）
向洋技研
ゴーショー
コーレンス
小島鐵工所
コスメック
コニック
コマツ産機
小森安全機研究所
コロナ社
阪村機械製作所
サルバニーニジャパン
サンアロイ工業
サンエイテック
三益
三共製作所
三桂機械
三次元メディア
サンテスト
三明製作所 （※）
シーケービー
シージーケー
ジェイアンドシー
JXTGエネルギー／ENEOSサンエナジー
JSOL
J. ノイ ジャパン （※）
シグマテックジャパン

サ

4-22
7-11
6-40
4-47
4-05
5-84
5-46
5-75
4-60
5-85
6-20
5-45
6-18
5-43
5-54
4-23
5-51
6-71
6-02
5-67
5-72
6-28
4-10
5-66
4-56
6-01
7-07
5-67
6-08
4-49
5-74
6-55
4-20
6-57

しのはらプレスサービス
澁谷工業
ジャロック
シュマルツ
商工経済新聞社
正田造機
昭和精機
昭和リース
シルバーロイ
シンコーマシンツール
新熱工業  （※）
新明和機工  （※）
杉山電機システム
SCREENホールディングス
スター精機
住友重機械工業
ゼノー・テック
ゼロフォー
善光商事
先端力学シミュレーション研究所 （※）
ソルテック
大東スピニング
ダイナテック
大平製作所
ダイマック
大洋エンジニアリング
大陽日酸
太陽メカトロニクス
宝精密
伊達機械
WTM
タマリ工業
中日クラフト
中部エンジニアリング

タ

4-17
6-21
4-48
4-44
6-30
6-44
6-52
6-60
6-69
4-43
5-27
6-38
6-84
4-53
5-73
4-43
7-24
5-37
6-35
4-12
4-16
5-42
5-42
4-59
4-21
4-01他
4-11
6-34
5-63
6-20
6-01
5-53
6-27
5-32

中部鍛造所 （※）
千代田工業 （※）
椿本興業
ティエスエイチインターナショナル
ティーエスプレシジョン
ティワイアソシエイツ
テンポス
東亜精機工業
東栄工業
東京オイルアナリスト （※）
東京精密 (※)
東洋研磨材工業
東洋国際
東洋プレシジョン
トミタ
トリプルアール
トルンプ
中島田鉄工所
中田製作所
中西金属工業 
ニイガタ機械
ニコン （※）
ニコンインステック
ニシダ精機
ニチダイ
日刊工業新聞社
日伸工業
日新精機
日進精機
ニッセー
日東造機 （※）
日本タッパー
日本ウエルディング
日本オートマチックマシン

ナ

5-83
6-83
5-19
4-31
5-64
5-77
6-59
4-55
7-10
7-21
6-01
4-26
5-21
6-07
4-06
4-63
5-22
6-23
7-16
5-39
5-48
5-81
7-13
6-09
4-14
5-65
6-48
6-39
6-17
4-52
6-47
6-80
5-82
4-32

日本計測システム
日本車輌製造（※）
日本スピードショア
日本電産シンポ
日本ハードウェアー
日本フェィウィック
日本フォーミング
ハイウィン
バイカルマシン
バイストロニックジャパン
パイプ加工機械工業会
パスカル
服部板金工業
ハテバー
ばね新聞社
枚岡合金工具
廣瀬バルブ工業
ファナック
ファブエース
ファロージャパン
福田交易
フジイ
富士機工
藤製作所 （※）
冨士ダイス
扶桑精機
フナボリ
プライオリティ
フリーベアコーポレーション
ブルーダラー・プレス
プロテクニカ・ジャパン
豊栄工業
豊光エンジニアリング
放電精密加工研究所

ハ

マ

ヤ

4-38
6-66
6-24
6-24
6-09
6-21
5-68
5-56
4-18
5-41
5-37
7-09
7-18
4-13
4-61
7-09
5-30
4-57
5-71
7-22
5-19
4-33
4-15
6-15
4-37
6-72
5-20
7-08
5-24
5-59
6-51
5-38
6-46
6-19

マーポス
マコー
マツモト機械 （※）
マツモト産業
マツモトマシナリー （※）
マルカキカイ
丸昭機械
丸紅情報システムズ
万陽
ミツトヨ
三豊機工 （※）
三菱電機
三菱電機／村田機械
三菱長崎機工
三星工業
村田機械
森鉄工
安川シーメンス オートメーション・ドライブ
安田工業
ヤマザキマザック
ヤマシタワークス （※）
山田ドビー
ヤマナカゴーキン
山本光学
山本水圧工業所
ユーザック
ユーロテクノ
ユーロテック
湯川王冠
ユタカ
ユタカアドバンス
ユタニ
ユテクジャパン
ユニオンツール
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小間配置図

6-81
6-82
6-43
5-17
5-26
4-29
6-50
5-08
5-37
4-51
6-58
5-27
6-07
6-26
5-14
4-58
6-14
5-27
5-18
5-12
6-61
6-05
5-31
5-33
5-11
7-14
5-27
5-27

ユニラムジャパン
吉野機械製作所
吉増製作所
理研オプテック
理研計器奈良製作所
ルブテック
レーザックス
ロス・アジア
Accuvision Technology （※） 
AIR TECH21 （※） 
BENTELER Maschinenbau 
BRAUN Maschinenfabrik Gesellschaft (※)
Carlo Salvi （※） 
C-DOUBLE ENTERPRISE 
CHIAN CHANG MACHINE 
CHIN FONG MACHINE INDUSTRIAL 
CHING CHAN OPTICAL TECHNOLOGY (CCM) （※）
CMA MACHINE TOOLS (※)
DAEWON FORGING 
DEES HYDRAULIC INDUSTRIAL 
DONGSAN IND. 
DREISTERN （※）
EF ENGINEERING  
ERNST GROB/Schuler Pressen （※） 
FIDELITY DEVELOPMENT CORPORATION
ＦLADDER DANMARK 
GFM （※） 
GLAMA Maschinenbau （※） 

A～

Z

5-77
6-67
6-05
4-51
5-01
6-03
6-86
5-15
5-91
6-33
5-25
6-05
5-45
5-09
5-57
6-11
5-27
4-31
6-04
5-73
6-05
6-05
6-47
6-36
6-31
4-51
5-10
5-07

GOIZPER Group （※）
HAWERS 
Heinrich Mueller Maschinenfabrik （※） 
HYODONG MACHINE 
ISGEC HEAVY ENGINEERING 
JERN YAO ENTERPRISES 
Jinan Bodor CNC Machine
JING DUANN MACHINERY INDUSTRIAL 
KDM
Konfu Enterprise 
KORYO Precision Eng. 
LASCO Umformtechnik （※） 
LIEN CHIEH HYDRAULIC INDUSTRIAL 
LIEN CHIEH MACHINERY 
MFRC 
MICO (ORT Italia) （※）
N.KO （※） 
NIDEC MINSTER （※） 
NUMALLIANCE
Ortlinghaus-Werke （※） 
Otto Bihler Maschinenfabrik （※） 
PSTproducts （※） 
RCS （※）　
REGG INSPECTION　
SACMA Limbiate （※） 
SAMJIN JEONGGONG （※） 
SANES PRESSES 
Ｓchuler 

5-04
4-51
5-27
4-36
4-51
5-09～16
6-03
5-13
5-16
6-05
6-05
6-37

7-01
7-02
4-19

SHIEH YIH MACHINERY INDUSTRY 
SHINKWANG PRECISION （※） 
Smeral Brno （※） 
SMS group （※）
Sung Won ENG （※） 
Taiwan Association of Machinery lndustry 
3View. Com  
TOA DR ENTERPRISE
TZYH RU SHYNG AUTOMATION
WAFIOS （※）　
Wafios Tube Automation（※）
YIN SHEN MACHINERY
 

【学会・協会・工業会団体】
日本工作機械工業会
日本自動車部品工業会
日本鍛造協会
アイシン・メタルテック／
アサヒフォージ／
アジャックストッコ・マグネサー
ミックジャパン／
アルミニウム鍛造技術会／
アンテックス／韋城製作所／
イチタン／インダクトグループ／
ウチノ／大宮日進／奥村鍛工／
角田鉄工所／鎌倉製作所／
近畿鍛工品事業協同組合／

6-68
6-79
7-03

6-74
6-78
6-76
6-75
6-77

ゲルブ・ジャパン／ゴーシュー／
サムテック／新東工業／
シンニッタン／セイタン／
知多工業／TDF／
Toa & Arai　東亜鍛工所／
東京鍛造工業協同組合／
同和鍛造／浪速鉄工／
日本電磁測器／
ノリタケカンパニーリミテド／
フックスジャパン／豊和鍛工／
北陸工業／マテック／
万能工業／ミヤジマ／
メタルアート／八木工業／
山崎機械製作所／
ワイエイシイデンコー

日本ねじ工業協会
日本ばね工業会
日本ロボット工業会

【海外協賛団体】
インド工作機械工業会
台湾機械工業同業公会
中国机床工具工業協会
中国鍛圧協会
中国模具工業協会

出展者一覧 （50音順・法人格略）　※は共同出展者

ラ
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会場風景

□ 東京ビッグサイト入口看板

□ 東 4 ホール入口

□ 東 5 ホール登録所

□ 日本鍛圧機械工業会パネル展示コーナー

□ 東 4 ホール

□ 東 5 ホール

□ 東 6 ホール

□ 東 7 ホール
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入場者登録カードによる来場者分析（対象者31,715人）

□本展に来られた理由は何ですか？

その他
2.9％

会社の指示
5.3％

出展企業
の商談
 9.3％

取引先が
出展していた
 9.4％ 興味のある展示物があった

 19.6％

情報・資料収集
 47.2％講演・セミナーに

興味があったから
2.7％

招待券をもらったから
3.6％

□どちらから来られましたか？

0

5

10

15

20

25

30

35

日
本
国
外

九
州
・
沖
縄

中
国
・四
国

北
海
道
・
東
北

北
陸
・
新
潟

関
西

中
部

関
東（
除
く
東
京
）

東
京

％

22.4%

31.7%

20.2%

10.4%

4.6%
2.9% 2.7% 1.9%

3.2%

□本展を何で知りましたか？

その他
9.2％

日刊工業新聞
4.3％

主催者
からの
メール
配信
7.2％

インター
ネット
 7.4％

知人から
の紹介
9.0％ 

主催者からの招待券
24.1％

出展者からの招待券
 37.6％

その他の雑誌
0.5％

日刊工業新聞社
の雑誌
0.7％

□職種は？

一般・
その他
5.9％

設計
7.5％

生産技術
 12.5％

経営・管理
 15.4％

営業・販売
 24.6％

製造
 19.7％

研究・開発
 9.1％

品質管理・検査
1.3％

資材・購買
2.3％

宣伝・企画
1.7％

□業種は？

0

5

10

15

20

25

そ
の
他

造
船
鉄
鋼
・
部
品

官
庁
・
教
員

学
生

電
機
・
部
品

精
密
機
械
・
部
品

そ
の
他
製
造
業

一
般
機
械
・
部
品

商
社
・
代
理
店

自
動
車
・
部
品

金
属
製
品
製
造

％

23.4%

18.0%

13.8%

11.7%
9.9%

7.3%6.9%

0.9%0.7%0.4%

7.0%

□関心をもった機種は何ですか？（複数回答可） 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

C
A
D
＼
C
A
M

パ
ン
チ
ン
グ
マ
シ
ン

金
型
加
工
機
械

自
動
化
安
全
装
置

計
測
器
・
検
査
機

油
圧
プ
レ
ス

高
速
プ
レ
ス

プ
レ
ス
ブ
レ
ー
キ
・

シ
ャ
ー
リ
ン
グ

溶
接

鍛
造
プ
レ
ス

金
型

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

マ
シ
ン

そ
の
他
の

機
械
プ
レ
ス

レ
ー
ザ
・
プ
ラ
ズ
マ

加
工
機

サ
ー
ボ
プ
レ
ス

％

35.6%

21.0% 20.7%
18.1% 17.8%

14.0%
16.7% 16.5% 15.6% 15.6%15.7%

32.3%

23.2% 22.5%

13.8%

□お役職は？

その他
4.8％

一般社員
25.9％

専門職・
スタッフ
 3.4％

主任クラス
 7.5％ 

課長クラス
 16.3％

代表者・役員
 21.8％

部長クラス
 12.8％

係長クラス
 7.5％

□製品導入に際してどのように
　関与されていますか?

購入／導入の
決定権・内定権はない

45.7％

具体的な製品／サービスの
推薦をしている
 25.7％

購入／導入の
決定権を持っている

17.9％

購入／導入の内定を
下している
 10.7％
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□本展示会の会場構成の
　感想をお聞かせください 

良かった
 59.9％

大変良かった
 25.2％やや物足りない

1.6％

ふつう
13.3％

□会場内のサービス施設（受付、
　案内看板、休憩所、ウォーター
　サーバー他）や会場の雰囲気
　はどうでしたか？  

良かった
 59.1％

大変良かった
 16.6％あまり

良くなかった
1.8％

ふつう
22.5％

□日本塑性加工学会をはじめとした
　 「学会テクニカルセミナー」を開催
　しましたがいかがでしたか？

有意義である
 40.8％

有意義であり
続けて欲しい
24.4％

特に必要ない
6.9％

ふつう
27.9％

□日本塑性加工学会にご協力
　頂き、大学研究ブースを設け
　ましたがいかがでしたか？

有意義である
 43.1％

有意義であり
続けて欲しい
 17.2％

特に必要ない
7.9％

ふつう
31.8％

□併催事業・主催者企画でよかったものは何ですか？
（複数回答可） 

0

5

10

15

20

25

30

35

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
7
月
14
日 

大
阪
大
学 

塚
本
様
他
）

特
別
講
演

（
7
月
14
日 

東
レ 

清
水
様
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
7
月
13
日 

金
沢
大
学 

米
山
様
他
）

特
別
講
演

（
7
月
13
日 

最
新
レ
ー
ザ
研
究
セ
ン
タ
ー 

沓
名
様
）

開
幕
記
念
講
演

（
7
月
12
日

マ
ツ
ダ 

菖
蒲
田
様
）

日
本
塑
性
加
工
学
会

研
究
室
・

大
学
研
究
室
ブ
ー
ス

学
会
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ミ
ナ
ー

M
F
技
術
大
賞
・

M
F
エ
コ
マ
シ
ン

認
証
事
業
紹
介

出
展
者
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ミ
ナ
ー

29.9％

12.8％ 12.4％
10.9％11.4％

8.3％

3.1％ 2.7％ 1.9％

％

□今回、会場で商談されましたか？ 

製品の導入を
決定した
 0.6％

後日、説明を
受けることにした

15.9％商談は
しなかった
54.9％

製品の導入を
検討する
 6.8％

サンプル・
資料の提供
を依頼した
 15.5％

見積もりを
依頼した
 6.3％

□出展製品の中で、購入（導入）したい
　ものはありましたか？

特に無かった
40.2％

一年以内に
検討したい
 11.8％

数年内に検討したい
48.0％

□出展者に対して、どのようなことを
　のぞみますか？　　(複数回答可） 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

商
談
で
き
る

ス
ペ
ー
ス

資
料
、カ
タ
ロ
グ
の

用
意

加
工
製
品
の
展
示

実
物
機
械
の
展
示

実
演
や

デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施

％

44.6%

34.0%

40.5%

17.9%

7.0%

□ご来場の目的は達せられましたか？

どちらとも
言えない
14.1％

ほぼ達成された
 63.2％

十分達成された
 17.9％

やや物足りない
 3.4％

達成されなかった
 1.4％

来場者アンケート（850人のサンプル調査）
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□出展効果について
　⒜成約・引き合いについて

ややもの足りない
11.3％

満足
17.5％

不満足
3.1％

ほぼ満足
35.1％

普通
33.0％

□⒝その他の効果について
　　　　　　　　　　（複数回答可）

0

10

20

30

40

50

60

70

そ
の
他

同
業
他
社
・

業
界
の
動
向
・

技
術
水
準
が
掴
め
た

市
場
調
査
の
場

と
し
て
活
用
で
き
た

客
筋
の
把
握
が
で
き
た

新
し
い
顧
客
層
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
た

企
業
ま
た
は
製
品
の

P
R
が
で
き
た

商
談
が
で
き
た

％

42.4%

61.6%

48.5%

6.1%

18.2%
20.2%

2.0%

□本展に出展した全体的感想について

普通
18.2％

大変有意義
27.3％

不満足
2.0％

ややもの足りない
3.0％

有意義
49.5％

□来場者層について

やや
もの足りない
10.2％

客筋であり満足
26.5％

不満足
1.0％

ほぼ満足
46.9％

普通
15.3％

□来場者数について

ややもの足りない
17.2％

満足
20.2％

不満足
2.0％

ほぼ満足
34.3％

普通
26.3％

□説明を聞いていただいた来場者は
　狙いとしたユーザ層でしたか

狙いどおり
14.1％

ややはずれていた
12.1％

ほぼ狙い通り
50.5％

普通
23.2％

□開催期間については何日間が
　望ましいですか？

５日間
3.1％

３日間
42.9％

４日間
54.1％

出展者アンケート 回答数158社（会員76社  非会員82社）

□搬入期間は何日がよろしいですか？

４日間
20.2％

３日間
75.5％

それ以上
4.3％

今回と同程度の
小間数で出展したい

55.4％

□次回の出展について

未定
25.0％

小間を増やして
出展したい
17.4％

出展しない
1.1％

小間を減らして
出展したい
1.1％
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広報宣伝活動

【広告・広報】
種別 媒体名 掲載日 出稿サイズ 発行・出版元

新聞

日刊工業新聞

3/14、5/15、6/15、7/11 カラー全15段（1ページ）

日刊工業新聞社3/15 モノクロ　半7段
6/1、6/2、6/21、6/22 モノクロ　全5段
7/5、会場内配布 企画特集別刷り　12ページ

レーザ新報 5/22、6/19 モノクロ　半5段 新報
商経機械新聞 6/8、7/6 モノクロ　全5段 商工経済新聞社

日本物流新聞 6/12 モノクロ　半5段 日本物流新聞社7/10 カラー　半5段

金型しんぶん 6/2 モノクロ　全3段 金型新聞社7/10 カラー　全3段

ばね新聞 7/1 モノクロ　全6段 ばね新聞社7/12 モノクロ　全5段
日刊自動車新聞 7/3 モノクロ　全5段 日刊自動車新聞社
日経産業新聞 7/11 モノクロ　全5段 日本経済新聞社
ガスメディア 4/25 モノクロ　全5段 ガスメディア社

雑誌・機関誌

プレス技術
4月号増刊「1冊まるごとレーザ板金加工技術2017」 カラー　見開き2ページ

日刊工業新聞社7月号 モノクロ　1ページ
8月号 カラー　1ページ

型技術 7月号 カラー　1ページ
溶接技術 7月号 カラー　1ページ 産報出版
塑性と加工 5月号、6月号 カラー　1ページ 日本塑性加工学会
锻造与冲压<Fabricating> No.6（6月号） カラー　1ページ 中国鍛圧協会

【記事】
種別 媒体名 掲載日 記事内容・タイトル 発行・出版元

新聞

日刊工業新聞

2016年
7/4 開催・出展募集告知

日刊工業新聞社

2017年
6/13 「MF-Tokyo 2017」開催インタビュー①　日本鍛圧機械工業会

6/14 インタビュー②　コマツ産機
6/14 「MF-Tokyo 2017 まもなく開幕！」
6/15 インタビュー③　ヤマザキマザック
6/19 インタビュー④　オリイメック
6/20 インタビュー⑤　三菱電機
6/21 インタビュー⑥　村田機械
6/23 インタビュー⑦　サルバニーニジャパン
6/26 インタビュー⑧　トルンプ
6/27 インタビュー⑨　ファナック
6/28 インタビュー⑩　エイチアンドエフ
6/29 インタビュー⑪　阪村機械製作所　しのはらプレスサービス
6/30 インタビュー⑫　中島田鉄工所　アイダエンジニアリング　アミノ　板屋製作所
6/30 「MF-Tokyo 2017」主要製品・技術　サンアロイ工業　エイム　ニッセー　向洋技研　板屋製作所
7/3 インタビュー⑬　放電精密加工研究所　オーセンテック　エステーリンク　協和マシン
7/3 主要製品・技術　山田ドビー　コマツ産機　三桂機械　レーザックス　中島田鉄工所　シルバーロイ
7/4 インタビュー⑭　山田ドビー　旭サナック　コニック　パスカル
7/4 主要製品・技術　アマダ　ヤマザキマザック　澁谷工業　榎本機工　アミノ　
7/5 インタビュー⑮　旭精機工業　日本電産シンポ　澁谷工業　コーレンス
7/6 主要製品・技術　放電精密加工研究所　オリイメック　協和マシン　ユタニ　扶桑精機
7/7 インタビュー⑯　日本塑性加工学会　日本鍛造協会

7/10 主要製品・技術　三益　旭精機工業　しのはらプレスサービス　パスカル　京葉ベンド　ユタカ
7/11 インタビュー⑰　アマダホールディングス
7/11 主要製品・技術　三菱電機　旭サナック　栗本鐵工所　ロス・アジア　小森安全機研究所
7/12 「MF-Tokyo 2017」きょう開幕　265社・団体が1669小間出展

7/13
「MF-Tokyo 開幕」　新素材加工など先端技術に注目
会場レポート①　自動化・コスト削減 提案
会場レポート②　独自工法・IoT提案

7/14 会場レポート③　プレスメーカー、CFRP成形 進化
会場レポート④　海外勢、80社362小間

7/17 閉幕・御礼　

金型新聞

6/2 開催告知　塑性加工技術が一堂

金型新聞社7/10
特集①　塑性加工技術　一堂に
特集②　ハイテン、CFRPの加工技術　IoTや計測機器も
インタビュー　日本鍛圧機械工業会　宗田会長

レーザ新報

5/22 開催告知

新報6/19
特集①　「ファイバーレーザ加工機安全講習会」も毎日開催！
主催者代表挨拶　日本鍛圧機械工業会　宗田会長
特集②　見どころと製品紹介

8/7 会場レポート　MF-Tokyo2017 大成功！　出展者数／出展小間数／来場者数　いずれも前回実績を上回る！

ばね新聞 7/1 MF-Tokyo開幕へ　ばね関連から多数が出展 ばね新聞社7/12 号外　MF-Tokyo特集号　10ページ

商経機械新聞 7/13
「MF-Tokyo 2017」特集号　過去最大規模で12日から4日間開催

商工経済新聞社開催にあたって　日本鍛圧機械工業会　宗田会長
出展製品紹介

7/27 会場レポート　最新技術など発信 MF-Tokyo2017開催
日経産業新聞 7/11 MF-Tokyo 2017 プレス・板金・フォーミング展開催 日本経済新聞社

日本物流新聞

6/10 開幕情報①　過去最大の展示内容

日本物流新聞社

6/25 開幕情報②　セミナー充実、ファイバーレーザ安全講習も

7/10
MF-Tokyo 2017 開幕へ　出展265社 前回から規模拡大
鍛圧機械、技術が市場開く
インタビュー　日本鍛圧機械工業会　中右専務理事

7/25 会場レポート　MF-Tokyo振り返り㊤
8/10 会場レポート　MF-Tokyo振り返り㊦

ガスメディア 7/25 MF-Tokyo2017 盛大に開催 ガスメディア社

雑誌・機関誌 プレス技術
8月号 「MF-Tokyo 2017 プレス・板金・フォーミング展」 ガイド　52ページ

日刊工業新聞社
特別企画誌上展「MF-Tokyo 2017 プレス・板金・フォーミング展」 82ページ

9月号 詳報　MF-Tokyo2017に見る鍛圧機械・周辺技術の新潮流
10月号 「見てある記」

型技術 8月号 特別企画誌上展「MF-Tokyo 2017 プレス・板金・フォーミング展」 82ページ
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■来場者募集広告
（日刊工業新聞　全５段　2017.6.1付）

広告＆記事

■来場動員広告
（日刊工業新聞　全面　2017.5.15付）

■来場者募集広告
（日刊工業新聞　全５段　2017.6.2付）

■来場者募集広告
（日刊工業新聞　全５段　2017.6.21付）



17

■日刊工業新聞社　ホームページ
（「MF-Tokyo 2017」公式ホームページ）

公式Webサイト



18

特設Webサイト

■日刊工業新聞社　電子版 MF-Tokyo 2017特設サイト



19

■企画特集
（日刊工業新聞　別刷　2017.7.5付及び会場内配布）
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三

　益

　　

　

　創
業

年
目
の
な
イ
プ
製
造
設
備
メ

い



三
益
は
﹁
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ

　Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

　Ｍ
ｉ
ｌ
ｌ
﹂
を
が
ン
セ
プ
ト

に
Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応
型
の
造
管
伝
と
が

や
ド
ピ

や
ガ

圧
延
伝
を
も
イ
ン
ア

プ

イ
ン
じ


て

ト
か
ら
え
も
ウ
ド
サ

ビ
げ
を
介

し

遠
隔
地
に
あ
る
顧
客
の
設
備
操
業
状
況

を
要
望
に
応
じ
て
リ
ア
や
じ
イ
ム
で
ほ
つ
じ

リ
ン
グ
し
共
有
化
で
き
る

同
社
が
だ

じ

ベ

げ
化
し
て
い
る
造
管
・
圧
延
位
術
と


顧
客
の
操
業
だ

じ
を
共
有

管
理
す
る
こ

と
で
設
備
据
付
後
も
造
管
で
ウ
と
ウ
の
伝

承

部
品
交
換
時
期
の
通
知

迅
速
な
ト
も

は
や
対
応
な
ど
ア
の
じ

サ

ビ
げ
を
提
供

す
る


有力企業の製品・技術〈順不同〉




























 



























                               

千
昌
機
械

　
　
　

　千
昌
伝
械
は
じ
イ
に
も
製
造
・
販
売
拠
点
を
持
つ

台
湾
の
精
密
な
よ

プ
レ
げ
メ

い


日
系
企
業

へ
の
実
績
を
も
と
に
日
本
で
の
拡
販
を
計
画
し
今

回

加
圧
能
力
１
１
０
뗢
の
門
型
プ
レ
げ
伝
を
出
展

す
る


뗙
１
６
０
０
뗢
ま
で
幅
広
い
伝
種
も
そ
ろ

え
て
お
り

最
適
な
が
げ
ト
で
供
給
で
き
る


　日
本
国
内
で
の
展
開
に
あ
た
り

Ａ
Ｔ
Ｓ
︵
兵
庫

県
尼
崎
市
︶
と
提
携
し
販
売

メ
ン
た
ナ
ン
げ
を
兵

う

他
の
プ
レ
げ
メ

い

に
な
い
小
型
精
密
プ
レ

げ
伝
︵
８
뗢


뗢
︶
も
化
が
け

標
準
伝
を
要
望

に
合
わ
せ
て
い
げ
じ
マ
イ
こ

オ

す

メ

ド
製

作
に
対
応
で
き
る
の
も
強
み
で
あ
る





























 



























                               

森
　

鉄
　

工

　
　
　

　森
鉄
工
は
﹁
多
軸
油
圧
サ

ボ
シ
リ

こ
﹂
の
よ

ン
シ


ト
の


へ
ン
グ
プ
レ
げ
に
よ
る
板
鍛
造

の
加
工
サ
ン
プ
や
と

国
内
世
に
広
が
る
取
引
先
み


く

か
ら
提
供
を
受
け
た
の

イ
ン
は
も
ン
う
ン

グ
プ
レ
げ
で
の
最
新
の
加
工
サ
ン
プ
や
を
展
示
す

る

同
社
は
各
種
油
圧
プ
レ
げ
の
設
計

製
作
が
主

力

よ
ン
シ


ト
の


へ
ン
グ
プ
レ
げ
や
の


イ
ン
は
も
ン
う
ン
グ
プ
レ
げ
の
ほ
か

冷
間
閉
塞
鍛

造
プ
レ
げ

冷
間
揺
動
鍛
造
プ
レ
げ

金
属
切
粉
自

動
圧
縮
伝
な
ど
を
化
が
け

自
動
車
関
連
を
中
心
に

豊
富
な
実
績
を
持
つ

は

げ
で
は
成
形
中
の
動
画

や
い
じ
ロ
グ

位
術
資
料
な
ど
を
準
備
し
て
い
る





























 



























                               

日
本
電
産
シ
ン
ポ

　日
本
電
産
シ
ン
ポ
グ
や

プ
の
プ
レ
げ
伝
は
﹁
Ｋ

Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
﹂
﹁
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
﹂
﹁
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ａ
﹂
の
３
は
も
ン
ド
で
展
開

世
下
有
数
の
総
合
プ

レ
げ
伝
メ

い

と
し
て

加
圧
能
力

뗢
か
ら
４

５
０
０
뗢
ま
で

伝
械
式
や
サ

ボ
式
で
幅
広
い
製

品
も
イ
ン
ア

プ
を
持
つ


　展
示
会
に
は
新
製
品
の
小
型
高
速
サ

ボ
プ
レ
げ

を
出
展
す
る

子
雑
化
す
る
電
気
・
電
子
部
品
や
車

載
用
小
型
部
品
の
高
精
度
な
加
工
に
対
応
で
き
る
製

品
で

Ｉ
ｏ
Ｔ
伝
能
も
搭
載
し
て
伝
能
を
充
実
さ
せ

た

加
圧
能
力

뗢


뗢
の
プ
レ
げ
伝
を
実
演
展

示
す
る
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＊
＊
＊
＊
＊
＊

　最
新
技
術
動
向

　＊
＊
＊
＊
＊
＊














































 











































                     

日本大学
　
生産工学部

機械工学科
　
教授

　

高橋 進

ス
ラ
イ
ド
駆
動
性
能
の
進
歩

　

















































　

機
能
活
用
に
よ
る

　

　

成
形
性
の
向
上

　
　

サーボプレスの技術革新における
　適用範囲の拡大と産学連携の重要性



　サ

ボ
プ
レ
ス
が
開
発
さ
れ
て

年
近
く
に
な
り

そ
の
技
術
の
進
歩

に
伴

て
普
及
が
進
ん
で
い
る

プ
レ
ス
ス
も
イ
ド
の
動
き
を
大
意
に
制

御
可
能
な
サ

ボ
プ
レ
ス
は

生
産
性
の
向
上
の
み
な
ら
ず

プ
レ
ス
部

品
の
成
形
性
の
向
上
も
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
こ
で
は
サ

ボ
プ
レ
ス
の

最
近
の
進
歩

成
形
性
の
向
上
お
よ
び
Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
モ
で
の
イ
れ
タ

て


ト
︶
を
活
用
し
た
サ

ボ
プ
レ
ス
に
よ
る
プ
レ
ス
技
術
の
革
新
な
ど
に
つ

い
て
今
後
の
期
待
を
含
め
て
紹
介
す
る


図１
　
サーボプレスのスライドモーションの例

図２
　
角筒絞りにおける加工速度が成形性に及　す影響

　　


　　
│ │

　　 　　

　
月
　

　
日떵水

　
曜
　
日
　
２０１７年

　
（
　
平
　
成２９年

　
）
　
│
　　　　 　 　

（
　
第２部

　
）
　
│
　
第３種郵便物認可

　
││ │ │ │ │

　サ

ボ
プ
レ
ス
の
普
及

は
拡
大
し

多
く
の
企
業

で
の
導
入
・
検
討
が
進
ん

で
い
る

海
外
企
業
で
の

サ

ボ
プ
レ
ス
導
入
の
大

き
な
理
由
と
し
て
は

１

サ
イ
え
や
の
成
形
周
期
の

中
で

長
い
時
間
を
占
め

る
非
成
形
時
の
ス
も
イ
ド

の
高
速
化
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
で
あ
る

非
成
形

時
の
ス
も
イ
ド
の
高
速
化

の
た
め
に
は

プ
レ
ス
駆

動
用
モ

タ

の
制
御
ソ

の
ト
の
指
令
に
対
し
て


で
き
る
だ
け
時
間
遅
れ
が

少
な
く
ス
も
イ
ド
が
動
く

必
要
が
あ
る


　そ
こ
で
多
く
の
サ

ボ

プ
レ
ス
で
は

モ

タ


の
駆
動
力
が
直
接
伝
わ
る

す
イ
レ
え
ト
ド
も
イ
は
方

式
が
適
用
さ
れ
て
い
る

が

さ
ら
な
る
高
速
化
を

推
進
す
る
た
め
に

モ


タ

お
よ
び
ス
も
イ
ド
な

ど
の
可
動
部
品
の
軽
量
化

・
及
型
化
に
よ
る
運
動
時

の
慣
性
力
の
減
少
に
取
り

組
ん
で
い
る


　可
動
部
品
の
軽
量
化
に

よ
る
ス
も
イ
ド
の
高
速
化

は

加
工
域
で
の
加
工
速

度
が
同
一
で
あ

て
も


非
加
工
域
で
の
高
速
化
の

効
果
に
よ
り
生
産
性
は
向

上
す
る

ま
た
軽
量
化
に

よ
り
駆
動
エ
て
や
ギ

が

削
減
で
き

省
エ
て
へ
の

貢
献
も
期
待
で
き
る


　日
少
企
業
に
お
け
る
サ


ボ
プ
レ
ス
導
入
の
理
由

は

前
述
し
た
生
産
性
の

向
上
へ
の
期
待
も
さ
る
こ

と
な
が
ら

図
１
に
示
す

よ
う
な
多
く
の
ス
も
イ
ド

モ

シ

れ
の
ど
リ
エ


シ

れ
に
よ
る
成
形
性
の

向
上
お
よ
び
金
型
寿
命
の

向
上
へ
の
期
待
で
あ
る


　ソ
の
ト
お
よ
び
制
御
系

の
進
歩
に
よ
り

さ
ら
に

ス
も
イ
ド
モ

シ

れ
の

設
定
自
由
度
は
多
く
な

る

ま
た
適
切
な
ス
も
イ

ド
モ

シ

れ
の
選
択
に

よ

て
成
形
性
の
向
上
は

確
認
で
き
て
い
る
も
の

の

多
く
の
部
品
の
成
形

に
お
け
る
成
形
性
の
向
上

に
令
し
て
は

試
行
錯
誤

が
必
要
と
な

て
い
る


　ア
や
へ
つ
ウ
べ
合
金
板

は
自
動
車
の
軽
量
化
に
よ

る
燃
費
向
上
を
目
的
と
し

て
適
用
が
増
加
し
て
い

る

成
形
性
の
向
上
は
適

用
部
品
の
増
加
に
つ
な
が

る
の
で
重
要
だ

図
２
は

６
０
０
０
系
ア
や
へ
つ
ウ

べ
合
金
板
の
角
頭
絞
り
に

お
け
る
サ

ボ
プ
レ
ス
を

使
用
し
た
成
形
性
の
向
上

例
で
あ
る

成
形
中
の
ス

も
イ
ド
の
速
度
変
化
が
成

形
性
に
お
よ
　
す
影
響
を

示
し
て
い
る


　ス
も
イ
ド
が
遅
い
平
均

速
度
︵
毎
秒

뗝
뗠
︶
の

場
合
は
割
れ
が
発
生
し
た

が

速
い
平
均
速
度
︵
毎

秒
１
０
３
뗝
뗠
︶
の
方
は

割
れ
ず
に
成
形
可
能
で
あ


た

ま
た
図
２
の
成
形

に
お
い
て
は

は
も
れ
え

ホ

や
ド
力
を
一
定
で
の

成
形
結
果
で
あ
る
が

可

変
に
す
る
こ
と
で
さ
ら
な

る
成
形
性
向
上
の
可
能
性

が
あ
る


　成
形
終
期
の
は
も
れ
え

ホ

や
ド
力
を
成
形
初
期

と
比
べ
て
低
く
し

材
料

の
金
型
内
へ
の
流
入
を
し

や
す
く
し
て
な
れ
ず
頭
部

近
傍
の
材
料
内
の
応
力
増

加
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ

り

成
形
性
が
向
上
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る

は

も
れ
え
ホ

や
ド
力
の
発

生
伝
構
と
し
て
は
油
圧
シ

リ
れ
す

ま
た
は
ガ
ス
え


シ

れ
な
ど
が
一
般
的

に
使
用
さ
れ
る
が

急
速

な
荷
重
変
化
の
制
御
に
は

限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ

る

こ
の
た
め
生
産
性
お

よ
び
成
形
性
の
向
上
の
た

め
の
は
も
れ
え
ホ

や
ド

力
の
新
た
な
制
御
方
法
の

開
発
を
望
み
た
い


︵
次
ペ

け
へ
続
く
︶

















































































































































































































































 
















































































































































































































































                                                                                                                                                                                  





産業ニーズに応え進化

日
本
ね
じ
工
業
協
会
会
長

椿
　省
一
郎
氏

　Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
を
主
催
さ
れ
る
日

少
図
圧
機
械
工
業
会
会
員
の
皆
さ
ま
の
製

品
は

﹁
ね
じ
﹂
を
生
産
す
る
た
め
に

は

な
く
て
は
な
ら
な
い
機
械
で
す

私

た
ち
は
共
に
化
を
携
え
て
新
技
術
を
開
発

し

日
々
進
化
す
る
図
圧
機
械
を
も


て

お
客
さ
ま
に

よ
り
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
世
下
ち

ば
レ
ベ
や
の
ね
じ
作
り

に
挑
戦
し
て
い
ま
す


　は

げ
で
は
﹁
こ
の
世
は
덀
ね
じ
덁
で

で
き
て
い
る
﹂
と
い
う
げ
ゆ

ガ
れ
の

下

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
つ


こ
に
応
え
て
い
る
ね
じ
を
知

て
い
た
だ

く
観
点
か
ら
﹁
解
決
す
る
ね
じ
﹂
を
サ
は

た

マ
と
し
て

身
近
な
ね
じ
か
ら
画
期

的
な
技
術
を
支
え
る
ね
じ
ま
で

わ
か
り

や
す
く
展
示
し
ま
す


　こ
の
機
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ

ね
じ
の
展
示
は

げ
へ
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す


技術革新で競争力強化

日
本
ば
ね
工
業
会
会
長

　

玉
村

　和
己
氏

　日
少
ば
ね
工
業
会
は
２
０
１
８
年
３
月


日
に
創
立

周
年
を
迎
え
ま
す

ば
ね

産
業
は
金
属
加
工
を
主
要
技
術
と
し
て
発

展

員
長
し
て
き
ま
し
た


　ば
ね
は
自
動
車

電
機
電
子

機
械
の

３
大
分
野
で
基
幹
部
品
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
す

中
で
も
自
動
車
産
業
が
最
大

の
顧
客
で
あ
り

海
世
の
自
動
車
生
産
の

増
加
と
と
も
に

ば
ね
の
生
産
も
中
国
と

ア
け
ア
の
新
興
国
を
中
心
に
伸
び
て
い
る

状
況
で
す


　Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
は
金
属
加
工
を
け

ん
引
す
る
図
圧
機
械
を
核
と
し
た
業
下
最

大
の
展
示
会
で
す

ば
ね
産
業
に
お
い
て

は
モ
で
づ
く
り
を
担
う
製
造
設
備
の
技
術

革
新

最
先
端
技
術
に
注
目
し
て

事
業

競
争
力
の
強
化
を
図

て
い
ま
す

特
別

協
賛
で
き
る
こ
と
に
周
く
感
謝
す
る
と
と

も
に

関
係
す
る
業
下
の
発
展
の
一
助
と

な
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す


高品質な製品
　
提供へ

日
本
金
属
ば
レ
ス
工
業
協
会
会
長


木
　龍
一
氏

　金
属
ば
レ
げ
業
下
に
お
い
て
は

み


く

企
業
に
お
け
る
生
産
拠
点
の
国
世
へ

の
シ
の
ち

海
世
調
達
の
一
層
の
進
展


お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
国
際
的
な
が
げ
ち
競

争
の
激
化
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す

金
属

ば
レ
げ
企
業
は
競
争
力
強
化
に
向
け

難

加
工
材
へ
の
対
応

微
出
加
工
な
ど
の
技

術
開
発
や
生
産
の
効
率
化
な
ど
を
積
極
的

に
推
進
し

高
品
質
な
ば
レ
げ
製
品
を
提

供
す
る
た
め
の
努
力
を
続
け
て
お
り
ま

す
　Ｍ

Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
７
の
開
催

は

金
属
ば
レ
げ
加
工
に
不
可
欠
な
新
鋭

機
械
設
備

関
連
技
術
の
情
報
収
集
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
で
あ

り

国
際
競
争
力
の
強
化
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す

少
展
示
会
に

関
係
す
る
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

お
伴
り
申
し
上
げ
ま
す


最新の開発成果
　
展示

日
本
鍛
造
協
会
会
長

　
　

八
木

　議
廣
氏

　図
造
業
は
み

く

業
下
の
設
計
の
進

化
や
海
世
生
産
の
進
展

ア
け
ア
諸
国
と

の
競
合
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
品
質
や
が
げ

ち
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ

う
し
た
中
で
高
精
度
・
高
品
質
の
改
善
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と

さ
ら
な
る
が
げ
ち
低

減
や
新
た
な
技
術
開
発
に
向
け
て
催
命
な

努
力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
　今

回
の
Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
で
紹
介
さ

れ
る
よ
う
な
最
新
の
図
圧
機
械
や
加
工
機

械
な
ど
の
利
用
に
よ
り
ま
し
て
뗆高
精
度
떶

高
品
質
な
図
造
品
造
り
が
可
能
と
な
り
ま

す

図
造
業
は
こ
れ
ら
の
図
圧
機
械
な
ど

に
よ
る
最
新
の
開
発
員
果
を
展
示
い
た
し

ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す

当
日
は
皆
さ
ま
方
と
の
交
流
の
絶
好

の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で

た
く
さ
ん

の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
存

じ
ま
す


総合的な力で発展を

日
本
塑
性
加
工
学
会
会
長

吉
田

一
也
氏

　日
少
塑
性
加
工
学
会
は

塑
性
学
・
塑

性
加
工
技
術
に
関
す
る
世
下
で
唯
一
の
学

術
学
会
で
す

そ
し
て
日
少
塑
性
加
工
学

会
は
Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
７
の
特

別
協
賛
団
体
と
し
て

た
え
つ
い
や
ご
へ

ナ


シ
れ
ポ
け
ウ
ム
お
よ
び
大
学
に
お

け
る
塑
性
加
工
研
究
の
員
果
発
表
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す


　塑
性
加
工
の
発
展
に
は
学
術

加
工
機

械

金
型
な
ど
の
総
合
的
な
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん


Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
７
は
日
少
か

ら
世
下
へ
発
信
す
る
塑
性
加
工
専
門
の
総

合
展
示
会
で
あ
り

日
少
塑
性
加
工
学
会

と
し
て
も
非
常
に
期
待
し
て
お
り
ま
す


こ
の
展
示
会
を
通
し
て

日
少
の
塑
性
加

工
の
技
術
・
産
業
が
世
下
か
ら
高
評
価
を

受
け

さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
を

確
信
し
て
お
り
ま
す


牧
野

　俊
清
氏

日
本
金
型
工
業
会
会
長

　

活発な設備投資に期待

　Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
７
が

こ

の
度

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
日
少

金
型
工
業
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す


　私
ど
も
金
型
産
業
も
自
動
車
・
電
子
部

品
関
連
の
ば
レ
げ
用
金
型
の
需
要
が
堅
調

で
あ
る
こ
と
と

さ
ら
に
品
質
重
視
・
ち


じ
や
が
げ
ち
重
視
に
よ
る
金
型
発
注
の

日
少
回
帰
な
ど
の
動
き
か
ら

金
型
生
産

高
も
リ

マ
れ
シ


え
前
の
９
割
近
く

に
戻
り

多
少
上
向
き
の
気
分
を
感
じ
ま

す
　少

展
示
会
は
金
型
需
要
と
密
接
に
関
係

す
る
展
示
会
で
す
の
で

活
発
な
設
備
投

資
に
結
び
つ
く
事
を
期
待
い
た
し
ま
す
と

と
も
に

開
催
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
発

展
を
お
伴
り
申
し
上
げ
ま
す


新たな潮流
　
創出に期待

日
本
工
作
機
械
工
業
会
会
長

飯
村

幸
生
氏

　切
削
加
工
と
塑
性
加
工
は
全
て
の
モ
で

づ
く
り
を
支
え
る
基
少
的
技
術
と
し
て


互
い
に
切
磋
琢
磨
し
つ
つ

世
下
の
モ
で

づ
く
り
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た


　近
年
の
技
術
革
新
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す

ゆ
ボ

ち
に
よ
る
自
動
化

や
Ａ
Ｉ
︵
人
工
知
能
︶
を
活
用
し
た
予
防

保
全
な
ど

生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
新

た
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す

切
削

と
積
層
造
形
技
術
を
子
合
し
た
新
し
い
工

作
機
械
も
登
場
し
て
い
ま
す

さ
ら
に
全

て
の
も
の
を
イ
れ
じ

て

ち
で
結
ん
で

生
産
を
効
率
化
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
世
下
的
な

注
目
を
集
め
て
い
ま
す

切
削
加
工
と
塑

性
加
工
も
新
技
術
に
よ

て
つ
な
が
り


付
加
価
値
創
出
の
た
め
に
新
た
な
展
開
を

迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

う

少
展

示
会
で
多
く
の
新
製
品
・
新
技
術
が
提
案

さ
れ

新
た
な
モ
で
づ
く
り
の
潮
流
が
生

み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す


ＭＭＭＭＭＦＦＦＦＦ―――――ＴＴＴＴＴｏｏｏｏｏｋｋｋｋｋｙｙｙｙｙｏｏｏｏｏ２２２２２０００００１１１１１７７７７７
　　　

プレス・板金・フォーミング展

特別協賛団体
からの

メッセージ

私たちも参加します。
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新
材
料
新
工
法
新
技
術
に
注
目

日
本
鍛
圧
機
械
工
業
会
会
長

宗
田

　世
一
氏





































見どころはＩｏＴ
　﹁
Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
﹂
は
回

を
重
ね
る
ご
と
に
着
実
に
出
展
社

を
増
や
し

５
回
目
と
な
る
今
回

も
過
去
最
大
規
模
で
開
か
れ
る


最
新
の
サ

ふ
ば
レ
ス
機
や
レ


く

加
工
機
な
ど
実
機
が
披
露
さ

れ
る
ほ
か

シ
れ
ポ
け
ウ
ム
な
ど

の
併
催
事
業
も
多
数
開
か
れ
る


主
催
す
る
日
少
鍛
圧
機
械
工
業
会

の
宗
田
世
一
会
長
に
見
ど
こ
ろ
を

語

て
も
ら

た


◆

　◆

　◆

　７
月

日
か
ら
の
﹁
Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ

ｏ
ｋ
ｙ
ｏ

　２
０
１
７
﹂
は

過

去
最
大
規
模
で
の
開
催
に
な
る


出
展
者
数
は
前
回
比
で
約

社

増

小
間
数
は
３
６
５
小
間
増
と

な

た

ス
ペ

ス
が
足
り
ず


会
場
の
東
京
ビ

グ
サ
イ
ち
の
使

用
ホ

や
数
を

３
ホ

や
か
ら

４
ホ

や
に
増
や
し
て
対
応
す

る

鍛
圧
機
械
と
一
緒
に
使
う
計

測
装
置
な
ど

周
辺
機
器
の
出
展

が
目
立

て
増
え
た


　見
ど
こ
ろ
は

ば
レ
ス
機
械
で

あ
れ
ば
サ

ふ
ば
レ
ス

板
金
機

械
は
の

イ
ど

レ

く

加
工

機

全
体
と
し
て
は

Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
ほ
で
の
イ

れ
タ

て

ち
︶
だ

ろ
う

Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応

は
板
金
機
械
が
先
行

し

小
型
ば
レ
ス
は
そ
こ
そ
こ


大
型
ば
レ
ス
は
こ
れ
か
ら
だ

大

型
ば
レ
ス
に
し
て
も

世
の
中
の

流
れ
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
の
で

各
社
が

対
応
さ
せ
る
だ
ろ
う


　会
期
中

炭
素
繊
維
に
関
連
し

た
具
演
会
や
シ
れ
ポ
け
ウ
ム
を
開

く

炭
素
繊
維
の
へ
の
関
心
は
高

い
が

ま
だ
成
形
技
術
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ

自
動

車
部
品
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る

の
も

今
の
と
こ
ろ
ど

え
ド
ア

な
ど
の
ふ
た
物
く
ら
い
だ


　ホ

ち
ス
タ
れ
ば
も
注
目
さ
れ

て
い
る

ホ

ち
ス
タ
れ
ば
が
採

用
さ
れ
て
い
る
骨
格
部
品
は
共
通

化
が
進
み

自
動
車
部
品
大
化
に

仕
事
が
集
中
し
て
い
る

そ
う
し

た
大
化
が
ホ

ち
ス
タ
れ
ば
に
積

極
投
資
し
て
い
る

一
方

高
張

力
鋼
板
︵
と
イ
た
れ
材
︶
を
冷
間

で
成
形
し
た
い
と
い
う
要
望
は
多

い
　板

金
機
械
は
レ

く

加
工

機

レ

く

と
な
れ
ず
ば
レ
ス

の
複
合
機
が
増
え
て
い
る

レ


く

は
の

イ
ど

方
式
が
席
巻

し
て
い
る
状
況
だ

今
回

﹁
東

７
ホ

や
﹂
に
板
金
機
械
を
多
く

集
め
た

前
後
工
程
を
含
め
た
提

案
が
増
え
て
い
る
は
ず
だ


　今

ほ
で
づ
く
り
メ

い

は

人
材
採
用
に
苦
労
し
て
い
る

こ

れ
ま
で
学
生
の
来
場
数
は
約
２
０

０
人
と
少
な
い

や

ち
マ

ば

を
つ
く
り

学
生
が
決
ま

た
は


ス
を
巡
る
と
ば
レ
さ
れ
ち
な
ど

が
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

開
催

前
に
大
学
の
研
究
室
な
ど
に
マ


ば
を
１
０
０
０
枚
配
布
し
た

会

場
で
若
い
人
に
新
し
い
技
術

機

械
を
知

て
も
ら
い
た
い

ま

ず

興
味
を
持

て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
だ


︵
談
︶

そ
の
先
の
未
来
へ
つ
な
ぐ


　

も
の
づ
く
り

過
去
最
大
規
模
に

７月―日
　
東京ビッグサイト

　
東ⓒ―７ホール
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　넟３
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　日
少
鍛
圧
機
械
工
業
会

と
日
刊
工
業
新
聞
社
が
主

催
す
る
鍛
圧
塑
性
加
工
技

術
の
総
合
展
示
会
﹁
Ｍ
Ｆ

뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
７

　第
５
回
ば
レ
ス
・
板
金

・
の


へ
れ
グ
展
﹂
が

７
月

日
か
ら

日
ま
で

の
４
日
間

東
京
・
有
明

の
東
京
ビ

グ
サ
イ
ち
で

開
か
れ
る

２
０
０
９
年

の
初
開
催
か
ら
２
年
に
１

度
開
か
れ
る
展
示
会
と
し

て
定
着
し

回
を
重
ね
る

ご
と
に
出
展
社
を
増
や
し

て
き
た

５
回
目
と
な
る

今
回
は
出
展
ス
ペ

ス
を

拡
大
し
て
東
４
뗙
７
ホ


や
を
使
用

前
回
比

社

・
団
体

３
６
５
小
間
増

の
２
６
５
社
・
団
体

１

６
６
９
小
間
の
過
去
最
大

規
模
で
開
催
さ
れ
る


　鍛
圧
機
械
は
鋼
材
や
鋼

板
な
ど
を
加
工
す
る
機
械

の
う
ち

工
具
で
切
削
を

行
う
工
作
機
械
以
世
の
金

属
加
工
機
械
・
金
属
成
形

機
械

Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ

ｏ
に
は
ば
レ
ス
機
械

レ


く

加
工
機

ば
も
こ

マ
加
工
機
を
含
む
板
金
機

械

の


へ
れ
グ
機
械

な
ど
に
加
え

周
辺
産
業

の
出
展
も
充
実
し

有
力

メ

い

が
一
堂
に
集
結

す
る


　各
社
の
出
展
に
加
え


炭
素
繊
維
強
化
ば
も
ス
ず


え
︵
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
︶
の
加

工
に
焦
点
を
当
て
た
具
演

や
シ
れ
ポ
け
ウ
ム

出
展

社
や
日
少
塑
性
加
工
学
会

に
よ
る
た
え
つ
い
や
ご
へ

ナ

な
ど

併
催
行
事
も

充
実
し
た
構
成
に
な

て

い
る


　ま
た
今
回
は
産
学
連
携

企
画
と
し
て

将
来
の
ほ

で
づ
く
り
を
支
え
る
学
生

向
け
に

見
ど
こ
ろ
な
ど

を
紹
介
し
た
展
示
会
や


ち
マ

ば
を
作
製
す
る

︵

面
参
照
︶

最
先
端

の
鍛
圧
機
械
と
加
工
技
術

に
触
れ
る
良
い
機
会
と
な

る
だ
ろ
う
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日本鍛圧機械工業会　専務理事　中右豊氏

―出展者数が過去最高で、コマ数も大幅に増
えたようですね。

中右　今回は出展者数265社、1,669小間と前年に
比べ出展者数で19％、小間数で28％の増加になり
ました。これは2009年の第１回と比較すると２倍
以上の規模です。もともとニッチな分野の展示会と
してスタートしましたが、回を増すごとに展示会の
充実ぶりが評価され認知度が高まってきた結果だと
思います。会場も東４、５、６ホールに加えて、東
７ホールにも広げました。プレス機械、板金機械、
フォーミングマシン、ねじ・ばね機械などのエリア
分けも行い、来場者の目的に沿って見やすい配置に
なっています。
　今回の来場者の目標数は32,000人（前回30,461
人）です。個人的にはもう少し高いレベルを期待し
ていますが、MF-Tokyoは毎回、公表される入場者数
よりも会場がにぎわっている印象を受けるところに
特徴があります。これは出展者、来場者のみなさま
からも指摘される点で、1人当たりの滞留時間が長
いせいだと思われます。専門展ならではの質の高さ
を感じていただきたいです。

海外出展者の小間数が40％以上増加

―海外からの出展はいかがでしょうか。
中右　海外から出展者のコマ数が伸びたことがト
ピックとして挙げられます。前回は17カ国72社で
257小間だったものが17カ国80社で362小間と小
間数で41％も拡大しています。１社あたりの出展者
がブースを広げてより積極的にアピールしようとい
う意欲の表れだと思います。海外企業の小間数は全
体の20％以上を占めることになり、海外からの来場
者数が伸びることも期待しています。

学生向けに会場ルートマップを作成

―今回開催するにあたって新たに工夫した点
を聞かせて下さい。

中右　１つには会期中に出展ブースの実演情報をリ
アルタイムで発信する初めてのサービスを実施し
ます。MF-Tokyo2017のホームページに実演情報の
ページを開設し、そこにパソコンやスマホ等でアク
セスしていただくと、その日の何時からどのブース

　鍛圧機械やレーザ加工機など塑性加工技術の専門展示
会「MF-Tokyo2017 第５回プレス・板金・フォーミン
グ展」が７月12日㈬～15日㈯までの４日間、東京ビッグ
サイト（東京都江東区）で開かれる。「その先の未来へつ
なぐ、ものづくり」をサブテーマに鍛圧機械・自動化装
置・関連機器・加工技術・サービス技術など塑性加工の
先端技術を一堂に集め、IoTの活用なども含めた次世代モ
ノづくりを見据えた製品、技術が披露される。過去最大
規模となるMF-Tokyo2017の狙いと出展者、各種セミ
ナーの見どころについて主催者である日本鍛圧機械工業
会の中右豊専務理事に聞いた。

一般社団法人日本鍛圧機械工業会　専務理事　中右豊氏に聞く
会期：７月12日㈬～15日㈯　会場：東京ビッグサイト

過去最大規模で開催。海外からの来場者増へも期待

3

で実演が行われることを知ることができます。せっ
かく来場していただいても実演のタイミングが合わ
ず見逃してしまうケースは少なくありません。来場
したお客様が効率よく見て回れるために利便性を高
めるのが狙いです。
　また、今回は学生の来場者を増やすことにも力を
入れています。近年の理工系離れ、特に塑性加工系
の学科が縮小する中、高専、大学といった若い人た
ちにプレス加工や板金加工とはどういう機械で行
われるものかを知ってもらうことが大切です。この
ため今回は学生向けに会場のルートマップを作成し
ました。プレス機械、鍛造機械、フォーミング機械、
板金機械などさまざまなジャンルの企業ブースを集
め、展示内容の特徴も合わせて記載しています。お
宝マークが付いたブースではプレゼント品がもらえ
るといった楽しみも入れてみました。すでに日本塑
性加工学会の協力を得て工業高校、高専、大学へ招
待券を配布しており、若い世代に機械や技術、加工
品に触れる機会を提供できればと考えています。

CFRPに注目

―シンポジウム・セミナーも増えています。
見どころや新たな取組みは

中右　初日の開幕記念講演はマツダ㈱の菖蒲田清孝
取締役専務執行役員を講師に「マツダのブランド戦
略とモノ造り革新について」を行います。また特別
講演・シンポジウムは軽量化素材として注目を集め
ているCFRPを取り上げ、レーザ加工、プレス加工、
開発事例、接合加工の各分野に分けて開催いたしま
す。これまで機械を中心にプログラムを組んでき
ましたが、１つの素材に絞って連日多方面からアプ
ローチするのは初めての試みです。
　セミナーは学会テクニカルセミナーと出展者テ
クニカルセミナーがあります。新たな取組みとして
は従来２会場（Ａ、Ｂ）で行っていた出展者テクニ
カルセミナーにもう１つＣ会場を設けました。Ｃ会
場では少し重く、深堀したいテーマや通訳が必要な
海外講師のための長尺セミナーの開催が目的です。
Ａ、Ｂ会場での持ち時間は従来通り40分ですが、Ｃ

会場では１時間～１時間半と時間を多めにとってい
ます。これによって出展者テクニカルセミナーは前
回の52から83テーマへと増え、一層の充実を図っ
ています。

ファイバーレーザ安全講習会を無料で実施

―日本鍛圧機械工業会としての情報発信は
中右　ファイバーレーザ加工機安全講習会を無料で
毎日実施します。会期中出展者テクニカルセミナー
Ｃ会場で午後１時～２時まで工業会会員のメーカー
担当者が講師となって行います。毎回100人程度を
見込んでいます。これは東京、名古屋、大阪で開催
（有料）して好評を博したセミナーです。この機会に
多くの方々に参加してもらい、ぜひ活用していただ
きたい企画です。
　また、MF技術大賞、MFエコマシン認証制度、ISO
の国際動向に関するパネル展示を行います。MF技
術大賞は年々レベルがあがり、注目が高まっていま
す。パネルを見て興味を持たれた技術については対
象企業のブースに行って質問されると良いと思いま
す。今回はISOの国際会議の動向もパネル展示しま
す。日本発の技術であるサーボプレスやMFエコマ
シン認証制度によって培ってきた環境性能について
日本が重要な役割を果たしています。そのあたりも
見ていただき日本の鍛圧機械の技術力を確認しても
らいたいですね。

MF-Tokyo2015開催風景

1

2 日本鍛圧機械工業会 中右豊専務理事インタビュー
4 会場マップ
8 講演・シンポジウム　出展者テクニカルセミナー

10 ㈱相澤鐵工所 サーボモーターを搭載したシャー、プレスブレーキ。キーワードは小物対応
12 ㈱アマダ／㈱アマダマシンツール お客さまのモノづくりを支えるアマダのIoT「V-factory」
14 ㈱エイチアンドエフ 総合プレス機械メーカー エイチアンドエフ
16 オリイメック㈱ 世界の生産現場を支えるものづくり：オリイメックの最新テクノロジー
18 型研精工㈱ 「もっと簡単にトランスファー加工を！」
20 ㈱キャドマック ３次元CADデータからのあるゆる板金工程へのアプローチ
22 協易機械工業

SHIEH YIH MACHINERY INDUSTRY
次世代の新素材に対し、成形性と生産性が向上、金型寿命及び、高速生産能
力が大幅にアップされた、メカ式サーボプレスを提供

24 ㈱三共製作所 モータコアスタンピングの高効率生産を実現する
プレス用高性能サーボフィーダVariax OPUSシリーズ

26 ㈱コニック タレットパンチプレス用金型／プレスブレーキ用金型
27 昭和精機㈱ 稼働率分析システム《PDM》
28 トルンプ㈱ 8kW高出力レーザによる窒素切断で圧倒的なコストカットを実現
30 ㈱ナノソフト 『3D POWERFUL Design ＆ Simulation!!』－すべての金型設計者へ３Dのパワーを！－
32 日本電産シンポ㈱ プレスラインナップ大幅拡大 日本電産シンポが可能にしたターンキーソリューション
34 ㈱バイカルジャパン 世界最大級のプレスブレーキ
36 バイストロニックジャパン㈱ 高品質要求に対応する曲げ加工テクノロジー
38 マコー㈱ ウェットブラストの革新ライン「WLS」に新たなラインナップが登場！
42 マーポス㈱ プレス機械上での全工程監視システムとその機能
44 丸紅情報システムズ㈱ プレス成形プロセスGOMの品質管理ソリューション
46 三菱電機㈱ 融合・進化・挑戦　－人と協調するものづくり－
48 ロス・アジア㈱ 最も安全なダブルバルブを提供致します。
50 伊達機械㈱ レベラーフィーダーの最上位に位置するスーパーマシン NCLH10/12シリーズ登場
52 ㈱シルバーロイ 高生産性、高稼働率に向けた新世代の超硬合金をご提案します
54 榎本機工㈱ CFRTP高速成形用スクリュープレスやヘリカルギアー成形用押出プレスを実演
56 川崎油工㈱ 油圧プレス・周辺装置
58 ㈱サンエイテック 高精密でムラのない均一な加工油塗布で生産コストの削減を実現
60 ㈱塩入製作所／㈱ソルテック 各種精密金型彫刻・精密電極
62 ㈱放電精密加工研究所 ４軸直動式サーボプレスによるマルチマテリアル・IoTへのアプローチ
64 ㈱ユタニ プレス加工の省力化、自動化
66 ㈱オプトン プレスラインの全数自動検査 傷検査の自動化に
68 ㈱栗本鐵工所 モノづくりで未来を創る、クリモト
70 ゲルブ・ジャパン㈱ 鍛圧機械の振動、地震対策
72 ㈱コスメック 油圧レスのプレス金型用自動クランプで金型交換時の時間短縮、安全性向上などに寄与
74 サンアロイ工業㈱ 温熱間用超硬合金
76 トルーソルテック㈱ 連続端子 キャリア溶接機／成形金型用アイマーク画像検査装置
78 ㈱阪村機械製作所 サーボモーターを搭載 IF-230-7+Servo型機
80 東亜精機工業㈱ ５軸加工用治具
82 大峰工業㈱ プレスライン用コンベヤ

Contents
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スマホ用サービス統合
　

　
ＮＴＴドがほは、年度に

も「しゃべってがれぐェや」と
「ｉがれぐェや」を統合。

                                  



マレーシアに新工場
　

　
日少もイのもイれは、マレー

ぐアにどやーれいたーたやなど
の新工場を稼働する。

     



Ｆ
Ｃ
の


え

リ
の
ト
拡
充

　

뗊豊
田
自
動
織
機
뗋

                            











































                        



                        

ＦＭ ｏｙｋｏＴ―

ＩｏＴ・独自工法を提案

　
ばレげ機械や板金機械など、

図圧機械の堅調な受注が続く。
「ＭＦ―Ｔｏｋｙｏ」には
有力メーいーが集結。独自の工
法域案やＩｏＴ（ほでのイれじ
ーてッち）の活用など最新位術
を披露している。

（旭精機工業のどて機械）

ＤＩの時害災大 ていつに行発

　
大規模自然災害で印制所からの新聞輸送に支

障が生じた際は、月ぎめご購読者に限り電子版
が一時的にご覧になれ。す。ウェはぎイち놰놼놼
놸놌//놿놿놿놊놶놱놳놳놩놶놊놫놷놊놲놸からお入り下さい。



                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   


　
自動運転用操舵シスたム

けェイたえちが開発


　
ガス置換包装関連製品を拡販

東京食品機械、がれビつ向け


　
金属製錬にＡＩ

住友鉱山、深層学習を試験導入


　
工場ユつホームレンタル拡充

三井物産、回収・配送拠点新設


　
댼革新的な博士댽育員

「卓越大学院」


　
Ｊ―Ｗｉｎ、関西支部設立

女性の活躍ぎぶーち

　

　 　 　
インタビュー

　


　
関西経済連合会会長・松少正体氏


　
うみーピー・渡邊龍太氏

（務行役員生産少部長）


　
全国地方銀行協会

会長・佐久間英利氏


　
裸眼で高精細立体映像

（けャなンディスプレイなど）




























































































































































































外
国
人
と
働
く
下

知
見
融
合
し
て
世
界
に
挑
む

２

サえラグローどルホールディング傘下で、米国で
病理検査機器などを手がける現地子会社のサえラ
のァインたッえＵＳＡ（いゃのォやつア州）

　日
少
人
の
知
見
を
集
め

て
い
る
だ
け
で
は

世
下

市
場
で
勝
ち
抜
く
の
は
難

し
い

日
少
企
業
は
世
国

人
と
日
少
人
の
知
見
を
融

合
し
뗆
事
業
拡
大
を
狙
▼
뗇

国
籍
問
わ
ず

　﹁
が
ん
領
域
の
経
験
が

▲
り
米
国
で
も
通
用
す
る

活
躍
を
し
た
人
は

残
念

な
が
ら
社
内
に
い
な
か


た
﹂

第
一
三
共
の
中
山

譲
治
会
長
兼
最
高
経
営
責

大
者
︵
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
は

が

ん
領
域
の
研
究
開
発
ち


ば
を
務
め
る
ア
れ
ち
よ
れ

・
イ
ろ

や
氏
を
英
ア
げ

ち
も
さ
て
い
か
ら
招
い
た

背
景
を
こ
▼
説
山
す
る


　第
一
三
共
は
循
環
器
領

域
事
業
が
主
力
だ
が

高

血
圧
薬
の
特
許
切
れ
な
ど

に
伴
い

が
ん
領
域
の
育

員
を
急
ぐ

世
下
最
大
の

医
薬
品
市
場
は
米
国
で
▲

り
創
薬
研
究
に
関
す
る
先

端
的
な
知
見
も
集
中
し
て

い
る

世
国
人
登
用
に
は

理
が
▲
る
と
言
え
る


　た
だ

単
に
世
国
人
を

抜
て
き
す
る
だ
け
で
は
効

果
は
不
十
分
だ

﹁
日
少

に
は
こ
だ
わ
り
を
持

た

研
究
者
が
い
て
良
い
も
の

を
作
る
が

発
想
は
米
国

の
方
が
大
困
だ
﹂
︵
中
山

会
長
︶
と
日
少
の
ほ
で
づ

く
り
の
力
を
融
合
す
れ
ば

世
下
と
戦
え
る
と
み
る


﹁
뗊
社
員
は
뗋
力
の
▲
る
世

国
人
と
仕
事
が
で
き
て
喜

ん
で
い
る
﹂
︵
同
︶

ビ

け

れ
を
実
現
で
き
る
ゃ


す

で
▲
れ
ば

国
籍

を
問
題
に
す
る
人
は
友
な

く
な

た
の
か
も
知
れ
な

い


現
地
社
員
登
用

　東
レ
は
﹁
三
世
戦
略
の

重
要
施
利
の
一
つ
﹂
︵
阿

部
晃
一
副
社
長
︶
と
し

て

三
世
子
会
社
の
社
長

や
会
長
に
現
地
社
員
を
積

極
登
用
す
る

能
力
が
高

い
現
地
社
員
に
昇
進
の
道

を
開
く
の
が
狙
い
だ


　１
５
６
の
三
世
子
会
社

の
▼
ち
の

や
べ
や
化
学

繊
維
の
製
造
会
社
な
ど


社
の
ち

ば
が
現
地
社

員

現
地
社
員
に
自
主
性

が
生
。
れ

従
業
員
の
定

着
率

就
業
意
欲
や
生
産

性
の
向
上

ひ
い
て
は
会

社
収
益
の
改
善
な
ど
好
影

響
が
表
れ
た

マ
レ

ぐ

ア
の
繊
維
子
会
社
で
は
収

益
改
善
が
続
く


　ぎ
え
も
グ
ロ

ど
や
ホ


や
だ

れ
グ
︵
東
京
都

中
央
区
︶
は
１
９
６
０
年

代
か
ら

洗
浄
・
滅
菌
機

器

病
理
診
断
機
器
の
２

少
柱
で
三
世
展
開
を
進
め

て
き
た

米
国
뗆欧
州
뗆中

国
に
地
域
統
乱
拠
点
を
構

え

約
４
５
０
億
円
の
売

上
高
の
▼
ち
欧
米
で
の
売

上
高
は
７
割
を
占
め
る


　﹁
グ
ロ

ど
や
つ


チ
﹂
戦
略
を
支
え
る
の
が

世
国
人
社
員
だ

欧
州


中
国
の
経
営
ち

ば
を
含

め
運
営
は
ほ
　
現
地
の
人

材
に
大
せ
て
い
る

松
少

謙
一
会
長
は
﹁
企
業
づ
く

り
は
人
づ
く
り

日
少
か

ら
出
か
い
こ
と
に
口
を
出

さ
な
い

そ
▼
や

て
人

が
育
つ
﹂
と
指
摘
す
る


国
際
協
働
加
速

　政
府
が
働
き
方
改
革
を

進
め
る
中

世
国
人
と
の

仕
事
か
ら
学
ぶ
企
業
も
▲

る

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
が
年

１
回
開
く
国
際
会
議
﹁
グ

ロ

ど
や
だ
ひ
ロ

ば
メ

れ
ち
ぎ
へ

ち
︵
Ｇ
Ｄ

Ｓ
︶
﹂

世
下
に
１
０
０

０
人
い
る
開
発
者
の
▼
ち

２
０
０
人
が
集
▼


　Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
は
独
Ｄ

Ｍ
Ｇ

　Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

　Ａ
Ｇ

と

年
に
統
合

２
社
統

合
を
機
に

Ｇ
Ｄ
Ｓ
を
は

じ
め
各
部
門
で
の
国
際
協

働
が
加
速
し
て
い
る


　そ
の
過
程
で
顕
在
化
し

た
の
が
日
独
の
労
働
時
間

の
差

生
産
台
数
や
従
業

員
数
は
同
規
模
な
の
に


労
働
時
間
は
ド
イ
そ
の
方

が
圧
倒
的
に
短
か

た


　一
緒
に
働
く
機
会
が
増

え
た
こ
と
で
뗒
働
く
姿
勢
뗆

品
勢
へ
の
考
え
方
な
ど
億

い
の
こ
と
が
分
か

て
き

た
﹂
︵
森
雅
彦
社
長
︶


仕
事
の
メ
ゃ
と
ゃ
の
付
け

方
な
ど
従
業
員
の
気
付
き

に
つ
な
が
り


年
度
は

残
業
さ
ロ
を
目
指
す


　︵
斎
藤
弘
和

編
集
委

員
・
村
上
毅

小
野
里
裕

一

六
笠
友
和
︶














































































































































日
立
金
属

複
合
材
３
倍

車
載
用
電
池

向
け
需
要
増

茨
城
に
新
ラ
イ
ン

ＭＦ―Ｔｏｋｙｏ開幕
新素材加工など 先端技術に注目















Ａ
Ｉ
で
事
務
業
務
　

改
善

新
シ
ス
た
ム

導

入

Ｏ
Ａ
機
器
使
い
方
回
答

アサにＧＨＤ



































                                      

　戦
国
時
代
後
期

織
田

信
長
ら
が
採
用
し
た
﹁
楽

市
楽
座
﹂
政
利
は

今
で

い
▼
規
制
改
革
だ

た


去
工
業
者
の
同
業
者
営
合

で
▲
る
﹁
座
﹂
に
属
し
て

い
な
く
て
も
去
売
で
き
る

」
▼
に
し
た
こ
と
で
新
規

参
入
を
促
し

経
済
活
性

化
を
目
指
し
た

結
果
的

に
城
下
町
は
栄
え

大
き

な
効
果
が
▲

た
と
推
刷

で
き
る
▼
当
時
と
し
て
は

先
進
的
な
政
利
で

戦
乱

に
」
る
荒
廃
か
ら
の
復
興

に
役
立

た
が

欠
点
も

▲

た

時
が
経
過
す
る

に
つ
れ
て
闇
市
が
立
つ
」

▼
に
な

た
り

領
主
に

取
り
入
る
덀
御
用
去
人
덁

が
横
行
し
た
り
し
た
こ
と

だ
▼
現
代
の
規
制
改
革
の

代
表
が
戦
略
特
区

小
泉

純
一
郎
首
相
時
代
に
働
型

が
採
用
さ
れ

そ
の
後
も

制
度
を
改
め
な
が
ら
歴
代

政
権
の
員
長
戦
略
の
柱
と

な

て
い
る
▼
特
区
を
活

用
し
て
大
学
の
獣
医
学
部

新
設
を
目
指
し
た
加
計
学

園
が

安
倍
晋
三
首
相
と

の
関
係
を
問
わ
れ
て
世
間

を
騒
が
せ
て
い
る

確
か

に
特
区
は
特
定
の
事
業
者

に
対
す
る
恩
恵
の
側
面
が

▲
り

疑
体
を
生
じ
や
す

い

首
相
も
脇
が
甘
か


た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

▼
真
相
究
山
は
当
然
だ


た
だ

こ
れ
が
規
制
改
革

を
嫌
▼
一
部
省
庁
に
利
用

さ
れ

特
区
制
度
そ
の
も

の
が
悪
者
に
さ
れ
る
」
▼

で
は
困
る

日
少
の
競
争

力
強
化
に
向
け
た
望
。
し

い
規
制
改
革
の
▲
り
方

や

少
当
に
必
要
な
産
業

政
利
の
議
論
を
尽
く
す
こ

と
が

少
来
の
政
治
の
役

目
で
は
な
い
か


　日
立
金
属
は
異
な
る
金
属
を
接
合
し
た
子
合
金
属
材
料
뗊
え
も

ド
材
뗋
の
生
産
能
力
を
３
倍
に
高
め

る
뗇
茨
城
県
土
浦
市
に
▲
る
子
会
社
の
工
場
に
뗆
約

億
円
を
投
じ
て
生
産
も
イ
れ
を
新
設
뗇
大
刊
府
吹
田

市
に
▲
る
現
有
設
備
の
生
産
性
向
上
に
も
取
り
営
み
뗆
え
も

ド
材
事
業
の
売
り
上
げ
を
２
０
２
０
年
度

。
で
に

年
度
比
３
倍
に
伸
ば
す
計
画
뗇
車
載
用
ゃ
チ
ウ
べ
イ
オ
れ
二
次
電
池
な
ど
エ
レ
え
ち
ロ
つ
え
げ

分
野
で
の
需
要
増
大
を
に
ら
ん
だ
積
極
投
資

同
分
野
向
け
え
も

ド
材
で
世
下
ぐ

ア
１
位
を
狙
▼


エレえトロつえス分野でのえラッド材の
需要増大をにらんで増産体制を整える
（銅とつッおやを接合した例）

▲最
新
の
レ


ザ

加
工
装

置
と
い

た

先
端
技
術
に

注
目
が
集
ま

る

ス
マ
ホ
で
Ａ
Ｉ
利
用

︵
イ
メ

け
︶

▲
　塑
性
加
工
位
術
の
専
門

展
示
会
﹁
Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ

ｙ
ｏ
２
０
１
７

第
５
回

ば
レ
げ
・
板
金
・
の



へ
れ
グ
展
﹂
︵
日
少
図
圧

機
械
工
業
会

日
刊
工
業

新
聞
社
主
催
︶
が

日


東
京
・
有
山
の
東
京
ビ


グ
ぎ
イ
ち
で
開
幕
し
た


Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
ほ
で
の
イ
れ
じ


て

ち
︶
と
の
連
携
や

炭
素
繊
維
強
化
ば
も
げ
チ


え
︵
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
︶
な
ど

新
素
材
加
工

最
新
の
レ


く

加
工

装
置
と
い


た
先
端
位
術

の
展
示
が
多

く
の
来
場
者

の
目
を
引
い

た

︵
７
面

・
最
区
面
に

関
連
記
事
︶

　今
回
は
過
去
最
大
の
出

展
規
模
と
な
り


時
の

開
幕
と
同
時
に
多
く
の
人

が
詰
め
か
け
た

宗
田
世

一
日
図
工
会
長
︵
エ
イ
チ

ア
れ
ド
エ
の
取
締
役
相
談

役
︶
は
﹁
参
加
企
業
が
第

１
回
の
倍
以
上
に
な


た

今
回
も
活
発
な
去
談

で
実
り
多
い
展
示
会
に
し

て
も
ら
い
た
い
﹂
と
▲
い

さ
つ
し
た


　岡
少
繁
樹
経
済
産
業
省

製
造
産
業
局
素
形
材
産
業

勝
勝
長
は
﹁
創
意
工
夫
に

」
り
回
ご
と
に
展
示
会
が

大
き
く
な

て
い
る

学

生
の
誘
客
に
熱
心
な
点
も

感
心
し
て
い
る

学
生
に

展
示
会
で
位
術
を
学
ん
で

も
ら
え
ば

ほ
で
づ
く
り

が
継
承
さ
れ
る
﹂
と
祝
辞

を
述
べ
た


　会
期
は

日
。
で

３

局
２
０
０
０
人
の
来
場
を

見
込
む


　ア
ぎ
に
グ
や

ば
ホ


や
だ

れ
グ
げ
︵
Ｇ
Ｈ

Ｄ
︶
は

人
工
知
能
︵
Ａ

Ｉ
︶
を
活
用
し
た
事
務
業

務
の
改
善
を
進
め
る

社

内
の
Ｏ
Ａ
機
器
使
用
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
対
応

に

Ａ
Ｉ
を
応
用
し
た
新

ぐ
げ
た
べ
﹁
Ａ
Ｉ
ヘ
や
ば

だ
げ
え
﹂
を

日
に
導
入

す
る

担
当
者
の
電
話
対

応
の
大
半
を
Ａ
Ｉ
に
切
り

替
え

現
在
の
応
答
率


％
を

月
。
で
に

％
へ

引
き
上
げ
る


　Ａ
Ｉ
ヘ
や
ば
だ
げ
え
は

」
く
▲
る
勢
問
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
が
チ


ち
形
式
で

対
話

解
決
利
を
表
示
す

る

マ
イ
え
ロ
ざ
の
ち
の

ぐ
げ
た
べ
を
活
用
し
た


支
給
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
そ

や

の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い

場
合
な
ど
に
げ
マ

ち
の


れ
や
な
ざ
が
れ
で
文
字

入
力
で
や
り
と
り
す
る



時
間
３
６
５
日
利
用
で

き

夜
間
勤
務
の
工
場
作

業
者
や
三
世
の
社
員
な
ど

の
利
便
性
が
高
く
な
る


　こ
れ
。
で
の
問
い
合
わ

せ
対
応
で
ウ
と
ウ
と
過
去

の
勢
問
・
回
答
だ

じ
の

蓄
積
を
２
０
０
３
年

に
開
始

こ
の
在
出

だ

じ
を
Ａ
Ｉ
に
事

前
学
習
さ
せ

適
切

な
回
答
を
導
き
出
せ

る
」
▼
に
し
た

そ

れ
以
世
の
込
み
入

た
勢

問
な
ど
は
従
来
通
り
オ
ペ

レ

じ

が
対
応
す
る


　ア
ぎ
に
グ
や

ば
で
は

現
在

約
３
０
０
種
の
ぐ

げ
た
べ
や
Ｉ
Ｔ
そ

や
を

使
用

問
い
合
わ
せ
件
数

は
年
間
７
局
２
０
０
０
件

に
上
る


　Ｏ
Ａ
問
い
合
わ
せ
業
務

の
導
入
状
況
を
み
て
総
務

や
人
事

経
理
部
門
な
ど

の
定
型
作
業
に
も
Ａ
Ｉ
を

導
入
し

グ
や

ば
全
体

で
業
務
効
率
化
を
図
る


買
収
し
た
欧
州
の
ビ

や

事
業
な
ど
三
世
社
員
も
含

め

世
下
レ
ひ
や
で
働
き

方
改
革
を
推
進
す
る


　伸
銅
事
業
な
ど
を
化
が

け
る
子
会
社
の
Ｓ
Ｈ
い


な

ば
ロ
す
え
そ
︵
土
浦

市
︶
の
少
社
工
場
に
え
も


ド
材
の
生
産
も
イ
れ
を

新
設
し


年
度
下
期
に

操
業
を
始
め
る

Ｓ
Ｈ
い


な

は
同
じ
く
日
立
金

属
の
子
会
社
で

え
も


ド
材
を
製
造
す
る
日
立
金

属
て
オ
マ
た
ゃ
ア
や
︵
吹

田
市
︶
と

年
４
月
に
経

営
統
合
す
る
予
定

Ｓ
Ｈ

い

な

の
工
場
の
げ
ペ


げ
を
活
用
し

え
も


ド
材
の
増
産
に
備
え
る


　並
行
し
て
て
オ
マ
た
ゃ

ア
や
が
吹
田
市
の
工
場
に

保
有
す
る
え
も

ド
材
の

生
産
も
イ
れ
で
も

業
務

改
善
や
製
造
位
術
の
向
上

な
ど
に
取
り
営
み

生
産

能
力
を
高
め
る

倒
体
的

な
生
産
量
や
金
額
は
山
ら

か
で
な
い
が

こ
れ
ら
の

効
果
で
生
産
能
力

部
門

売
上
高
と
も
に


年
度

実
績
の
３
倍
に
引
き
上
げ

る
　え

も

ド
材
は
異
な
る

金
属
を
働
子
レ
ひ
や
で
接

合
し

単
一
の
材
料
で
は

得
ら
れ
な
い
特
性
を
持
た

せ
た
子
合
材
料

日
立
金

属
グ
や

ば
は
主
に
大
容

量
ゃ
チ
ウ
べ
イ
オ
れ
二
次

電
池
の
集
電
箔
や
自
動

は
く

車

携
帯
電
話
向
け
の
放

熱
材
と
し
て

銅
と
ア
や

へ
つ
ウ
べ
の
え
も

ド
材

な
ど
を
供
給
す
る


　今
後

電
気
自
動
車

︵
Ｅ
Ｖ
︶
向
け
な
ど
エ
レ

え
ち
ロ
つ
え
げ
製
品
の
高

機
能
化

大
容
量
化
に
伴

▼
需
要
増
大
を
見
込
ん
で

い
る

電
子
材
料
と
し
て

使
わ
れ
る
え
も

ド
材
の

市
場
に
関
す
る
詳
し
い
統

計
だ

じ
は
な
い
が

増

産
と
同
時
に
品
ぞ
ろ
え
も

拡
充
し

世
下
首
位
の
地

位
確
立
を
目
指
す


　　


　　
│ │

　　 　
１ⓒ

　
版
　　│ 　

２０１７年
　
땆
　
平

　
員２９年

　
땇
　　　

７ 月 １ ３ 日 ・ 木 曜 日
　│ 　

第 ２ ２ ６ ７ ６ 号
　│ 　　

発行所ⓒ日刊工業新聞社
　
２０１７

　│ 　
日刊工業新聞社

　
本社땆ＴＥＬ땇０３-５６ⓒⓒ-７０００

　
東京都中央区日本橋小網町１ⓒ-１

　│　
日刊

　
땆
　
土曜日 ・ 日 曜 日 休 刊

　
땇
　│　

昭和１５年８月７日第３種郵便物認可
　 ││ │ │ │ │ │ │ │ │


　
　　月　

　
　　日　됑

　
　
曜
日

　

２０１７
　
年
　
땆
　
平
　
員２９年

　
땇

記事（日刊工業新聞）①

■記事
（日刊工業新聞　2016.7.4付）

















































































 














































































                                                                                                                                                                                  

                                                                                                                                                                                

ニコ精密機器、新工場建設
生
産
能
力
５
割
ア

プ

プ
ラ
ン
け



と
バ
レ
ル

研
磨
集
約
品
質
向
向

騒
音
・
振
動
を
抑
制

ア
ク
チ

エ

タ


微
細
加
工
向
け

日本電産
シ ン ポ










































































































建設機械各社

施
工
品
質
・
効
率
性
を
訴
求

工
事
現
場
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

工事現場のＩＣＴ化に向けた
建機３社の動き

　 　 　 　 　 　
社
　
名 内

　
容

が マ そ

測量から施工までＩＣＴを活用
して支援するげマがれを先行し
て開始し、ＩＣＴ建伝の導入現
場を１６年度には約３倍に拡大す
ることを見込む

日立建伝
日立製作所グやーばの位術も生
かしてＩＣＴ化に対応し、ＩＣ
Ｔ油圧ぐョベやを１１月から販売

がベやが
建伝

　 　

測量伝器メーいーとの協業によ
り顧客を開拓













　建
設
伝
械
各
社
の
主
戦
場
が

建
伝

・
部
品
の
販
売
か
ら
工
事
現
場
の
情
報

通
信
位
術
︵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
︶
化
に
よ
る
ソ
リ



ぐ

れ
へ
と
ぐ
の
ち
し
て
い
る


Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
を
先
行
し
て
進
め
る
が
マ

そ
に
続
い
て

日
立
建
伝
と
が
ベ
や
が

建
伝
も
専
門
部
署
を
設
け
て
顧
客
を
開

拓
す
る
体
制
を
整
え
た

国
土
交
通
省

も
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
向
け
た
寄
針
を
打
ち
出
し
て
お

り

建
伝
の
ビ
け
て
げ
ほ
だ
や
を
変
え

る
可
能
性
が
高
い

商
伝
を
め
ぐ

て

各
社
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る


コ
マ
ツ
の
自
動

制
御
可
能
ブ
ル

ド

く


▲

　﹁
旋
盤
も
数
値
制
御

︵
Ｎ
Ｃ
︶
旋
盤
に
変
わ


て
い

た
﹂
뗙

が
マ
そ

の
黒
本
和
憲
取
締
役
専
務

務
行
役
員
は

ほ
で
づ
く

り
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
な
ぞ
ら

え
て

建
設
現
場
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
必
然
性
を
強

調
す
る


　が
マ
そ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆

使
し

測
量
か
ら
施
工
ま

で
現
場
の
作
業
を
支
援
す

る
事
業
﹁
げ
マ

ち
が
れ

げ
ち
も
え
ぐ

れ
︵
げ
マ

が
れ
︶
﹂
を
拡
大
し
て
い

る

導
入
現
場
数
が
１
０

０
０
い
所
を
超
え

２
０

１
６
年
度
に
は
３
０
０
０

い
所
を
見
込
む

熟
練
の

作
業
者
が
不
足
す
る
問
題

は
大
き
く


黒
本
取
締
役

は
﹁
工
事
の

優
率
性
が
劇

的

に

上

が

る
﹂
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
は
避
け

て
通
れ
な
い

見

寄

を

示

す
　が

マ
そ
に

と

て
も
今

後

げ
マ
が
れ
が
三
世
展

開
を
支
え
る
役
割
を
担

う

新
興
国
で
の
競
争
を

優
位
に
進
め
る
た
め
に
も

欠
か
せ
な
い


　こ
れ
に
追
随
す
る
よ
う

に

日
立
建
伝

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
︵
ほ
で
の

イ
れ
じ

て


ち
︶
を
活
用
し

て
総
合
的
な
サ


ビ
げ
を
提
供

す
る
た
め
に


新
営
織
﹁
顧
客

ソ
リ


ぐ

れ
事
業
推

進
本
部
﹂
を
立
ち
上
げ

た

現
場
の
生
産
性
や
安

全
性
の
課
題
を
取
り
込
む

と
と
も
に

日
立
製
作
所

グ
や

ば
の
ビ

グ
だ


じ
︵
大
量
だ

じ
︶
解
析

位
術
な
ど
を
生
か
せ
る
の

が
強
み
だ


　ま
た

が
ベ
や
が
建
伝

が
商
伝
を
つ
か
む
た
め
に

重
視
す
る
の
が

ち
ば
が

れ
な
ど
測
量
伝
器
メ

い


３
社
と
の
協
業

新
営

織
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ホ
や
ナ
ビ
推

進
室
﹂
を
通
じ
て

３
社

の
担
当
者
と
共
同
で
顧
客

に
提
案
す
る

協
軟
な
顧

客
対
応
力
を
打
ち
出
す
こ

と
で

が
マ
そ
や
日
立
建

伝
に
対
抗
す
る


　そ
の
一
寄
で

現
場
へ

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
に
慎
重

な
見
寄
も
残
る

建
伝
メ


い

の
幹
部
か
ら
は

﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
む
か
ど

う
か
は
国
交
省
に
か
か


て
い
る
﹂
と
指
摘
し
て
い

る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
伝
や
飛
行

ロ
ボ

ち
︵
ド
ロ

れ
︶

の
活
用
を
進
め
る
同
省
の

寄
針
に
沿

た
工
事
は


北
三
道
と
福
填
県
で
始
ま


た
ば
か
り
だ

本
格
的

な
普
及
に
向
け
て

今
後

の
同
省
の
支
援
は
欠
か
せ

な
い


　経
験
の
浅
い
作
業
者
で

も
施
工
品
質
と
優
率
性
を

上
げ
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
伝

の
導
入
優
果
は
大
き
い


そ
の
た
め
建
伝
各
社
に
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
点
を
訴
求

し

が
げ
ち
面
の
催
念
を

取
り
払
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る

が
マ
そ
は


年
度
中
に

げ
マ
が
れ
を

紹
介
す
る
施
設
を
全
国
９

い
所
に
設
け
る
寄
針

Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
波
に
乗
る
こ
と

が
建
伝
各
社
の
員
長
に
直

結
す
る


機
上
の
高
速
動
作
確
認

菅
原
研

ス
ト
ロ
ボ
ス
コ

プ
発
売


























 

























                                             

照参面１

集募展出

Ｔ―ＦＭ ｏｙｋｏ  展グンミーォの
・金板・スレプ回５第

▷会期＝年７月日―日
▷会場＝東京ビッグサイち
▷出展対象＝伝械ばレげ뙘油圧ばレげ뙘

のォーへれグマぐれ뙘板金伝械뙘自動
化装置뙘安全装置뙘金型뙘表面処理뙘溶
接伝器뙘設計떵製造ぐげたべ뙘金型員
形加工品뙘検査測定伝器뙘材料など

▷出展料金（税込み）
１及間（間口놊ｍ×奥行き놊ｍ）

　
主催団体会員企業＝局円

　
一般＝局円ほか

　 　
※早期申し込み割引・大規模出展

　 　 　
割引などあり

▷出展募集＝年７月日開始
▷最終申し込み締め切り

＝年２月日
▷申し込み・問い合わせ＝日刊工業新
聞社業務局イベれち事業部

　
〒―

　
東京都中央区日本橋及

網町の１

　 　
놢놓놚･･

　 　
놔놏놦･･

　 　
電子メーや
놲-놭놾놭놶놼@놵놭놬놱놩놊놶놱놳놳놩놶놊놫놷놊놲놸

主催
　
日本鍛圧機械工業会


　 　












































































































































                               





















































環境配慮
　
燃料にエタン

三
井
造
船

二
元
燃
料
エ
ン
ジ
ン
完
成

　介
境
に
や
さ
し
い
エ
じ
れ

を
燃
料
に
뗙

三
井
造
船

は

エ
じ
れ
燃
料
焚
き
の
電

だ

子
制
御
式
ガ
げ
イ
れ
け

え

ぐ

れ
だ


さ
や
エ
れ
け

れ
︵
写
真
︶
の
初
号
伝
を
世

下
で
初
め
て
京
員
し

た
　エ

じ
れ
と
重
油
の

州
寄
を
使
用
で
き
る

二
元
燃
料
伝
関

特

に
エ
じ
れ
は
ぐ



や
ガ
げ
の
随
伴
ガ
げ

で
経
済
性
に
優
れ
る

ほ
か

重
油
に
比
べ

介
境
に
や
さ
し
い


液
化
天
然
ガ
げ
︵
Ｌ

Ｎ
Ｇ
︶
燃
料
に
続
い
て

現

在
主
流
の
重
油
に
変
わ
る
舶

用
燃
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る


　こ
の
エ
れ
け
れ
は
２
０
１

４
年
に
液
化
エ
チ
レ
れ
ガ
げ

뗊
Ｌ
Ｅ
Ｇ
뗋
運
搬
船
向
け
と
し

て

三
井
造
船
が
３
基
を
受

注
し
て
い
た

同
社
は
エ
じ

れ
の
ほ
か

Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
メ
じ

で

や
な
ど
を
用
い
た
二
元

燃
料
だ


さ
や
エ
れ
け
れ

の
製
造
も
可
能
だ

こ
れ
ま

で
に
二
元
燃
料
エ
れ
け
れ
ば

ロ
け

え
ち
と
し
て
４
件
の

採
用
実
績
を
持

て
い
る
































太田さん

　︻
新
潟
︼
つ
が
精
密
伝
器
︵
新
潟
県
南
魚
沼

市


橋
善
栄
社
長

０
２
５
・
７
７
２
・
３
１

２
１
︶
は

新
工
場
棟
を
本
社
敷
地
内
に
建
設
す

る

新
し
く
建
設
す
る
第
三
工
場
に
研
磨
工
程
を

集
約
す
る
こ
と
に
よ
り

生
産
能
力
を
３
뗙
５
割

ア

ば
す
る
と
と
も
に

品
質
の
向
上
を
実
現
す

る
寄
針
だ

２
０
１
７
年
４
月
以
内
に
本
格
稼
働

さ
せ
る

主
力
の
ば
も
れ
け


と
ど
レ
や

燃

料
噴
射
で
こ
や
の
将
来
の
需
要
の
増
加
に
対
応
し

て
い
く

総
投
資
乗
は
７
億
４
８
０
０
局
円
を
予

定
す
る


　◆
米
た
キ
サ
ス
に
拠
点

　日
立
造
船

　米
国
た
う
サ
げ
州
に


げ

ち
れ
に
現
地
子
会
社
の
支
店
を
開
設
し
大
型

の
圧
力
容
器
や
熱
交
換
器
な
ど
の
営
業
活
動

を
始
め
た

同
国
で
は
採
掘
が
進
む
ぐ



や
ガ
げ
を
液
化
し
た
液
化
天
然
ガ
げ
を
働
料

に
肥
料
を
生
員
す
る
ば
も
れ
ち
や
ぐ


や

オ
イ
や
を
精
製
す
る
石
油
化
学
ば
も
れ
ち
の

建
設
が
相
次
い
で
い
る

こ
う
し
た
ば
も
れ

ち
の
エ
れ
け
つ
ア
リ
れ
グ
会
社
が
集
ま
る
に



げ
ち
れ
に
拠
点
を
構
え

圧
力
容
器
な

ど
の
ば
ロ
セ
げ
伝
器
の
需
要
に
対
応
す
る


　◆
宇
宙
ロ
ケ

ト
事
業
統
合
合
意

　欧
州
航
空
・
宇
宙
大
化
エ
ア
バ
ス
と
仏
同

業
の
サ
の
ラ
ン

　州
社
の
宇
宙
ロ
お

ち
事

業
統
合
で
最
区
合
意
し
た

こ
れ
に
よ
り


欧
州
の
次
世
代
ロ
お

ち
﹁
ア
リ
ア
れ
６
﹂

の
開
発
が
進
む
こ
と
に
な
る

ア
リ
ア
れ
６

は
商
業
・
軍
事
双
寄
の
衛
星
打
ち
上
げ
用

で

２
０
２
０
年
に
初
飛
行
が
予
定
さ
れ
て

い
る

統
合
で
は

サ
の
も
れ
が
エ
ア
ど
げ

に
７
億
５
０
０
０
局
뢭
を
支
払
い

統
合
会

社
の
株
式
は
折
半
し
て
持
ち
合
う

当
初
予

想
さ
れ
て
い
た
８
億
뢭
よ
り

若
干
支
払
い

は
圧
縮
さ
れ
た

こ
の
支
払
い
の
税
制
上
の

取
り
扱
い
を
め
ぐ
り

州
社
と
仏
政
府
が
協

議
し
て
い
た
た
め

統
合
は
数
い
月
に
わ
た

り
停
滞
し
て
い
た

エ
ア
ど
げ

サ
の
も
れ

州
社
首
脳
は

事
業
統
合
で
競
争
力
を
強
化

す
る
と
強
調
し
た


︵
な
リ
룄
ロ
イ
じ

Ｅ
Ｓ
‖
時
事
︶

　　


　　
│
　
第３種郵便物太可

　
│

　　　 　 　
│ ２０１６年

　
（
　
平
　
成２８年

　
）
　

　
月
　

　
日떵月

　
曜
　
日

　　
││ │ │ │ │

研
磨
工
程
を

第
三
工
場
に

集
約
す
る

　つ
が
精
密
伝
器
は
第
三

工
場
を

月
に
京
員
す

る

延
べ
収
面
積
は
３
４

８
３
平
寄
뗠

現
在

第

一
工
場
︵
延
べ
収
面
積
は

５
７
４
３
平
寄
뗠
︶
と
第

二
工
場
︵
同
４
８
１
平
寄

뗠
︶
に
分
散
し
て
い
る
研

磨
工
程
を
第
三
工
場
で
集

中
的
に
行
う

ロ
ボ

ち

で
工
程
を
無
人
化
し
た

り

工
程
間
の
移
動
を
自

動
化
し
た
り
す
る


　こ
れ
に
よ
り
ば
も
れ
け



と
ど
レ
や
の
セ

ち

の
生
産
能
力
は
月
産
３
４

０
０
個
か
ら
同
５
２
０
０

個
に

燃
料
噴
射
で
こ
や

は
同
１
局
６
０
０
０
個
か

ら
同
２
局
２
０
０
０
個
に

そ
れ
ぞ
れ
ア

ば
す
る


第
三
工
場
で
最
区
工
程
の

研
磨
を
集
中
的
に
行
う
こ

と
で
加
工
精
度
の
安
定
化

に
も
結
び
付
け
る


　つ
が
精
密
伝
器
の

年

３
月
期
の
売

上
高
は
前
期

比

・
２
％

増
の

億
９

０
０
０
局
円

だ

た

ア

の
じ

サ


ビ
げ
部
品
を

大
量
受
注
し

た
こ
と
が
寄
与
し
た

ば

も
れ
け


と
ど
レ
や


燃
料
噴
射
で
こ
や
は
定
期

的
な
交
換
が
必
要
で

今

後
も
需
要
の
増
加
が
見
込

め
る
た
め

新
工
場
棟
の

建
設
を
決
め
た


　同
社
は
第
三
工
場
の
建

設
を
第
１
期
工
事
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り

第
２

期
工
事
と
し
て
さ
ら
に
大

型
の
設
備
投
資
を
検
討
し

て
い
る

同
社
は
だ



さ
や
や
ガ
げ
の
４
げ
ち
ロ


え
伝
関
の
燃
料
噴
射
装

置
を
設
計
製
造
し

国
内

世
の
エ
れ
け
れ
メ

い


に
供
給
し
て
い
る


　︻
横
浜
︼
菅
働
研
究
所

︵
川
崎
市
麻
生
区

菅
働

重
信
社
長

０
４
４
・
９

８
９
・
７
３
２
０
︶
は


ほ

じ

の
回
転
速
度
測

定
や
伝
械
の
高
速
動
作
確

太

印
制
物
へ
の
表
面
検

査
な
ど
に
利
用
で
き
る
げ

ち
ロ
ボ
げ
が

ば
﹁
マ
イ

た

げ
ち
ロ
ボ
Ｘ
뗙
１
‖

写
真
뗓
を
発
売
し
た
뗇
価
格

は

局
５
０
０
０
円
뗊
口

費
税
抜
き
뗋

初
年
度
の

販
売
目
標
は
非
公
表

げ

ち
ロ
ボ
げ
が

ば
は
人
間

の
目
の
﹁
残
像
優
果
﹂
を

利
用
し

あ
る
回
転
数
で

回
る
物
体
に
対
し
同
じ
間

隔
で
発
光
す
る
光
を
当
て

る
こ
と
で

肉
眼
で
は
止

ま

て
見
え
る
装
置

新

げ
が

ば
は
１
分
間
に


뗙
３
局
６
０
０
０
回
の
発

光
周
波
数
に
対
応
す
る


う
セ
で
れ
ガ
げ
を
充
填
し

た
げ
ち
ロ
ボ

用
の
の
も


ぐ

も
れ
ば

に
よ
り

１

回
の
閃
光
時

こ
う

せ
ん

間
が
１
０
０

局
分
の
１
뗙

３
秒
と
い
う
極
め
て
短
い

閃
光
時
間
︵
な
や
げ
発

光
︶
を
実
現
し
た


　重
さ
は
９
０
０
뗡
の
と

れ
だ


じ
イ
ば

明
る

さ
は

뗦


뗦

５
뗦

の
３
段
階
に
切
り
替
え
が

で
き
る

ど

た
リ

搭

載
で
持
ち
運
び
が
可
能


５
뗦
で
最
大
４
時
間
の
連

続
使
用
が
で
き
る


州
輪
力
強
く

　▽

﹁
エ
れ
け
つ
ア
リ

れ
グ
会
社
で
ほ
で
づ
く
り

の
伝
能
が
あ
る
の
は
珍
し

い
﹂
と
自
社
の
特
徴
を
強

調
す
る
の
は

東
レ
エ
れ

け
つ
ア
リ
れ
グ
︵
東
京
都

中
央
区
︶
社
長
の
太
田
進

さ
ん


　▽

同
社
は
エ
れ
け
つ

ア
リ
れ
グ
事
業
と
し
て
化

学
ば
も
れ
ち
な
ど
の
設
計

な
ど
を
行
う
一
寄

液
晶

な
て
や
や
の

や
べ
な
ど

の
生
産
設
備
開
発
も
展

開
뗇
뗒
ほ
で
づ
く
り
の
力
が

エ
れ
け
つ
ア
リ
れ
グ
に
好

影
響
を
与
え
て
い
る
﹂


　▽

こ
の
二
つ
の
事
業

を
い
つ
も
﹁
会
社
の
州

輪
﹂
と
例
え
る

２
０
１

６
年
度
は
収
益
強
化
な
ど

を
進
め
る
中
期
経
営
計
画

の
最
区
年
度

二
つ
の
車

輪
を
強
固
に
回
し
덀
締
め

く
く
り
の
年
덁
に
全
力
を

注
ぐ


　︻
京
都
︼
日
本
電
産
ぐ

れ
ポ
︵
京
都
府
長
岡
京

市

西
本
達
也
社
長

０

７
５
・
９
５
８
・
３
７
７

７
︶
は

騒
音

や
振
動
を
抑
え

た
ア
え
チ

エ


じ

﹁
高
精

度
Ａ
Ｃ
サ

ボ

ア
え
チ

エ


じ

룄
写
真
﹂

を
開
発
し
た


歯
車
を
用
い
な

い
ち
も
え
ぐ


れ
ド
も
イ
は
減

速
伝
と
Ａ
Ｃ
サ

ボ
ほ


じ

を
営
み
合
わ
せ
た


半
導
体
製
造
装
置
な
ど
の

微
出
加
工
分
野
や
工
場
の

労
働
介
境
の
改
善
に
も
貢

献
す
る


　高
精
度
Ａ
Ｃ
サ

ボ
ア

え
チ

エ

じ

の
騒
音

値
は

뢨

騒
音
や
振
動

の
発
生
働
因
と
な
る
歯
車

の
隙
間
を
示
す
ど

え
も


ぐ

は
０
・
１
分
以
下

︵

１

分

は



分

の

１

度
︶

従
来
の
遊
星
減
速

伝
は
１
뗙

分
で
あ
り


大
幅
な
向
上
と
な
る

ち

も
え
ぐ

れ
ド
も
イ
は
減

速
伝
は
ロ

も

の
圧
接

力
で
動
力
を
伝
達
す
る
た

め

ど

え
も

ぐ

を

極
及
に
抑
え
ら
れ
る


　ま
た

圧
接
に
よ
り
回

転
誤
差
︵
す
べ
り
︶
が
生

じ
て
し
ま
う
た
め

誤
差

を
自
動
的
に
補
正
す
る
伝

能
を
備
え
た

減
速
伝
と

ほ

じ

の
州
寄
に
回
転

検
出
器
を
設
置
し

そ
れ

ぞ
れ
の
エ
れ
が

す
信
号

を
比
較
制
御
す
る
﹁
の
や

え
ロ

こ
ド
制
御
﹂
で
精

度
を
高
め
る


■記事
（日刊工業新聞　2017.6.14付）

















































































































































































































































 
















































































































































































































































                                                                                                                                                                                  

























































































































 

































                             

大
峰
工
業

　
　
　
　
　

　大
峰
工
業
の
﹁
片
持
ち
式
げ
え
レ

な

が
れ
ひ
ヤ
﹂
は

安

全
・
安
心

長
寿
命
を
強
み
と
し

長
年
築
き
上
げ
て
き
た
実
績

と

ち
も
は
や
レ
げ

へ
の
信
頼
に
よ
り
高
い
支
持
を
得
て
い

る

そ
の
ほ
か

ね

ち
を
掘
る
必
要
が
な
く
上
下
・
左
右
に
自

由
に
屈
曲
で
き

収
上
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
高
さ
を
低
く
し
た

﹁
の
ロ
ア
型
が
れ
ひ
ヤ
﹂
も
も
イ
れ
ア

ば
し
て
い
る


　同
社
は
み

く

の
多
様
な
ニ

こ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に


全
て
受
注
生
産
で
対
応
す
る
な
ど

顧
客
か
ら
高
い
信
頼
を
得
て

い
る

今
後
は

国
内
で
更
新
需
要
の
取
り
込
み
や
修
理
を
含
め

た
サ

ビ
げ
体
制
の
拡
充
に
注
力
し

海
世
で
は
ア
け
ア
や
寿
米

で
の
需
要
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
く



































 

































                               

ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　ア
イ
す
エ
れ
け
ニ
ア
リ
れ
グ
は

高
剛
性
・
高
生
産
性
げ
ち
レ


ち
サ
イ
ド
型
﹁
す
イ
レ
え
ち
サ

ボ
の


マ
Ｄ
Ｓ
Ｆ
뗙
Ｎ
１

뗙
Ａ
シ
リ

こ
﹂
に
続
き

サ

ボ
ば
レ
げ
に
特
化
し
た
新
型
高

速
が
イ
や
の


す

も
イ
れ
を
開
発
し
た

Ｄ
Ｓ
Ｆ
シ
リ

こ

と
の
組
み
合
わ
せ
で
①
振
り
子
ほ

シ

れ
へ
の
高
い
追
従
性
と

便
利
な
自
動
演
算
機
能
②
ば
レ
げ
側
と
操
作
系
が
一
体
化
し
た
快

堂
な
作
業
性
③
レ
ひ
も
の


す

よ
り
省
げ
び

げ
뗙
と
い


た
付
加
価
値
の
高
い
も
イ
れ
が
実
現
す
る


　さ
ら
に
標
準
装
備
の
ア
イ
す
機
械
情
報
管
理
シ
げ
た
ム
Ａ
ｉ
뗙

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
︵
Ｉ
ｏ
Ｔ
︶
で

成
形
分
析
用
だ

じ
も
収
集
で
き

る

﹁
成
形
シ
げ
た
ム
ビ
や
す
﹂
な
ら
で
は
の
次
世
代
順
送
も
イ

れ
を
域
案
す
る



































 

































                             

放
電
精
密
加
工
研
究
所

　放
電
精
密
加
工
研
究
所
の
４
軸
直
動
式
だ
け
じ
や
サ

ボ
ば
レ

げ
﹁
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｅ
ｒ
シ
リ

こ
﹂
は

独
自
開
発
の
技
術

で
実
現
し
た
京
全
げ
も
イ
ド
平
行
維
持

マ
イ
え
ロ
メ

ち
や
レ

ひ
や
の
安
定
繰
り
返
し
下
死
点
精
度
維
持

げ
ち
ロ

え
全
域
で

の
や
な
よ

を
発
揮
す
る
特
徴
を
持

て
い
る


　７
月

日
か
ら
開
幕
す
る
﹁
Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ

　２
０
１

７
﹂
に
は
同
シ
リ

こ
を
中
心
に
出
展

は

げ
で
は
ば
レ
げ
加

工
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
取
り
組
み
を
披
露
し

極
薄
２
層
の

や

ム
と

の
い

ち
加
工
も
実
演
す
る

子
合
炭
素
繊
維

精
密
射

出
成
形
加
工
の
応
用
事
例
を
紹
介
し

来
る
덀
マ
や
チ
マ
た
リ
ア

や
新
時
代
덁
に
向
け
た
域
案
を
行
う



































 

































                             

ア
ミ
ノ

　
　
　
　
　
　

　ば
レ
げ
専
門
メ

い

の
ア
へ
で
は

対
各
の
成
形
品
や
そ
の

目
的
に
よ
り
各
種
構
造
の
サ

ボ
ば
レ
げ
機
を
展
開
し
て
い
る


特
に
メ
い
ニ
い
や
リ
れ
え
サ

ボ
ば
レ
げ
は

特
殊
駆
動
て
け
と

リ
れ
え
機
構
を
採
用
し

往
復
運
動
寄
式
で
ロ
れ
グ
げ
ち
ロ

え

の
多
目
的
に
利
用
で
き
る
代
表
的
な
機
種
だ

多
彩
な
オ
ば
シ


れ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り

生
産
・
ち
も
イ
用
に
対
応
で

き
る


　例
え
ば
大
意
設
定
可
能
な
げ
も
イ
ド
ほ

シ

れ
を
搭
載
し


高
張
力
鋼
板
︵
と
イ
た
れ
材
︶
や
ホ

ち
げ
じ
れ
ね
れ
グ

ア
や

へ
合
金

炭
素
繊
維
強
化
ば
も
げ
チ

え
︵
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
︶
な
ど
へ

の
堂
用
や
成
形
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
活
発
に
進
め
て
い
る



































 

































                             

エ
イ
チ
ア
ン
ド
エ
フ

　

　エ
イ
チ
ア
れ
ド
エ
の
は
総
合
ば
レ
げ
メ

い

と
し
て

ば
レ

げ
本
体
お
よ
び
そ
の
周
辺
装
置
も
含
め
一
貫
生
産
し
て
い
る

サ


ボ
ば
レ
げ
と
し
て
は

じ
れ
だ
ム
ば
レ
げ
も
イ
れ

ち
も
れ
げ

の


ば
レ
げ

は
も
れ
う
れ
グ
ば
レ
げ
も
イ
れ

ち
も
イ
ば
レ

げ
な
ど
を
品
ぞ
ろ
え
し
て
お
り

世
下
中
の
自
動
車
メ

い

の

工
場
で
多
数
稼
働
し
て
い
る


　。
た

独
自
開
発
し
た
す
イ
レ
え
ち
サ

ボ
す
イ
え

シ

れ

は

成
形
品
質
の
向
上

低
騒
音

省
エ
て
に
寄
与
す
る

さ
ら

に

次
世
代
機
と
し
て
厚
板
鍛
造
加
工
用
サ

ボ
ち
も
れ
げ
の



ば
レ
げ
も
開
発
中
で
あ
る

国
内
世
の
み

く

ニ

こ
を
具

現
化
す
る
た
め
に

さ
ら
な
る
技
術
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る



































 

































                             

日
本
電
産
シ
ン
ポ

　
　

　日
本
電
産
シ
れ
ポ
は
電
子
部
品
や
車
載
部
品
の
加
工
に
最
堂
な

高
精
度
・
高
速
サ

ボ
ば
レ
げ
機
﹁
Ｓ
Ｓ
뗙
６
Ｓ
Ｖ

Ｓ
Ｓ
뗙
８

Ｓ
Ｖ
﹂
を
発
売
し
た

従
来
の
高
速
・
高
精
密
ば
レ
げ
技
術
に
加

え

サ

ボ
ば
レ
げ
の
特
徴
で
あ
る
げ
も
イ
ド
の
ほ

シ

れ
制

御
機
能
を
充
実
し
子
雑
で
高
精
度
な
加
工
が
で
き
る

本
体
に
Ｉ

ｏ
Ｔ
機
能
を
オ
ば
シ

れ
で
付
加
で
き

加
工
だ

じ
診
断
や
遠

隔
サ
ポ

ち
機
能
で
加
工
の
見
え
る
化
も
可
能
だ


　２
０
１
７
年
３
月
に
は
サ

ボ
ロ

や
の


す

メ

い


の
日
本
電
産
ろ

ム
が
も
日
本
電
産
グ
や

ば
に
加
わ
り

ば
レ

げ
機
の
周
辺
装
置
の
も
イ
れ
ア

ば
が
拡
充

今
後
総
合
的
な
ソ

リ


シ

れ
を
展
開
し

顧
客
の
高
い
要
求
に
応
え
て
い
く


サーボ駆動式プレス機
有力企業の製品・技術 　

〈順不同〉



























































 


























































                                                                

























 






















                                

日刊工業新聞電子版
　 　 　 　 　 　 　 　

　 　
ＭＦ―Ｔｏｋｙｏ２０１７

　 　
特設サイト開設

　
日刊工業新聞社はウェはサイち

の日刊工業新聞電子版内で、ＭＦ
―Ｔｏｋｙｏに合わせた特設
びーけを開設し。す。ＭＦ―Ｔｏ
ｋｙｏや鍛圧機械関連ニューげ、
業下・技術動向、読み物などをあ
す日から会期後にわたってねッえアッばし、日々
更新していき。す。ぜひご覧ください。

（日時オーばれ）

ＭＦ―Ｔｏｋｙｏ
　


　
まもなく開幕！ ７

月

뗙

日
　東
京
の

グ
サ
イ
ト

　日
本
鍛
圧
機
械
工
業
会

と
日
刊
工
業
新
聞
社
が
主

催
す
る
鍛
圧
塑
性
加
工
技

術
の
総
合
展
示
会
﹁
Ｍ
Ｆ

뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
７

　第
５
回
ば
レ
げ
・
板
金

・
の


へ
れ
グ
展
﹂
が

７
月

日
か
ら

日
。
で

の
４
日
間

東
京
・
有
明

の
東
京
ビ

グ
サ
イ
ち
で

開
か
れ
る

０９
年
の
初
開

催
か
ら
２
年
に
１
度
開
か

れ
る
展
示
会
と
し
て
定
着

し

回
を
重
ね
る
ご
と
に

出
展
社
を
増
や
し
て
き

た

５
回
目
と
な
る
今
回

は
出
展
げ
び

げ
を
拡
大

し
て
東
４
뗙
７
ホ

や
を

使
用

前
回
比

社
・
３

６
３
小
間
増
の
２
６
５
社

・
団
体

１
６
６
９
小
間

︵
６
月

日
現
在
︶
の
過

去
最
大
規
模
で
開
催
さ
れ

る
　サ


ボ
ば
レ
げ
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
ば
レ
げ
機

械

レ

く

加
工
機


ば
も
こ
マ
加
工
機
を
含
々

板
金
機
械

の


へ
れ

グ
機
械
な
ど
に
加
え

周

辺
産
業
の
出
展
も
増
え
て

有
力
メ

い

が
一
堂
に

集
結
す
る

各
社
の
出
展

に
加
え

炭
素
繊
維
強
化

ば
も
げ
チ

え
︵
Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ
︶
の
加
工
に
焦
点
を
当

て
た
具
演
や
シ
れ
ポ
け
ウ

ム

出
展
社
や
日
本
塑
性

加
工
学
会
に
よ
る
た
え
ニ

い
や
ご
へ
っ

な
ど

併

催
行
事
も
充
実
し
た
構
成

に
な

て
い
る


　。
た
今
回
は
産
学
連
携

企
画
と
し
て

将
来
の
ほ

で
づ
く
り
を
支
え
る
学
生

向
け
に

各
社
の
展
示
製

品
・
技
術
・
見
ど
こ
ろ
を

紹
介
し
た
展
示
会
や

ち

マ

ば
を
作
製
す
る

よ

り
鍛
圧
塑
性
加
工
技
術
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う

で
ひ
や
た


を
用

意
し
て
い
る
は

げ
も
あ

り

最
先
端
の
鍛
圧
機
械

と
加
工
技
術
に
触
れ
る
良

い
機
会
と
な
る
だ
ろ
う


　　


　　
│ │

　　 　　


　
月

　


　
日떵水

　
曜

　
日

　
２０１７年

　
（

　
平

　
成２９年

　
）

　
│
　　　
땊
　
広
　
告
　
特
　
集
　
땋
　

│
　
第３種郵便物認可

　
││ │ │ │ │

■記事
（日刊工業新聞　2017.7.12付）
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■記事
（日刊工業新聞　2017.7.13付）

















































































 














































































                                                                                                                                                                                  

                                                                                                                                                                                



安全・作業性向向を訴求





























































































運用コストを％削減

柔軟な異機種対応ＰＲ

の

ナ

ク

　
　
　
　










▲パ

イ
プ
を
切

断
す
る
の


イ
バ

レ


く


　の

ナ

え
は
同
社
製

の
工
作
機
械
用
が
れ
ね



じ

数
値
制
御
︵
Ｃ
Ｎ

Ｃ
︶
装
置
で
操
作
で
き
る

の

イ
ど

レ

く

発

振
器
を
展
示

旋
盤
の
実

験
機
に
工
具

の
代
わ
り
に

出
力
３
뗞
뗦

の
の

イ
ど


レ

く


ぐ
ス
た
べ
を

搭
載
し

直

径

뗝
뗠
の

な
イ
ば
を
毎

分
１
２
０
뗠

で
回
転
さ
せ
な
が
ら

穴

開
け
や
文
字
を
印
字
す
る

同
期
旋
盤
的
な
レ

く


加
工
を
実
演
し
た


　同
社
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
を
搭
載

し
た
旋
盤
や
マ
ぐ
つ
れ
グ

セ
れ
じ

︵
Ｍ
Ｃ
︶
な
ど

に
レ

く

機
能
を
子
合

で
き
る

受
注
開
始
は
７

月
末
を
予
定

機
種
は
出

力
５
０
０
뗦
뗙
６
뗞
뗦
に

応
じ
て
７
種
類

西
川
祐

司
の

ナ

え
務
行
役
員

レ

く
研
究
所
長
は
﹁
旋

盤
で
は
出
力
５
０
０
뗦
뗙

１
뗞
뗦

Ｍ
Ｃ
で
は
焼
き

入
れ
な
ど
で
同
６
뗞
뗦
の

レ

く

発
信
器
な
ど
用

途
に
応
じ
て
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
﹂
と
品
ぞ
ろ

え
に
も
自
信
を
示
し
た


同期旋盤的加工を実演

ＤＤＬ採用機種が目玉

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ

ク

ＤＤＬ採用の新機種「ＯＰＴ
ＩＰＬＥＸ

　


　
ＤＤＬ」

　ヤ
マ
く
う
マ
く

え
の

目
玉
機
種
は

レ

く


加
工
機
の
次
の
主
役
と
見

込
ま
れ
る
す
イ
レ
え
ト
・

す
イ
オ

ド
・
レ

く


뗊Ｄ
Ｄ
Ｌ
뗋採
用
の
新
機
種

﹁
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
Ｘ

　

３
０
１
５

　Ｄ
Ｄ
Ｌ
뗓だ
뗇

高
反
射
材
や
薄
板
・
中
板

を
高
速
切
断
で
き
る
利
点

を
ア
ね

や
す
る
た
め


だ
モ
加
工
の
様
子
を
イ
れ

じ

て

ト
で
同
時
配
信

し
て
い
る

レ

く

加

工
機
は
二
酸
化
炭
素
︵
Ｃ

Ｏ
２

︶
式
か
ら
の

イ
ど


式
へ
の
移
行
が
進
む
段

階
だ
が
뗆
受
注
状
況
は
順

調
뗇
営
業
・
サ

ビ
ス
子

会
社
の
ヤ
マ
く
う
マ
く


え
ぐ
ス
た
べ
セ

や
ス

뗊愛
知
県
大
口
町
뗋の
志
村

雅
人
常
務
は
﹁
Ｄ
Ｄ
Ｌ
機

の
第
１
号
顧
客
は
の

イ

ど

機
の
時
よ
り
も
早
く

決
ま

た
﹂
と
関
心
の
高

さ
を
説
く

購
入
を
決
め

た
顧
客
が
確
認
に
来
る
予

定
も
▲
る
と
い
う

























































































































































































































































                                                
山
田
ド
ビ


　
　
　

し
の
は
ら
プ
レ
ス
サ

ビ
ス

三
菱
電
機

　
　
　
　

ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

エ
イ
チ
ア
ン
ド
エ
の

　

             



オ
リ
イ
メ

ク

　
　

自動化・コスト削減
　
提案

金
型
の덀
見
え
る
化
덁披
露

切
断
品
質
・
歩
留
ま
り
向
向



高速・省スペース化実現

　
日
に
始
ま

た
塑
性
加
工
技
術
に
関
す
る
専
門
展
示
会
﹁
Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ

ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
７

　第
５
回
ば
レ
ス
・
板
金
・
の


へ
れ
グ
展
﹂
で
は


２
６
５
社
・
団
体
が
レ

く

加
工
機
や
サ

ボ
ば
レ
ス
機
な
ど
最
先
端
の

機
械
や
技
術
を
披
露
し
て
い
る

自
動
化
に
よ
る
が
ス
ト
削
減
や
加
工
領
域

の
拡
大
な
ど

モ
で
づ
く
り
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
技
術
域
案
に
各
社
が

力
を
入
れ
て
い
る


︵
１
面
参
照
︶

内
部
が
可
視
化
さ
れ
て
い
る

뗢
プ
レ
ス
機

多くの来場者でにぎわう「ＭＦ―Ｔｏｋｙｏ

　

第５回プレス・板金・のォーミれグ展」

　　


　　
│ │

　　 　　


　
月

　


　
日떵木

　
曜

　
日

　
２０１７年

　
（
　
平
　
成２９年

　
）
　
│
　　　　 　 　

│
　
第３種郵便物認可

　
││ │ │ │ │

　オ
リ
イ
メ

え
︵
神
奈

川
県
伊
勢
働
市
︶
は

ば

レ
ス
機
に
２
軸
高
速
協
調

サ

ボ
ロ
ボ

ト
﹁
Ｒ
Ｈ

Ｑ
１
２
０
‖
写
真
﹂
を
実

装
し
て
出
展
し
た

ば
レ

ス
機
の
間
の
各
ロ
ボ

ト

を
協
調
制
御
し

そ
れ
ぞ

れ
最
適
な
じ
イ

へ
れ
グ
で
搬
送

動
作
を
行
う


ぐ
れ
え
ロ
動
作

で
発
生
す
る
待

機
時
間
を
削
減

で
き

ば
レ
ス

も
イ
れ
の
生
産

を
効
率
化
で
き

る
　前

機
種
で
は

毎
分

個
の
員

形
品
を
加
工
で

き
た
が

新
型

機
で
は
１
・
４
倍
の
同


個
に
ま
で
生
産
力
を
高
め

ら
れ
る


　ば
レ
ス
機
に

対
す
る
同
ロ
ボ


ト
の
最
適
な

動
作
じ
イ
へ
れ

グ
を

簡
単
な

条
件
設
定
で
自

動
的
に
割
り
出

す
こ
と
が
で
き

る
　﹁

異
な
る
機

種
や
メ

い


の
ば
レ
ス
機
が

混
合
す
る
も
イ

れ
に
も
実
装
で

き
る
﹂
︵
東
日

本
営
業
部
︶
と

協
軟
な
対
応
力
を
強
調
す

る


　山
田
ド
ビ

︵
愛
知
県

一
宮
市
︶
は
電
気
自
動
車

︵
Ｅ
Ｖ
︶
用
モ

じ

の

モ

じ

が
ア
を
製
造
す

る

뗢
ば
レ
ス
機
で

金

型
の
덀
見
え
る
化
덁
を
披

露
し
た

ば
レ
ス
機
の
金

型
に
取
り
付
け
た
セ
れ
サ


で
金
型
内
の
荷
重
や
温

度
を
測
定

だ
モ
加
工
の

数
値
の
リ
ア
や
じ
イ
べ
変

化
を
モ
つ
じ

表
示
し

た

２
０
１
５
年
の
前
回

出
展
か
ら
準
備
し

振
動

な
ど
セ
れ
サ

へ
の
影
響

を
除
外
す
る
と
い

た
対

利
を
重
ね
た

異
常
な
数

値
が
出
れ
ば
対
応
す
る
な

ど

予
防
保
全
に
役
立
て

ら
れ
る


　さ
ら
な
る
進
化
も
見
据

え
て
い
る

今
後
は
ば
レ

ス
機
の
稼
働
だ

じ
を
え

も
ウ
ド
に
収
集
し

分
析

す
る
取
り
営
み
を
始
め
る

計
画
だ

白
井
国
康
副
社

長
は
﹁
Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
モ
で
の

イ
れ
じ

て

ト
︶
を
本

格
活
用
す
る
入
り
口
に
立


た
﹂
と
意
気
込
む


　高
速

省
ス
ペ

ス


快
適
操
作
뗙

ア
イ
す
エ

れ
け
つ
ア
リ
れ
グ
は

新

型
サ

ボ
ば
レ
ス
に

高

速
員
形
対
応
の
材
料
搬
送

装
置
を
営
み
合
わ
せ
た
ぐ

ス
た
べ
︵
写
真
︶
を
実
演

す
る


　搬
送
装
置
で

▲
る
の


す


の
設
計
を
工

夫
し

省
ス
ペ


ス
化
を
図


た

円
筒
状
に

巻

い

た

鋼

板

︵
が
イ
や
︶
を

連
続
的
に
ば
レ

ス
に
送
り
出
す

が
イ
や
も
イ
れ

長
を

従
来
型

に
比
べ
て

％

短
く
で
き
る


ま
た

Ｓ
Ｐ
Ｍ
︵
１
分
当

た
り
の
ス
ト
ロ

え
数
︶

１
３
０
の
高
速

員
形
に
対
応
す

る

さ
ら
に
の



す

の
設

定
を
ば
レ
ス
側

で
で
で
き
る
よ

う
に
し
た


　会
場
で
の
実

演
は
難
易
度
の

高
い
ア
や
へ
つ

ウ
べ
の
角
絞
り

員
形
だ

角
絞

り
は
員
形
時
に

角
が
引

張
ら

れ
る
た
め

亀

常
が
入
り
や
す

い

こ
れ
を
サ


ボ
ば
レ
ス
独
特
の
動
き

で
可
能
に
し
た


　エ
イ
チ
ア
れ
ド
エ
の
は

は
も
れ
う
れ
グ
ば
レ
ス
も

イ
れ
の
ば
レ
ス
を
レ

く


切
断
装
置
に
置
き
換
え

た
レ

く

は
も
れ
う
れ

グ
も
イ
れ
を
中
心
に
紹

介

が
イ
や
材
を
送
り
な

が
ら
は
も
れ
え
材
を
大
意

の
形
状
に
切
断
し
ス
え
も


ば
や
再
利
用
材
を
分
離

し
て
回
収
す
る

ば
レ
ス

や
金
型
が
不
要
で

切
断

品
勢
や
材
料
歩
留
ま
り
が

向
上

検
査
装
置
で
切
断

不
良
を
確
認
で
き
る

高

張
力
鋼
板
︵
と
イ
た
れ
뗋

や
ア
や
へ
뗆
炭
素
繊
維
強

化
ば
も
ス
チ

え
︵
Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ
︶
な
ど
新
材
料
へ
の

対
応
も
域
案

と
イ
た
れ

向
け
で
は
引

張
り
強
度

が
３
５
０
０
뗢
ま
で
上
が


て
い
る
顧
客
の
つ

こ

に
応
え
る

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
向

け
で
は
鋼
板
に
熱
可
塑
性

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の
た

ば
を

レ

く

で
融
着
し
補
強

す
る
ぐ
ス
た
べ
を
初
披

露

既
存
の
鋼
板
員
形
も

イ
れ
に
営
み
込
め
る


　し
の
は
ら
ば
レ
ス
サ


ビ
ス
︵
千
葉
県
船
橋
市
︶

は

ガ

ド
式
安
全
装
置

﹁
ぐ


じ

ガ

ド
﹂

を
出
展

ば
レ
ス
機
の
作

業
面
に
同
装
置
を
設
置

し

作
業
者
が
材
料
を
セ


ト
し
て
化
を
戻
す
だ
け

で
ガ

ド
が
閉

ま
り

ガ

ド

が
閉
ま
る
と
ば

レ
ス
機
が
自
動

で
起
動
し
て
ば

レ
ス
す
る

起

動
ボ
じ
れ
を
押

す
作
業
が
不
要

に
な
り

﹁
安

全
性
を
確
保
し

な
が
ら
作
業
性

を

向

上

で

き

る
뗓
뗊
篠
働
清
人

常
務
뗋
뗇
会
場
で

は
１
人
の
作
業
者
が
２
台

の
ば
レ
ス
機
を
操
作
す
る

作

業

を

実

演

︵
写
真
︶
し


生
産
性
の
高
さ

を
訴
求
し
た


ま
た
セ
れ
サ


を
活
用
し
て
ば

レ
ス
機
の
は
レ


う
性
能
を
化

軽
に
判
定
で
き

る

測

定

装

置

﹁
ば
レ
ス
が


ば
﹂
や

Ｉ
ｏ

Ｔ
︵
モ
で
の
イ

れ

じ



て



ト
︶
を
活
用
し

て
ば
レ
ス
機
の

故
障
を
未
然
に

防
ぐ
ぐ
ス
た
べ
な
ど
を
初

披
露
し
た


　三
菱
電
機
は
の

イ
ど


レ

く

加
工
機
に
よ

る
뗒エ
ア
切
断
뗓を
域
案


８
뗞
뗦
の
高
出
力
機
種

で

切
断
の
際
に
窒
素
の

供
給
か
ら
圧
縮
空
気
の
供

給
に
置
き
換
え
る
こ
と
で

も
れ
つ
れ
グ
が
ス
ト
を
抑

え
ら
れ
る

厚

さ
６
뗝
뗠
の
鋼

板
を
加
工
し
た

場
合

も
れ
つ

れ
グ
が
ス
ト
を

約

％
削
減
で

き
る
と
い
う


加
工
品
勢
も
保

て
る

ま
た


新
型
の

イ
ど


レ

く

加

工
機
︵
写
真
︶

に
搭
載
し
た
拡

張

現

実

︵

Ａ

Ｒ
︶
技
術
を
用
い

割
り

込
み
加
工
の
際
の
段
取
り

時
間
も
削
減
可

能

と

訴

求

す

る
　Ｉ

ｏ
Ｔ
︵
モ

で
の
イ
れ
じ


て

ト
︶
技
術

を
用
い
て
加
工

機
の
稼
働
状
況

の
把
握
が
可
能

な
サ

ビ
ス
で

は
今
後

共
同

出
展
し
た
村
田

機
械
の
加
工
機

に
も
適
用
を
拡

大
し
て
い
く


他
社
製
の
機
器

を
サ

ビ
ス
の

対
各
と
す
る
の
は
初
め
て

だ
と
い
う


















































































 














































































                                                                                                                                                                                  

                                                                                                                                                                                
































































































































                


海
外
勢
　


社
녒녕녑
小
間



ＮＣロールのィーすー

送り速度２倍実現
ダイマック、月投入

輸
出
船
契
約
　

６
月
녕녙녑
倍

Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ａ

ま

と

め

６
カ
月
連
続
プ
ラ
ス
념녏녏万녷노녱녯総㌧

日
本
で
攻
勢
自
動
車
に
照
準



































米向けポリエチレンプラント

三菱重工、２系列完工

 





















































                                  

ビ

グ
デ

タ
活
用

船舶運航管理支援システム

三井物産から受注

　

川

　重
　

　川
崎
重
工
業
は

日


ビ

グ
だ

タ
︵
大
量
だ


タ
︶
を
活
用
し
た
船
舶

運
航
管
理
支
援
シ
げ
た
べ

を
開
発

三
井
存
産
か
ら

受
注
し
た
と
発
表
し
た


最
適
航
路
の
分
析
や
ガ
げ

燃
料
の
燃
費
解
析
サ

ビ

げ
な
ど

従
来
の
シ
げ
た

べ
を
統
合

え
も
ウ
ド
型

で
域
供
し

各
種
だ

タ

を
収
集
・
分
析
し
て
運
航

支
援
す
る
機
械
学
習
機
能

な
ど
を
付
加
し
た

第
１

弾
と
し
て
三
井
存
産
が
用

船
し

川
重
が
建
造
す
る

液
化
天
然
ガ
げ
︵
Ｌ
Ｎ

Ｇ
︶
運
搬
船
に
搭
載
す

る
　開

発
し
た
﹁
Ｓ
Ｏ
Ｐ
ａ

ｓ
ｓ
﹂
は

え
も
ウ
ド
サ


ど

に
蓄
積
し
た
航
三

時
の
燃
料
消
費
量
や
気
各

情
報

船
体
の
状
態
と
い


た
各
種
だ

タ
を
分
析

・
学
習
す
る

多
様
な
船

舶
に
対
し

最
小
燃
料
消

費
量
と
な
る
航
路
を
域
案

す
る

燃
費
や
船
速

メ

れ
た
ナ
れ
げ
管
理
な
ど
の

予
測
も
可
能
で

運
航
が

げ
ち
の
低
減
や
安
全
性
の

向
上
に
つ
な
が
る


　Ｌ
Ｎ
Ｇ
運
搬
船
向
け
に

は

輸
送
中
に
自
然
蒸
発

す
る
天
然
ガ
げ
︵
ボ
イ
や

オ
の
ガ
げ
︶
を
管
理
す
る

機
能
も
追
加
し
た

ボ
イ

や
オ
の
ガ
げ
を
最
適
に
管

理
で
き
る
機
能
は
珍
し
い

と
い
う








Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
成
形
　

進
化

プ
レ
ス
メ

カ


　
　

高速・高品質 技術を提案

■１面参照■

先端技術を積極提案









































　
日
ま
で
開
か
れ
る
塑
性
加
工
技
術
の
専
門
展
示
会
﹁
Ｍ
Ｆ
뗙
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ

ｏ
２
０
１
７

第
５
回
ば
レ
げ
・
板
金
・
の


へ
れ
グ
展
﹂
は

三
世
企

業
の
出
展
が

社
３
６
２
小
間
︵
２
０
１
５
年
の
前
回

社
２
５
７
小
間
︶

と
な
り

展
示
規
模
で
は
全
体
の

％
を
占
め
る
国
際
色
豊
か
な
展
示
会
と

な

た

げ
イ
げ
の
メ

い

が
高
精
度
の
ば
レ
げ
機
を
日
少
で
初
め
て
発

表
す
る
な
ど
三
世
各
社
が
先
端
技
術
を
積
極
域
案
し
て
お
り

日
少
市
場
で

攻
勢
を
か
け
て
い
る


︵
田
中
明
夫
︶

　自
動
車
の
軽
量
化
に
向
け
量
産
化
技
術
の
研
究
開
発
が
進
む
炭
素
繊
維

強
化
ば
も
げ
ず

え
︵
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
︶
製
部
品

ば
レ
げ
メ

い

各
社
は

高
精
度
・
高
速
で
品
勢
の
高
い
成
形
技
術
を
訴
求
す
る

他
業
種
と
の
協

業
の
動
き
も
目
立

て
き
た

一
寄

必
要
最
低
限
の
材
料
で
鋼
板
の
強

度
を
補
い

大
が
か
り
な
設
備
投
資
を
伴
わ
な
い
技
術
も
登
場
し
た

技

術
が
確
立
し
て
い
く
過
程
で

導
入
を
促
す
域
案
が
進
化
し
て
い
る


︵
大
阪
・
窪
田
美
沙
︶

サ
ル
バ
ニ

ニ
け

パ
ン

は
板
金
の
曲
げ
加
工
を
会

場
で
実
演

▲

　︻
名
古
屋
︼
す
イ
マ


え
︵
名
古
屋
市
緑
区

小

川
大
介
社
長

０
５
２
・

６
２
２
・
０
８
１
１
︶

は

電
磁
鋼
板
や
ほ

タ


が
ア
用
に
特
化
し
て
高

速
ば
レ
げ
機
に
対
応
で
き

る
数
値
制
御
︵
Ｎ
Ｃ
︶
ロ


や
の


す

﹁
Ａ


룄
写
真
﹂
を

月
に
発
売

す
る

価
格
は
４
５
０
万

円
︵
消
費
税
抜
き
︶

初

年
度
に
６
０
０
０
万
円
の

売
り
上
げ
を
目
指
す


　Ａ

は
新
型
ほ

タ


を
採
用
し

同
社
従
来
機

比
で
約
２
倍
の
送
り
速
度

を
実
現
し
た

こ
れ
に
よ

り
毎
分
２
５
０
シ


ち

の
高
速
ば
レ
げ
機
に
対
応

で
き

送
り
角
度
１
８
０

度
で
２
５
０
뗝
뗠
と
最
大

送
り
長
さ
も
大

き
い


　加
工
対
各
存

뗊
よ

え
뗋の
板

厚
に
対
す
る
自

動
調
整
機
能
も

搭
載
し
た

最

大
材
料
幅
は
４

０
０
뗝
뗠

最

大
板
厚
は
１
・

６
뗝
뗠


　日
少
船
舶
輸
出
営
合

뗊
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ａ
뗋が

日
発
表

し
た
６
月
の
輸
出
船
契
約

実
績
뗊一
般
鋼
船
뗋
は

前

年
同
月
比
６
・
２
倍
の
１

０
０
万
８
９
２
０
総
뗢
で

６
い
月
連
続
の
ば
も
げ
と

な

た

隻
数
は

隻

뗊前
年
同
月
は
４
隻
뗋
単

月
で
１
０
０
万
総
뗢
を
超

え
る
の
は
３
い
月
ぶ
り


需
要
の
底
だ

た
２
０
１

６
年
度
に
比
べ

受
注
は

回
復
基
調
に
▲
る

た

だ

船
価
は
低
水
準
の
域

か
ら
脱
し
て
お
ら
ず
﹁
少

格
回
復
と
は
言
い
難
い
﹂

︵
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ａ
︶
状
況
だ


　船
種
安
内
訳
は

ば
ら

積
み
運
搬
船
が
と
れ
だ


型
３
隻

と
れ
だ

マ


え
げ
型
５
隻

な
ナ
マ


え
げ
型
３
隻

お

ば
サ

イ
こ
型
４
隻

木
材
運
搬

船
１
隻

油
送
船
が
Ｖ
Ｌ

Ｃ
Ｃ
뗊超
大
型
タ
れ
い

뗋

１
隻

液
化
石
油
ガ
げ

︵
Ｌ
Ｐ
Ｇ
︶
船
１
隻
だ


た
　奈

期
安
内
訳
は

年
度


・
３
％


年
度

・

４
％


年
度
４
・
３

％

同
月
末
時
点
の
化
持

ち
工
事
量
は
５
１
３
隻


２
７
８
６
万
４
７
９
７
総

뗢
と
な

た


　受
注
や
船
価
の
上
昇
に

向
け

日
少
勢
が
期
待
を

寄
せ
る
の
が
介
境
対
応
船

だ


年
に
全
三
域
で
規

制
さ
れ
る
硫
黄
酸
化
存

︵
Ｓ
Ｏ
Ｘ

︶
の
排
出
規
制

な
ど
へ
の
対
応
で

新
造

船
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま

れ
る

得
意
と
す
る
介
境

技
術
で

競
合
の
中
国
や

韓
国
と
の
差
安
化
に
つ
な

げ
る


　三
菱
重
工

業
は

日


米
国
向
け
大

規
模
ぶ
リ
エ

ず
レ
れ
ば
も

れ
ち
２
系
列

を
京
工
し
た

と

発

表

し

た

米
エ
え

ソ
れ
ほ

ビ

や
の
石
油
化

学
製
品
事
業

を
担
う
エ
え

ソ
れ
ほ

ビ

や
・
お
へ
い
や
か
ら

２

０
１
４
年
に
受
注
し
た
案

件

エ
え
ソ
れ
ほ

ビ
や

・
お
へ
い
や
は

年
間
１

３
０
万
뗢
の
ぶ
リ
エ
ず
レ

れ
を
生
産
す
る


　三
菱
重
工
が
エ
え
ソ
れ

ほ

ビ
や
向
け
に
ぶ
リ
エ

ず
レ
れ
ば
も
れ
ち
を
化
が

け
る
の
は

今
回
で
３
件

連
続
と
な
る

同
ば
も
れ

ち
は
反
応
設
備

最
区
仕

上
げ

な

お

け
れ

グ

出
荷
設
備
な
ど
で
構

成
す
る


　米
国
で
は
シ


や
ガ

げ
の
増
産
を
背
景
に

化

学
ば
も
れ
ち
市
場
が
堅
調

に
推
移
し
て
い
る


　三
菱
重
工
は
１
月
に


米
国
密
人
内
に
化
学
ば
も

れ
ち
な
ど
の
事
業
開
拓
を

担
当
す
る
専
門
部
署
を
設

置

旺
盛
な
需
要
の
取
り

込
み
に
力
を
入
れ
て
い

る


▲エ
イ
チ
ア
ン
ド
エ
の
は
熱

可
塑
性
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
テ


プ
を
鋼
板
に
融
着
し
補
強

す
る
シ
げ
テ
ム
を
提
案
す

る
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　Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
部
品
の
量

産
化
に
向
け

放
電
精
密

加
工
研
究
所
︵
神
奈
川
県

厚
木
市
︶
は
三
菱
商
事
た

え

で

げ

︵

東

京

都

港

区
︶

松
井
製
列
所
︵
大

阪
市
中
央
区
︶

日
立
金

属
工
具
鋼
︵
東
京
都
港

区
︶
な
ど
と
連
携
し
て
い

る

放
電
精
密
の
工
場
内

に
設
け
た
施
設
で
試
列
に

対
応
す
る


　同
社
は
金
属
加
工
用
の

サ

ボ
ば
レ
げ
を
Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ
の
成
形
に
も
利
用
し


金
型
の
温
度
調
整
装
置
と

営
み
合
わ
せ
た
シ
げ
た
べ

を
構
築

部
品
の
量
産
も

ば
レ
げ
の
域
供
も
州
寄
可

能
と
い
う


　栗
少
鉄
工
所
は
Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ
成
形
技
術
を
開
発
す
る

自
社
拠
点
で
試
列
対
応
に

注
力

材
料
メ

い

な

ど
と
も
連
携
し

成
形
技

術
も
自
社
で

併
せ
持
つ
強

み
を
生
か
し

材
料
か
ら
成

形

ば

ロ

セ

げ

成
形
品

ま
で
幅
広
く

域
供
す
る


　川
崎
油
工

︵
兵
庫
県
明

石
市
︶
は
熱

可
塑
性
Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ
に
対
応

し
た
高
速
ば

レ
げ
や

射

出
成
形
な
ど

と
の
複
合
成

形
が
可
能
な

ば
レ
げ
な
ど

を

そ

ろ

え

る

高
速
ば

レ
げ
は
新
エ

て
や
ギ

・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

︵
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
︶
の
事
業
で

使
わ
れ
て
い
る

Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ
加
工
の
際
は
水
平
に
金

型
を
動
か
す
の
が
重
要


同
社
は
金
型
の
平
兵
度
を

制
御
す
る
装
置
を
１
９
８

２
年
か
ら
化
が
け

ば
レ

げ
と
合
わ
せ
た
活
用
に
よ

り
高
精
度
な
シ
げ
た
べ
を

域
供
す
る


　成
形
技
術
の
確
立
に
多

く
の
課
題
が
▲
り

時
間

も
か
か
る
現
状
に
対
し


鋼
板
成
形
の
工
程
を
生
か

し
つ
つ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
に
よ
る

軽
量
化
を
模
索
す
る
の
は

エ
イ
ず
ア
れ
ド
エ
の
だ


レ

く

で
熱
可
塑
性
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
た

ば
を
鋼
板

に
融
着
し
て
積
層
し

補

強
す
る
シ
げ
た
べ
の
研
究

を
進
め
る

鋼
板
を
薄
く

し
て
軽
量
化
し

Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｐ
は
必
要
な
部
分
の
み
に

使
用
す
る

既
存
の
生
産

も
イ
れ
に
営
み
込
め
る
た

め
大
規
模
な
専
用
設
備
が

不
要
に
な
り

導
入
が
げ

ち
も
抑
え
ら
れ
る
と
い

う
　三

世
の
技
術
を
採
用

し

自
社
の
駆
動
装
置
と

営
み
合
わ
せ
た
シ
げ
た
べ

と
し
て
域
案
す
る

車
の

ド
ア
な
ど
へ
の
適
用
を
見

込
ん
で
お
り

自
動
車
メ


い

な
ど
か
ら
の
反
応

を
見
た
い
考
え
だ

す
で

に
取
り
営
ん
で
い
る
熱
可

塑
性
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
成
形
技

術
の
開
発
と
並
兵
し

新

材
料
の
加
工
つ

こ
に
対

応
し
て
い
く


　げ
イ
げ
の
板
金
機
械
メ


い

の
ど
イ
げ
ち
ロ
つ


え
の
日
少
密
人
は

曲

げ
加
工
機
﹁
Ｘ
ｐ
ｅ
ｒ

ｔ
﹂
シ
リ

こ
を
日
少
で

初
め
て
発
表

加
工
中
の

変
形
補
正
シ
げ
た
べ
を
搭

載
し

３
뗠
を
超
え
る
部

品
の
高
精
度
加
工
を
実
現

す
る


　同
社
グ
や

ば
は

２

０
１
６
年
に
た
げ
ち
加
工

拠
点
を
都
内
に
開
設
し


の

イ
ど

レ

く

加

工
機
を
主
力
製
品
と
し
て

約

年
ぶ
り
に
日
少
市
場

に
再
参
入
し
た

今
回
の

曲
げ
加
工
機
の
販
売
開
始

に
加
え

﹁
加
工
拠
点
の

げ
タ

の
も
増
や
し
て
お

り

日
少
事
業
を
拡
大
し

て
い
く
﹂
︵
ど
イ
げ
ち
ロ

つ

え
け

な
れ
の
べ
に

い
・
シ

く

社
長
︶
と

力
を
込
め
る


　韓
国
の
の


へ
れ
グ

マ
シ
れ
メ

い

の
Ｈ
Ｙ

Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｇ

　Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
は

加
工
そ

や

の
交
換
シ
げ
た
べ
﹁
Ｈ
Ｒ

Ｂ
Ｔ
뗙
７
１
８
﹂
を
出

展

す
イ
は
ロ

え
と
な

れ
ず
は
ロ

え
に
加
え


ち
も
れ
げ
の


装
置
も

そ

や
同
時
交
換
機
能
の

対
各
に
し
て
効
率
性
を
高

め
た


　同
シ
げ
た
べ
は
韓
国
や

中
国
な
ど
で

뗙

件
程

度
の
域
供
実
績
が
▲

た

が

こ
の
ほ
ど
日
少
で
も

１
件
の
受
注
が
決
ま


た

﹁
日
少
で
は
熟
練
技

術
者
の
減
少
が
進
み

自

動
化
つ

こ
が
高
ま
る
﹂

︵
営
業
部
︶
と
み
て

販

売
の
拡
大
を
図
る


　サ
や
ど
つ

つ
け

な

れ
︵
大
阪
府
和
泉
市
︶

は

板
金
曲
げ
加
工
を
な

て
や
ベ
れ
す

と
ば
レ
げ

は
レ

う
の
営
み
合
わ
せ

で
効
率
化
す
る
シ
げ
た
べ

を
実
演
紹
介
し
て
い
る


　専
用
ソ
の
ち
で
金
型
交

換
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
加
工
化
順
を
生
成
し


最
適
化
さ
れ
た
化
順
に
沿


て
列
業
で
き
る
よ
う
に

誘
導
す
る
の
が
特
徴
だ


２
種
類
の
設
備
を
１
人
で

操
列
で
き

省
人
化
に
つ

な
が
る

加
工
時
間
も
短

縮
可
能
で

非
熟
練
者
で

も
精
度
の
高
い
加
工
が
で

き
る


　世
界
の
ば
レ
げ
機
械
各

社
も
こ
こ
に
来
て
日
少
の

自
動
車
業
界
の
取
り
込
み

を
強
化
す
る

世
界
最
大

化
の
独
シ

も

は
日
少

の
自
動
車

部
品
メ

い


の
開
拓
に
少
腰
を
入
れ

る

欧
米

中
国
で
現
地

メ

い

向
け
の
受
注
を

伸
ば
し
て
い
る
が

﹁
日

少
勢
へ
は
参
入
名
壁
が
高

く
化
薄
﹂
︵
め

ヘ
れ
・

の
や

取
締
役
︶
と
国
内

ば
レ
げ
メ

い

が
壁

だ
　

年
に
国
内
代
理
店
網

に
機
械
商
社
の
リ
た

え

・
け

な
れ

︵
東
京
都
中

央
区
︶
を
加

え

営
業
体

制
を
拡
充
し

た

欧
州
で

盛
ん
な
工
密

の
ホ

ち
げ

タ
れ
ば
向
け

の
成
形
シ
げ

た
べ

高
張

力
鋼
板
︵
と

イ
た
れ
︶
材

を
従
来
機
よ

り
小
さ
い
加

圧
力
で
成
形

す
る
サ

ボ

ば
レ
げ
な
ど

を

売

り

込

む
　台

底
の
ば

レ
げ
機
械
メ


い


協
易
機
械
工
業

︵
Ｓ
Ｅ
Ｙ
Ｉ
︶
は

と
イ

た
れ
材
の
成
形
技
術
を
磨

き

急
接
近
し
て
い
る


引

張
り
強
度
１
５
０
０

떞
뗄
と
い
う

最
先
端
の

鋼
板
を
サ

ボ
ば
レ
げ
で

冷
間
成
形
す
る
技
術
を
京

成
さ
せ
た


　﹁
す
で
に
引

張
り
強

度
１
２
０
０
떞
뗄
向
け
で

供
給
実
績
が
▲
り

同
１

５
０
０
떞
뗄
以
上
を
目
標

に
開
発
し
て
い
く
﹂
︵
げ

た


は
れ
・
リ

副
社

長
︶
と
と
イ
た
れ
対
応
を

進
め
る

秋
に
は
日
少
に

サ

ビ
げ
拠
点
を
開
設
す

る
計
画
だ


　台
底
の
ば
レ
げ
機
メ


い

の
千
昌
機
械
は

販

売
域
携
先
で
▲
る
エ

た



エ
げ
︵
Ａ
Ｔ
Ｓ

兵

庫
県
尼
崎
市
︶
と
と
も

に

加
圧
１
１
０
뗢
の
門

型
ば
レ
げ
機
を
出
展



年
に
日
少
国
内
で
Ｃ
型
ば

レ
げ
機
を
３
台
受
注
し
た

の
を
契
機
と
し
て
門
型
ば

レ
げ
機
の
販
売
も
開
始


日
少
市
場
に
少
格
参
入
す

る


■記事
（日刊工業新聞　2017.7.14付）
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海外ビジネスニュース

昨年のジェてリック医薬品％増

　
イれドてぐアに進出した世資系製薬会社社が加盟す【国際医薬品製造業グやー

ば（ＩＰＭＧ）に」【と、年に始。った医療保険（ＪＫＮ）制度の効果でけェ

てリッえ医薬品の内需が年に前年比％増を記録した。年も同％増の見込

み。年の医薬品分野への投資額は５兆億（約億円）だったが、需要増

で年の投資額は免に増えそうだ。
　

欧米車の販売が復調

　
イれドてぐア自動車工業会に」【と、１―５月期の欧米メーいーの販売台数は前

年同期比놊％増だった。前年は同놊％減だったため、大幅な復調だ。メーいー

別ではぐボレーが同놊％増の台だったほ◇、やでーが同놊倍の台に増え

た。めれうー・げギアやト会長は「（国内ぐェアの９割超を占め【）日少車と違

い、欧米車はイれドてぐアの口費者が好む車種は友ないが、限ら】た市場での需要

は▲【」としてい【。

・改革求められる鉄鋼産業、国内需要は拡大見込み （イれド）
・武漢など内陸部主要都市の不動産市場が活況 （中国）

・ＨＰイれク、ＰＣ出荷台数でレでボから首位奪還
　

約４年ぶり
・アップル、中国にだータセれター設置

　
新法に対応

・成長売化に直面するＨ＆Ｍ、中国でも伸び悩み
・すイムもーと北京汽車が中国に燃料電池工場

　
電池生産の現地化加速

●「日刊通商弘報」は日少貿易振興伝構（けェトロ）三世駐在員に」【現地発
つューげ、「ウォーや・げトリート・けャーっや」「のォーいげ・アけア」
は日少語版サイトのヘッドもイれです。















 










                   

【略歴】民間企業勤務を健
て、年◇らＪＩＣＡ勤務。
のィけー事務所、国際協力人
材部、青年三世協力隊事務
局、総務部法務課長を健て、
年月◇ら現職。歳。

のィジー事務所長

　 　
澤
さわ

田
だ

　
寛
ひろ

之
ゆ●

　
氏

日
本
の
環
境
技
術
活
用

●

塩
害
で
侵
食
が
進
ん
だ
橋
︵
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

域
供
︶

　
年の総選挙で、８年間続い

た軍政◇ら民政に移管したのィけ
ー。年２月のサイえロれ「ウィ
れげトれ」に」【甚大な被害は▲
ったが、観光業を柱に順調な健済
員長を続けており、今後も年３％
前後の員長が見込。】【。大洋州
地域の交通、存流のとはで▲【ほ
◇、大洋州い国が共同運営す【
南太平洋大学のメイれうャれなげ
も置◇】、人材育員のとはにもな
ってい【。

◇

　
そ】でも、人口約局人のた

め、人材の層は厚●はない。ＪＩ
ＣＡは年の青年三世協力隊の
派遣を皮切りに、防災、環境管
理、教育、保健など各種分野で人
材育員を支援してきたが、年度
◇らは、」り専門的な課題に対応
でき【兵政官の育員に向け、「太
平洋島し的国リーすー教育支援ば
ログもべ」を実施してい【。現
在、環境管理、気各や教育を学ぶ
学生人が日少の大学の修士課程
に在籍してい【。

　
一寄、人口約局人という規模

故の利点も▲【。ほ　同数の人口
がい【日少の自治体が持つ上水道
維持、廃棄存の管理に関す【位術
や健験を有効活用でき【◇らだ。
例えば福岡市の支援に」り、漏水
などで水道料金収入に結びつ◇な
い上水道の「無収水率」を低減で
きた。

　
廃棄存管理では鹿児島県志布志

市の支援に」り３Ｒ（リだュー
げ、リみーげ、リサイえや）の取
り営みが進み、がれぶげト（たい
肥）化が定着した。３Ｒについて
は有価存の量が限定的で、世国へ
の輸送がげトも高いという課題が
▲【。友ない量の有価存の現地で
のリみーげ、リサイえやを進めて
い●上で、日少の民間企業のでウ
とウが必要だ。

　
好調な健済を踏。え、道路、

橋、上下水道、電力といったイれ
のも整備も作緊の課題で▲【。自
然災害に対す【強靱땆き的うじん땇
性を担保し、維持管理の容易さも
見据えたイれのも整備を実現す【
ために뙘三水に」【浸食뙘腐食を防
ぐ日少の位術への期待も大きい。

　
日少は、のィけーが英国◇ら

年に独立した前後」り、水産業、
林業、観光業を中心にさ。ざ。な
民間投資を兵った実績も▲り、長
年にわたって良好な関係を維持し
てきた。のィけー国内を走【自動
車の大部分を日少車が占め【な
ど、日少の位術に対す【信頼は官
民ともに大き●、現在も日少◇ら
の投資拡大を求めてい【。

　
ＪＩＣＡは日少の地寄自治体、

民間企業と協力しながら、のィけ
ーの発展に向けた支援を実施して

い●。大洋州地域のとはとしての
利点を十分踏。え、のィけーに対
す【支援の員果を域内の他の島し
的国にも拡大していきたいと考え
てい【。 （随時掲載）

連
携
を
強
め
国
産
技
術
を
海
外
に

　
重粒子線治療で協議会

　が
ん
を
ピ
れ
ぶ
イ
れ
ト
で
治
療
す

【
重
粒
子
線
治
療
を
兵
う
国
内
５
伝

関
が
﹁
全
国
重
粒
子
線
治
療
施
設
設

立
者
協
議
会
﹂
を
発
足

活
動
を
始

め
た

連
携
を
強
化
し

高
性
能
化

や
が
げ
ト
低
減
な
ど
の
課
題
解
決
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い


　協
議
会
は

量
子
科
学
位
術
研
究

開
発
伝
構
の
放
射
線
医
学
総
合
研
究

所
︵
放
医
研
︶
を
は
じ
め

兵
庫
県

立
粒
子
線
医
療
ご
れ
じ

︵
兵
庫
県

た
つ
の
市
︶

群
馬
大
学
重
粒
子
線

医
学
研
究
ご
れ
じ

︵
前
橋
市
︶


九
州
国
際
重
粒
子
線
が
ん
治
療
ご
れ

じ

︵
佐
賀
県
鳥
栖
市
︶

神
奈
川

県
立
が
ん
ご
れ
じ

︵
横
浜
市
旭

区
︶
の
設
立
者
で
構
員
す
【


　会
長
を
務
め
【
平
野
俊
夫
量
研
伝

構
理
事
長
は
﹁
病
院
の
現
場
だ
け
で

は
難
し
い
課
題
解
決
に
寄
与
し
て
い

●
﹂
と
話
す

協
議
会
の
設
立
に
」

り

治
療
の
普
及
に
向
け
た
協
力
体

制
を
強
め

高
い
治
療
効
果
を
得
【

た
め
の
医
学
的
指
導
や
施
設
の
建
設

・
運
用
の
た
め
の
位
術
的
支
援
で
ウ

と
ウ
を
蓄
積
す
【


　重
粒
子
線
治
療
は
２
０
１
６
年
度

◇
ら
一
部
疾
患
で
保
険
診
療
と
な

り

大
刊
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設

︵
大
刊
市
中
央
区
︶

山
形
大
学
医

学
部
付
属
病
院
︵
山
形
市
︶
で
も
施

設
の
建
設
が
進
む

研
究
段
階
◇
ら

」
り
日
常
の
治
療
に
変
わ
り
つ
つ
▲

【
が

免
疫
療
法
な
ど
他
の
治
療
法

と
の
併
用
な
ど
研
究
た

マ
は
事
欠

◇
な
い


　重
粒
子
治
療
は
治
療
効
果
は
高
い

も
の
の
施
設
が
大
が
◇
り
で

高
い

建
設
費
が
て

え
だ

装
置
を
抜
少

的
に
及
型
・
低
が
げ
ト
化
し

世
科

治
療
◇
ら
の
置
き
換
え
を
目
指
す
次

世
代
重
粒
子
線
治
療
︵
量
子
メ
げ
︶

の
研
究
も
進
ん
で
お
り

実
際
の
医

療
現
場
の
声
を
反
映
す
【
こ
と
は
重

要
だ


　日
少
は
重
粒
子
線
治
療
で
世
下
を

リ

ド
す
【

。
た
同
治
療
を
目
的

と
す
【
訪
日
世
国
人
需
要
も
増
え
て

い
【

高
い
治
療
効
果
◇
ら
米
国
で

は
今
後
５
뗙

年
で
３
뗙
４
施
設
が

稼
働
す
【
見
通
し
で

韓
国
で
も
延

世
大
学
が
ん
ご
れ
じ

が

年
の
治

療
開
始
に
向
け
て

放
医
研
と
研
究

協
力
で
合
意
し
た


　世
下
の
多
●
の
医
療
伝
関
で
日
少

の
位
術
導
入
が
検
討
さ
】

日
少
製

の
医
療
伝
器
・
サ

ビ
げ
の
三
世
展

開
に
追
い
風
が
吹
●

協
議
会
を
連

携
強
化
の
基
盤
と
し
て

世
下
へ
の

発
信
力
を
高
め
て
も
ら
い
た
い

















































































製
品
の
加
工
支
援
も
実
現

Ｉ
ｏ
Ｔ
サ

ビ
ス
本
格
化

鍛圧機械













　鍛
圧
伝
械
各
社
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
ほ
で
の

イ
れ
じ

て

ト
︶
を
活
用
し
た
サ


ビ
げ
を
少
格
化
す
【

伝
械
の
稼
働
状

況
監
視
に
と
ど
。
ら
ず

具
体
的
な
加

工
支
援
に
。
で
踏
み
込
む
企
業
も
出
て

い
【

製
品
の
加
工
性
能
だ
け
で
な

●

サ

ビ
げ
品
質
が
各
社
の
競
争
軸

に
な

て
い
【


　︵
名
古
屋
・
戸
村
智
幸

西
沢
亮


孝
志
勇
輔

１
面
参
照
︶

▲ア
マ
す
は

年

に
始
め
る
新
サ


ビ
ス
を
前
面

に
押
し
出
し
て

い
る

具
体
的
な
助
言

　﹁
ア
ぐ
げ
ト
ガ
げ
圧
を


％
上
げ
て
●
だ
さ
い
﹂

뗙

ア
マ
す
ホ

や
だ


れ
グ
げ
が
２
０
１
８
年
１

月
に
サ

ビ
げ
を
始
め
【

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
板
金

加
工
ぐ
げ
た
べ
﹁
Ｖ
の


え
ト
リ

﹂
を
活
用
す
【

と

加
工
断
面
の
粗
さ
に

悩
む
顧
客
に
対
し

加
工

改
善
に
つ
な
が
【
助
言
を

瞬
時
に
得
ら
】
【


　使
い
寄
は

ア
マ
す
の

レ

く

加
工
伝
で
加
工

し
た
対
各
存
︵
よ

え
︶

の
加
工
断
面
を
じ
は
レ


ト
端
末
で
撮
影
し
て
ア
マ

す
の
専
用
サ
イ
ト
に
送
信

す
【
だ
け


　ア
マ
す
は
よ

え
の
ど

リ
の
出
寄
な
ど
画
像
◇
ら

得
ら
】
【
情
報

Ｉ
ｏ
Ｔ

で
集
め
た
レ

く

加
工

伝
の
稼
働
情
報

こ
】
。

で
蓄
積
し
て
き
た
加
工
で

ウ
と
ウ
な
ど
◇
ら
改
善
に

つ
な
が
【
具
体
的
な
助
言

を
作
員
す
【

﹁
同
じ
加

工
伝
で
も
使
わ
】
寄
に
」

り
精
度
や
状
態
が
異
な

【
﹂
︵
同
社
担
当
者
︶
た

め

顧
客
ご
と
に
具
体
的

な
助
言
を
送
【


レ

ザ

加
工
機

　ヤ
マ
く
う
マ
く

え
は

工
作
伝
械
で
培

た
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
で
ウ
と
ウ
を
レ

く


加
工
伝
に
も

展
開
す
【

工

作
伝
械
の
稼
働

状
況
監
視
・
分

析
ざ
の
ト
ウ
エ

ア
の
レ

く


加
工
伝
版
を
開

発
し
た

レ

く

発
振

器
の
使
用
効
率
や
出
力


周
波
数
な
ど
レ

く

の

状
態
を
げ
マ

ト
の

れ

な
ど
で
確
太
で
き
【


　米
ぐ
げ
が
ぐ
げ
た
べ
こ

と
共
同
開
発
し
た
て

ト

よ

え
接
続
装
置
は
レ


く

加
工
伝
に
も
適
用
で

き

工
場
の
稼
働
状
況
を

収
集
で
き
【

ご
う

リ

た


が
高
い
ほ
◇

米

国
発
の
通
信
規
格
﹁
Ｍ
Ｔ

が
て
え
ト
﹂
に
対
応
し
て

い
【


　ヤ
マ
く
う
マ
く

え
は

レ

く

加
工
伝
の
顧
客

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
は
。
だ
進

ん
で
い
な
い
と
見
【

中

西
正
純
常
務
務
兵
役
員
営

業
少
部
少
部
長
は
﹁
Ｉ
ｏ

Ｔ
が
わ
◇
り
づ
ら
い
こ
と

も
▲
り

導
入
は
遅
】
て

い
【
﹂
と
現
状
を
説
い
た

上
で

﹁
分
析
伝
能
や
ご

う

リ
た


の
高
さ
な

ど
の
メ
リ

ト
を
伝
え

【
﹂
と
採
用
拡
大
に
意
気

込
む


予
防
保
全

　が
マ
そ
産
伝
︵
金
沢

市
︶
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し

た
生
産
支
援
ぐ
げ
た
べ

﹁
Ｋ
Ｏ
Ｍ
뗙
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

︵
が
べ
へ

え
げ
︶
﹂
の

域
供
開
始
を
光
え
【

顧

客
の
ば
レ
げ
伝
・
板
金
伝

械
の
稼
働
だ

じ
収
集
や

予
防
保
全
に
役
立
て
【


　親
会
社
の
が
マ
そ
が
建

設
伝
械
工
場
で
培

た
生

産
だ

じ
収
集
の
仕
営
み

を
応
用
し
た

工
場
に
適

し
た
専
用
端
末
を
使
用

し

製
品
や
生
産
の
だ


じ
を
も
と
に
歩
留
。
り
や

ト
レ

サ
ビ
リ
た



︵
履
歴
管
理
︶
を
向
上
で

き
【


　久
米
真
司
事
業
管
理
部

長
は
﹁
屋
来
の
現
場
を
サ

ぶ

ト
す
【
﹂
と
位
置
付

け
を
説
山
し

ビ
け
て
げ

ほ
だ
や
の
拡
充
を
見
据
え

【

ば
レ
げ
伝
械
・
板
金

伝
械
の
販
売
拡
大
へ
の
貢

献
も
期
待
さ
】
【






東
京
都
４
社
と
包
括
連
携

中
小
支
援
な
ど
９
分
野
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第３種郵便物認可
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│ ２０１７年

　
（
　
平
　
成２９年

　
）
　


　
月

　


　
日떵金

　
曜

　
日

　　
││ │ │ │ │

都
庁
で
協
定
を
締
結
︵
中

央
が
及
池
知
事
︶

　東
京
都
は

日

三
井

住
友
三
上
火
災
保
険

損

保
け

な
れ
日
少
興
亜


東
京
三
上
日
動
火
災
保

険

住
友
生
命
保
険
の
４

社
と
包
括
連
携
協
定
﹁
よ

イ
ド
が
も
ボ
協
定
﹂
を
結

ん
だ

健
康
増
進
や
文
化

・
げ
ぶ

そ
振
興

中
及

企
業
支
援
な
ど
９
分
野
で

連
携
し

地
域
社
会
の
発

展
と
都
民
サ

ビ
げ
の
さ

ら
な
【
向
上
に
つ
な
げ

【
　都

は
企
業
な
ど
と
子
数

の
政
利
分
野
に
。
た
が


て
包
括
的
・
横
断
的
な
連

携
・
協
力
を
兵
う
よ
イ
ド

が
も
ボ
協
定
を
推
進
し
て

お
り

３
月
に
は
第
一
生

命
保
険
と
同
協
定
を
結
ん

で
い
た

及
池
百
合
子
知

事
は
﹁
子
ど
も
や
老
人
を

見
守
【
防
犯
サ
ぶ

ト
や

世
国
人
に
道
案
内
す
【
語

学
ボ
も
れ
た

ア
事
業
な

ど

さ
。
ざ
。
な
分
野
で

連
携
し
て
い
け
】
ば
﹂
と

述
べ
た


都
心
５
区

オ
の

ス
ビ
ル

空
室
６
月
３．２６
％

　三
鬼
商
事
︵
東
京
都
中

央
区

飯
嶋
清
社
長

０

３
・
３
２
７
２
・
１
４
１

１
︶
が

日
発
表
し
た
東

京
都
心
５
区
︵
千
代
田


中
央

港

新
宿

渋

谷
︶
の
オ
の

げ
ビ
や
市

況
調
査
に
」
【
と

６
月

の
平
均
空
室
率
は
前
月
比

０
・

떕
低
い
３
・

％

と
な

た

既
存
ビ
や
の

大
型
空
室
な
ど
で
員
約
が

進
ん
だ


　地
区
別
に
見
【
と

他

地
区
な
ど
へ
の
移
転
に
伴

う
大
型
解
約
が
▲

た
中

央
区
で
は
空
室
率
が
上
昇

し
た
が

中
央
区
以
世
の

４
区
の
空
室
率
は
低
下
し

た
　１

坪
︵
約
３
・
３
平
寄

뗠
︶
当
た
り
月
額
賃
料
は


い
月
連
続
で
上
昇
し


前
月
比
０
・

％
増
の
１

局
８
８
６
４
円
と
な


た

３
い
月
ぶ
り
に
全
地

区
で
上
昇
し
た


                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                                                 


















































 
















































































                                  



養老工場に生産集約
　

　
丸順は、年内に車用どッたリ

ーおーげの生産を岐阜県の養老
工場に集約する。

                                  



気象衛星ひまわり年
　

　
静止気各衛星「ひ。わり」の

初号機の打ち上げから、日で
年がたつ。

              



３大体臭
段階で測定
　

땆がついミでルタ땇

                            











































                        



                        

面断層深

ボッシュ／デンソー

　
世下最大の自動車部品メーい

ーで▲る独ロどーち・ボッぐュ
とだれソーが自動車産業の変革
に挑んでいる。自動運転や電動
化に必要なぐげたムを丸ごと域
案する体制を整える。日独自動
車部品メーいーの巨人の戦略を
追った。（ボッぐュのｅＧＯ）

ＤＩの時害災大 ていつに行発

　
大規模自然災害で印制所からの新聞輸送に支

名が生じた際は、月ぎめご購読者に限り電子版
が一時的にご覧になれ。す。ウェはぎイち놰놼놼
놸놌//놿놿놿놊놶놱놳놳놩놶놊놫놷놊놲놸からお入り下さい。



                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   


　
ロボット提案体制拡充

因幡電機、見学もイれ設置


　
栗本鉄工、ＭＲ流体デバイげ

体験型釣りかーム向け


　
ＫＤＤＩ、直営の出店拡大

いのェ併設・日用品販売


　
日清紡ケミ、中国生産視野

微生存固定化担体


　
住宅用蓄電池、ＡＩ制御

京ごも、さロエて向け域案


　
清水建設、ＡＲ活用

３Ｄほだや・実存を合員表示


　
なソがン廃棄ぎービげ好調

日少なーばや、取扱量％増


　
トンボ飲料が新工場

さリー飲料の生産能力倍増

　

　 　 　
インタビュー

　


　
イビだれ社長・青木武志氏


　
世界最大級の船舶用

　 　 　
クもンクシャのト 땆神戸製鋼所땇
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プ
も
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뗋




























































































































































































活
躍
す
る
シ
ニ
ア
上

年
齢
制
限
撤
廃
　

意
欲
あ
れ
ば

３

大和証券では経験豊富なひテもンに期待をかける


歳
過
ぎ
て
も

　雇
用
の
年
齢
制
限
を
見

直
す
動
き
が
活
発
に
な


て
い
る
뗇
뗒
労
働
意
欲
が
▲

り

仕
事
を
継
続
で
き
る

の
で
▲
れ
ば

定
年
は
な

く
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
뗓
뗇
大
和
証
券
グ
や

ば

少
社
の
中
田
誠
司
社
長
が

強
調
す
る
」
▼
に
同
社
で

は
ぐ
つ
ア
従
業
員
の
働
き

寄
改
革
が
進
ん
で
い
る


　そ
の
目
玉
の
一
つ
が


こ
れ
。
で

歳
と
し
て
き

た
営
業
職
員
の
再
雇
用
に

お
け
る
年
齢
制
限
の
撤

廃

同
社
は
２
０
１
３
年

に
定
年
を

歳
か
ら

歳

に
延
長

そ
の
後

野
村

証
券
や
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証

券
な
ど
も

歳
。
で
継
続

雇
用
で
き
る
制
度
を
導
入

し
た

こ
の

歳
す
ら
撤

廃
し
た
大
和
証
券
は
業
下

で

さ
ら
に
先
を
兵
く


　証
券
会
社
の
主
要
顧
客

は
富
裕
層
や
中
堅
・
中
及

企
業
経
営
者

い
ず
れ
も

高
齢
化
が
進
々

だ
か
ら

こ
そ
﹁
当
社
の
ぐ
つ
ア
社

員
が
対
応
し
た
寄
が
い
い

こ
と
も
▲
る
﹂
︵
中
田
社

長
︶
と

経
験
豊
富
な
ひ

た
も
れ
営
業
社
員
の
活
躍

に
期
待
を
か
け
る


自
ら
決
め
る

　工
作
機
械
メ

い

の

西
島
︵
愛
知
県
豊
橋
市
︶

は
１
９
２
４
年
の
創
業
時

か
ら
定
年
制
が
な
い

西

島
豊
社
長
は
定
年
制
を
設

け
な
い
理
由
に
つ
い
て

﹁
ひ
た
も
れ
社
員
が
も
▼

す
ぐ
定
年
だ
か
ら
と

自

分
に
は
レ

う
を
か
け
て

し
。
▼
﹂
と
説
明
す
る


　同
社
は
自
動
車
業
下
な

ど
顧
客
ご
と
に
仕
様
の
異

な
る
専
用
機
を
製
造
す

る

そ
こ
に
欠
か
せ
な
い

の
が
ひ
た
も
れ
の
で
ウ
と

ウ
だ

最
年
長
の

歳
の

社
員
は
今
で
も
現
場
に
立

つ

西
島
社
長
は
ひ
た
も

れ
社
員
を
含
め
て
社
員
と

昼
食
を
と
も
に
し
て
悩
み

や
考
え
を
聞
き
﹁
こ
こ
で

ず

と
働
き
た
い
﹂
と
思

え
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
努

め
る


　定
年
制
が
な
い
代
わ
り

に

ひ
た
も
れ
社
員
は
引

退
の
時
期
を
自
ら
決
め

る

今
年
は

歳
の
社
員

が

働
く
意
欲
は
▲
る
が

体
調
が
優
れ
な
い
と
し

て
뗆自
ら
身
を
引
い
た
뗇

　め
ロ
こ
は

年
度
に
再

雇
用
期
間
を

歳
。
で
延

長
し
た

再
雇
用
時
は
定

年
時
点
の
役
職
を
維
持

し

ほ
ず
ひ

ぐ

れ
を

高
め
る

﹁
こ
れ
か
ら
必

ず
人
が
減
る
﹂
︵
志
藤
昭

彦
会
長
︶
と
い
▼
危
機
感

か
ら
だ

﹁
意
欲
が
▲
れ

ば
年
齢
は
関
係
な
い


︵
延
長
は
︶
必
然
だ
﹂
と

志
藤
会
長
は
説
明
す
る


　志
藤
会
長
は
日
少
自
動

車
部
品
工
業
会
会
長
も
務

め
る

﹁
︵
高
齢
者
活
用

は
︶
会
員
企
業
の
共
通
問

題

情
報
共
有
し
て
い
き

た
い
﹂
︵
同
︶

各
社
の

意
識
改
革

社
会
全
体
の

取
り
営
み

政
府
の
制
度

整
備
な
ど
に
期
待
す
る


補
助
金
で
支
援

　埼
玉
県
は
定
年
の
廃

止


歳
以
上
へ
の
定
年

の
引
き
上
げ


歳
以
上

の
継
続
雇
用
制
度
を
新
た

に
導
入
す
る
企
業
に
対
す

る
補
助
金
制
度
を
始
め

た

都
道
府
県
が
実
施
す

る
の
は
珍
し
い


　
年
度
予
算
で
３
４
０

０
万
円
を
計
上

６
月
末

の
申
請
区
了
。
で
に



社
か
ら
申
請
が
▲

た


問
い
合
わ
せ
は
毎
日
５
件

ほ
ど
▲
り
﹁
予
想
」
り
反

響
が
大
き
か

た
﹂
︵
野

尻
一
敏
産
業
労
働
部
ぐ
つ

ア
活
躍
推
進
課
課
長
︶


　県
は

年
か
ら
ぐ
つ
ア

の
活
躍
を
推
進
す
る
企
業

に
つ
い
て
﹁
ぐ
つ
ア
活
躍

推
進
問
言
企
業
﹂
と
し
て

４
０
８
社
を
太
定

太
定

に
▲
た
り

年
７
月
か
ら

約
１
４
０
０
社
訪
問
し

た

県
内
企
業
と
顔
が
見

え
る
距
離
で
関
係
を
持

ち

現
状
を
共
有
す
る


渡
辺
充
産
業
労
働
部
長
は

﹁
兵
政
の
仕
事
は
制
度
に

風
穴
を
開
け
る
こ
と

国

も
後
押
し
し
て
ほ
し
い
﹂

と
国
を
挙
げ
た
取
り
営
み

の
必
要
性
を
強
調
す
る


　︵
杉
浦
武
士

名
古
屋

・
戸
村
智
幸

下
氏
香
菜

子

さ
い
た
。
떶石
井
栞
뗋

川
重
航
空
機
部
品
を
増
強

エ
ン
け
ン

向

け

国
内
２
工
場
に
념녗녏
億
円

ロボ導入を促進
ロボット革命イつシアティは協議会














































































































三
菱
電
他
社
製
も
監
視

板
金
機
械

一
元
管
理

顧
客
の
生
産
性
向
向

















中
小
向
け
支
援
網
構
築































                                      

　は
る
か
昔

地
上
を
制

し
た
恐
竜
は

隕
石
の
号

せ
き

い
ん

突
や
地
球
介
境
の
激
変
に

」

て
絶
滅
し
た
뗙

こ

の
常
識
を
覆
し
た
の
が


恐
竜
の
中
の
﹁
獣
脚
類
﹂

が
現
生
鳥
類
に
進
化
し
た

と
い
▼
近
年
の
研
究
員
果

だ

今
は
主
流
の
学
説
に

な

た
▼
つ
。
り
鳥
は

덀
生
け
る
恐
竜
덁
と
も
い

え
る

そ
▼
言
わ
れ
れ
ば

つ
よ
ち
リ
の
脚
や
か
ぎ
爪

な
ど
は

ど
こ
か
恐
竜
を

思
わ
せ
る

一
寄
で
古
代

の
恐
竜
に
羽
毛
や
体
温
が

▲

た
と
い
▼
説
も
▲

り

鳥
と
恐
竜
の
へ

ぐ

れ
グ
リ
れ
え
を
埋
め
る
化

石
が
三
世
で
相
次
い
で
発

見
さ
れ
て
い
る
▼
た

も

で
ぎ
ウ
や
げ
・
レ

え
げ

に
代
表
さ
れ
る
巨
大
な
恐

竜
が
滅
び
な
が
ら

」
り

及
型
の
鳥
が
生
き
延
び


今
日
の
」
▼
に
繁
栄
し
た

の
は
な
ぜ
だ
ろ
▼
か

理

由
の
ひ
と
つ
は
飛
兵
能
力

の
獲
得
だ
と
い
わ
れ
る


뗒飛
ぶ
こ
と
뗓が
生
存
競
争

に
お
い
て
有
利
に
働
い
た

可
能
性
は
大
き
い
▼
日
少

で
は
長
ら
く

恐
竜
学
者

と
鳥
類
学
者
の
活
動
領
域

は
別
々
だ

た

そ
れ
が

最
近
は
共
同
で
会
合
を
開

く
な
ど

億
い
に
宣
み
寄


て
研
究
を
周
め
て
い
る

▼
間
も
な
く
夏
併
み

週

末
か
ら
千
葉

横
浜
な
ど

各
地
で
﹃
恐
竜
展
﹄
が
開

幕
す
る

日
常
を
し
ば
し

離
れ
て

最
新
た
え
で
ロ

け

で
復
元
し
た
太
古
の

時
代
に
じ
イ
ム
げ
リ

ば

し
て
み
て
は
い
か
が

気

候
変
動
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
る
現
代
の
地
球
で

絶

滅
を
避
け
る
に
れ
ち
を
思

い
つ
く
か
も
し
れ
な
い


　川
崎
重
工
業
は
２
０
１
８
年
度
。
で
に

国
内
の
共
空
機
エ
れ
け
れ
２
工
場
に
１
８
０
億

円
を
投
じ
る

明
石
工
場
︵
兵
庫
県
明
石
市
︶
に
共
空
機
エ
れ
け
れ
部
品
の
熱
処
理
工
場
を

新
設
す
る
ほ
か

西
神
工
場
︵
神
戸
市
西
区
︶
で
低
圧
圧
縮
機
用
Ｉ
Ｂ
Ｒ
︵
動
翼
部
と
内
側

の
だ

げ
え
部
を
一
体
化
し
た
部
品
︶
の
生
産
も
イ
れ
を
増
設
す
る

共
空
機
エ
れ
け
れ
部

品
は
為
替
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い
上

新
規
開
発
ば
ロ
グ
も
ム
に
参
画
す
れ
ば
初
期
投
資
が
か
さ

々

生
産
性
向
上
と
設
備
増
強
の
両
立
で

収
益
基
盤
を
底
上
げ
す
る


▲増
産
対
応
を
進

め
て
い
る
西
神

工
場

　
年
度
末
を
め
ど
に
明

石
工
場
内
に
熱
処
理
工
場

を
整
備
す
る

建
屋
面
積

は
約
２
２
５
０
平
寄
뗠

で

浸
炭
幕
や
焼
き
入
れ

幕
と
い

た
新
規
設
備
を

導
入
す
る

現
兵
の
熱
処

理
工
場
の
老
朽
化
と
増
産

に
伴
▼
措
置

エ
れ
け
れ

の
お

ぐ
れ
グ
や
ギ
ア
部

品

産
業
用
ガ
げ
じ

ビ

れ
や
共
空
機
エ
れ
け
れ
の

は
レ

ド
︵
羽

根
︶
な
ど
を
担

い

熱
処
理
能

力
を
高
め
る


真
空
幕
を
設
置

し
て
い
る
別
棟

の
工
場
も
す
で

に
増
設
し
た


　熱
処
理
工
場

の
整
備
を
含
め

共
空
機

エ
れ
け
れ
の
生
産
優
率
化

に
向
け
た
投
資
額
は

億

円

明
石
工
場
は
建
設
中

の
共
空
機
エ
れ
け
れ
の
ギ

ア
部
品
工
場
な
ど
を
合
わ

せ


年
度
。
で
に
１
５

０
億
円
を
投
じ
る
計
画

だ
　西

神
工
場
で
は
欧
エ
ア

ど
げ
の
及
型
旅
客
機
﹁
Ａ

３
２
０
て
オ
﹂
用
エ
れ
け

れ
﹁
Ｐ
Ｗ
１
１
０
０
Ｇ
뗙

Ｊ
Ｍ
﹂
向
け
部
品
を
増
産

す
る

川
重
は
エ
れ
け
れ

の
主
要
部
位
で
▲
る
低
圧

圧
縮
機
用
Ｉ
Ｂ
Ｒ
の
３
段

目
を
担
当


年
度
。
で

に

億
円
を
投
じ

マ
ぐ

つ
れ
グ
ご
れ
じ

︵
Ｍ

Ｃ
︶
や
旋
盤
な
ど
の
加
工

機
を
増
設
す
る


　同
エ
れ
け
れ
の
開
発
主

体
で
▲
る
米
ば
も

ち
・

ア
れ
ド
・
ホ
イ

ち
つ


は


年
に
８
０
０
台

︵

年
は
約
２
０
０
台
︶

以
上
の
出
荷
を
想
定

川

重
も

뗙

年
と
み
ら
れ

る
生
産
ピ

え
に
向
け
設

備
を
増
強
す
る

同
エ
れ

け
れ
の
Ｉ
Ｂ
Ｒ
製
造
に
は

Ｉ
Ｈ
Ｉ
も
参
画
し
て
お

り


年
度
中
に
相
馬
工

場
︵
福
島
県
相
馬
市
︶

で

Ｉ
Ｂ
Ｒ
の
生
産
も
イ

れ
を
１
も
イ
れ
増
や
す


遠
隔
診
断
ぎ


ビ
げ
の
利
用
拡

大
に
つ
な
げ
る

▲

　三
菱
電
機
は
板
金
を
切

固
す
る
レ

く

加
工
機

向
け
稼
働
状
況
監
視
ぎ


ビ
げ
の
対
各
を
他
社
製
品

に
も
広
げ
る

レ

く


加
工
機
な
ど
板
金
機
械
の

顧
客
は
子
数
メ

い

の

製
品
を
使
▼
こ
と
が
多
い

た
め

他
社
製
機
械
の
稼

働
情
報
も
収
集
で
き
る
接

続
機
器
を
開
発
し
た

子

数
メ

い

の
機
械
を
一

元
管
理
で
き
る
オ

ば
れ

な
仕
営
み
作
り
を
目
指

し

顧
客
の
生
産
性
向
上

つ

こ
に
応
え
る

뗊
ⓒ
떶


面
に
関
連
記
事
뗋

　同
ぎ

ビ
げ
は
レ

く


加
工
機
の
稼
働
状
況
を

遠
隔
診
固
し

予
防
保
全

情
報
を
域
供
し
た
り
加
工

寄
法
を
助
言
し
た
り
す

る

２
０
１
６
年
の
域
供

開
始
後

累
計
２
０
０
件

の
顧
客
を
獲
得
し
た


　他
社
製
機
械
の
稼
働
情

報
は

機
械
が
発
信
す
る

情
報
を
新
た
に
開
発
し
た

接
続
機
器
を
通
じ
て
収
集

す
る

た
だ

自
社
製
機

械
で
は
ぎ

ビ
げ
ご
れ
じ


と
の
遠
隔
診
固
で
加
工

助
言
が
可
能
だ
が

他
社

製
品
で
は
稼
働
状
況
監
視

の
み
に
対
応
す

る

将
来
は
他

社
製
品
も
遠
隔

診
固
に
対
応
で

き
る
仕
営
み
作

り

を

検

討

す

る
　第

１
弾
と
し

て
じ
レ

ち
な

れ
ず
ば
レ
げ
な
ど
の
板
金

機
械
を
主
力
と
す
る
村
田

機
械
の
製
品
に
対
応

今

後

他
社
に
も
参
加
を
呼

び
か
け
る


　並
兵
し
て
自
社
製
品
の

ぎ

ビ
げ
対
各
も
広
げ

る

集
じ
ん
機

が
れ
ば

レ

ぎ

な
ど
レ

く


加
工
機
の
周
辺
機
器
も


近
く
対
各
に
加
え
る

周

辺
機
器
の
故
名
で
レ

く


加
工
機
が
使
用
で
き
な

く
な
る
事
態
を
防
ぐ
な

ど

製
造
現
場
全
体
の
生

産
性
向
上
を
後
押
し
す

る


　ロ
ボ

ち
革
命
イ
つ
ぐ

ア
た

は
協
議
会
︵
Ｒ
Ｒ

Ｉ
︶
は

企
業
支
援
ぎ
イ

ち
﹁
へ
も
ぎ
ぶ
﹂
を
介
し

た
国
の
専
門
家
派
遣
事
業

と
連
携
し

ロ
ボ

ち
の

導
入
を
促
す
中
及
企
業
支

援
網
を
構
築
す
る

ロ
ボ


ち
の
専
門
家
は
て

ち

よ

え
化
さ
れ
て
お
ら

ず

特
に
地
寄
の
中
及
企

業
と
の
マ

ず
れ
グ
が
課

題

Ｒ
Ｒ
Ｉ
は
全
国
に
窓

口
を
置
く
へ
も
ぎ
ぶ
を
活

用
し

周
刻
化
す
る
人
化

不
足
な
ど
社
会
問
題
の
解

決
利
と
し
て
ロ
ボ

ち
の

普
及
を
推
進
す
る


　専
門
家
派
遣
事
業
を
展

開
す
る
経
済
産
業
省
・
中

及
企
業
庁
と
営
み

ロ
ボ


ち
導
入
支
援
網
を
整
備

す
る

専
門
家
は
生
産
工

程
の
分
析
な
ど
を
通
じ


ど
ん
な
自
動
化
ぐ
げ
た
ム

を
構
築
す
れ
ば
優
果
が
出

る
か
を
明
確
化
す
る

こ

れ
に
」
り

ロ
ボ

ち
に

慣
れ
て
い
な
い
中
及
企
業

が
ぐ
げ
た
ム
構
築
︵
Ｓ

Ｉ
︶
企
業
へ
円
滑
に
依
頼

で
き
る
」
▼
に
す
る


　た
だ
へ
も
ぎ
ぶ
に
登
録

し
て
い
る
ロ
ボ

ち
関
連

の
専
門
家
は
。
だ
少
な
い

た
め

ロ
ボ

ち
メ

い


や
み

く

企
業
の
Ｏ

Ｂ
な
ど
を
候
補
者
に
拡
充

す
る

経
産
省

日
少
ロ

ボ

ち
工
業
会
な
ど
の
力

も
借
り
リ
げ
ち
化
す
る


　企
業
庁
の
専
門
家
派
遣

事
業
は

へ
も
ぎ
ぶ
で
専

門
家
を
検
索
し
て
依
頼
す

る

全
国

い
所
の
﹁
」

ろ
ず
支
援
拠
点
﹂
な
ど
を

窓
口
と
し

年
３
回
。
で

無
料
で
利
用
で
き
る

こ

の
た
め

Ｒ
Ｒ
Ｉ
は
人
化

不
足
に
直
面
す
る
各
地
の

中
及
企
業
へ
の
ロ
ボ

ち

普
及
利
と
し
て
着
目

企

業
が
参
考
に
で
き
る
」

▼

ロ
ボ

ち
専
門
家
活

用
の
先
進
事
例
も
２
０
１

７
年
度
内
を
め
ど
に
創
出

し

発
信
す
る
計
画
だ
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땇

■閉幕
（日刊工業新聞　2017.7.17付）

（日刊工業新聞　2017.7.14付）

（日刊工業新聞　2017.7.14付）

記事（日刊工業新聞）②
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■号外記事
（ばね新聞　2017.7.12付）

■特集記事
（レーザー新報　2017.6.19付）

■特集
（金型新聞　2017.7.10付）

（第３種郵便物認可） 金 型 し ん ぶ ん 平成29年（2017年）7月 4日（火曜日） （ 6）

Bリーグ

　
塑
性
加
工
に
関
す
る
最
新
技
術
が
一
堂
に
集
ま
る
「
Ｍ
Ｆ
‐
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ 

２
０
１
７
第
５
回
プ
レ
ス
・
板
金
・

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
展
」
が
７
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
る
。
主
催
は
日
本
鍛
圧
機
械
工

業
会
と
日
刊
工
業
新
聞
社
。
出
展
社
数
は
２
６
５
社
で
、
１
６
６
９
小
間
と
過
去
最
大
規
模
と
な
る
。
最
新
の
塑
性

加
工
技
術
が
紹
介
さ
れ
る
ほ
か
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
に
関
す
る
展
示
や
計
測
な
ど
周
辺
機
器
メ

ー
カ
ー
も
多
数
出
展
す
る
。
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も
充
実
し
て
お
り
、

加
工
機
だ
け
で
な
く
塑
性
加
工
に
関
す
る
最
新
の
情
報
が
集
ま
る
。

２
６
５
社
が
出
展
し
、
１
６
６
９
小
間
の
最
大
規
模
（
※
写
真
は
前
回
展
）

主　　催： 一般社団法人 日本鍛圧機械工業会
日刊工業新聞社

日　　時： 7 月12日㈬～ 7 月15日㈯
会　　場： 東京ビッグサイト東 4・5・6・7 ホール
時　　間： 9：00 ～ 17：00

（12日は10：00から、15日は16：00まで）
規　　模： 出展メーカー 265社1669小間
来場目標： 32,000人
入 場 料： 1,000円 ※招待券持参、事前登録で無料

　
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
、
ア
ル
ミ
材
、

超
高
張
力
鋼
板
―
。
こ
う
し

た
新
素
材
開
発
が
進
む
ご
と

に
金
型
も
高
度
化
し
、
金
型

メ
ー
カ
ー
も
従
来
以
上
に
プ

レ
ス
を
始
め
、
塑
性
加
工
を

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｆ
‐
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
に

は
、
こ
う
し
た
新
素
材
向
け

の
塑
性
加
工
技
術
が
一
堂
に

集
ま
る
。
今
回
目
立
つ
の
が

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
加
工
だ
。
日
本

鍛
圧
機
械
工
業
会
の
宗
田
世

一
会
長
も
「
採
用
の
本
格
化

は
ま
だ
先
」と
す
る
も
の
の
、

「
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
向
け
の
展
示
だ

け
で
な
く
、
講
演
な
ど
も
多

数
そ
ろ
え
た
」
と
話
す
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
）
に
関
す
る
展
示

も
増
え
る
。
生
産
性
そ
の
も

の
が
競
争
力
と
な
る
プ
レ
ス

加
工
で
は
そ
の
効
果
は
大
き

い
た
め
だ
。
予
防
保
全
、
プ

レ
ス
加
工
の
管
理
、
機
械
を

止
め
な
い
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
紹
介
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
近
年
、
増
加
し
続
け
る
デ

ジ
タ
ル
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
の
展

示
も
多
い
。
デ
ジ
タ
ル
の
管

理
は
難
し
い
材
料
の
加
工
が

容
易
に
な
っ
た
り
、
同
じ
デ

ー
タ
を
基
に
複
数
拠
点
で
同

時
立
ち
上
げ
が
で
き
た
り
す

る
。
そ
の
効
果
を
実
感
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
実
演
加
工

す
る
出
展
者
も
多
い
。

　
今
回
は
、
測
定
や
自
動
化

関
連
装
置
な
ど
周
辺
機
器
の

展
示
が
増
え
た
の
も
特
長

だ
。
成
形
の
高
速
化
は
当
然

な
が
ら
、
搬
送
装
置
、
計
測

ま
で
広
げ
る
こ
と
で
よ
り

「
成
形
か
ら
計
測
ま
で
一
連

の
流
れ
で
見
て
も
ら
え
る
」

（
宗
田
会
長
）
と
い
う
。

　
実
演
が
多
い
の
も
特
長

で
、
同
展
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
で
は
開
会
中
の
実
演
加
工

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
わ
か
り
や
す
く

公
開
し
て
い
る
。

機
械
や
実
演
以
外

に
セ
ミ
ナ
ー
が
豊

富
な
の
も
特
長

で
、
基
調
講
演
で

は
、
マ
ツ
ダ
の
取

締
役
専
務
執
行
役

員
の
菖
蒲
田
清
孝

氏
が
「
マ
ツ
ダ
の

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と

モ
ノ
づ
く
り
革

新
」
を
テ
ー
マ
に

話
を
す
る
ほ
か
、

多
数
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー

が
開
か
れ
る
。

ハ
イ
テ
ン
、Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
加
工
技
術

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
計
測
機
器
も

７月12〜15日 東京ビッグサイト

第５回プレス・板金・フォーミング展

MF–Tokyo
2017

塑性加工技術 一堂に

講演会
シンポジウム

※会場はいずれも
メインステージ（東 6ホール奥）

マツダのブランド戦略とモノ造り革新について
講師：マツダ　取締役専務執行役員

品質・ブランド推進・生産・物流統括
菖蒲田 清孝氏

7 月12日㈬14：00 ～ 15：00

開
幕
記
念
講
演

記事 ③
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■特集記事
（商経機械新聞　2017.7.13付）

■特集記事
（ガスメディア　2017.7.25付）

■特集記事
（日本物流新聞　2017.7.10付）

記事 ④
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写真で見るMF-Tokyo 2017 ①
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写真で見るMF-Tokyo 2017 ②



31

「MF-Tokyo 2017　プレス・板金・フォーミング展」会期中の取材報道機関

アイ・ディー・オー・デジタル出版 『金型産業情報』（WEB）
アイティメディア 『MONOist』（WEB）
アペルザ 『ものづくりニュース』（WEB）
インダストリー・ジャパン 『製造現場ドットコム』（WEB）
エンジニアリングニュース社 『週刊エネルギー通信』
オプトロニクス社 『月刊OPTRONICS』
化学工業日報社 『化学工業日報』
ガスメディア社 『ガスメディア』
ガスレビュー 『ガスレビュー』
金型新聞社 『金型新聞』
金属産業新聞社 『金属産業新聞』
産業新聞社 『日刊産業新聞』
産業タイムズ社 『工場計画情報』
産報出版 『溶接ニュース』
重化学工業通信社 『工業設備新報』
潤滑通信社 『潤滑経済』
新樹社 『ベアリング新聞』
新報 『レーザ新報』
石油産業新聞社 『プロパン産業新聞』
素形材通信社 『素形材通信』
鉄鋼新聞社 『日刊鉄鋼新聞』
電波新聞社 『電波新聞』
日刊自動車新聞社 『日刊自動車新聞』
日経BP社 『日経Bpnet』（WEB）
日本金属通信社 『日本金属通信』
日本経済新聞社 『日本経済新聞』
日本工業出版 『機械と工具』　『油空圧技術』
日本物流新聞社 『日本物流新聞』
ニュースダイジェスト社 『生産財マーケティング』
ファスニングジャーナル 『ファスニングジャーナル』
マシニスト出版 『Sheetmetal ましん＆そふと』
ユーザー通信社 『ユーザー通信』
 （50音順　法人格略）

発　行　日 2017年９月

発　　　行 日刊工業新聞社　業務局　イベント事業部

  「MF-Tokyo 2017　第5回プレス・板金・フォーミング展」事務局

  〒103-8548　東京都中央区日本橋小網町14-１

  TEL 03-5644-7221　FAX 03-5641-8321



お 問 い 合 わ せ
●一般社団法人　日本鍛圧機械工業会
〒105−0011　東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館3F
TEL：03-3432-4579　FAX：03-3432-4804
https://j-fma.or.jp

●日刊工業新聞社　業務局イベント事業部
〒103−8548　東京都中央区日本橋小網町14-1
TEL：03-5644-7221　FAX：03-5641-8321
http://mf-tokyo.jp

次回開催ご案内

東京ビッグサイトにて開催予定
※詳細はパンフレットが出来上がり次第

　ご案内させていただきます。

2019年 7月 31日（水）～8月 3日（土）


